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懲らしめて差し上げますっ！～じゃじゃ馬王女の下克上日記～










私、女王になります




　西の空が茜あかね色いろに染まる頃。

　城内の広々とした屋外闘技場には、真剣を交える物ぶっ騒そうな金属音と、それとは逆に楽しげな男女の声が響いていた。

「私の新技を食らうがいいわ！」と言いながら、右手の剣をヒュンヒュンと唸うならせているのは、この国、ミトロニア王国の王女、ラナスタシアである。

　柔らかな質感のブロンドの長い髪をひとつに結わえ、眉にかかる前髪の下には琥こ珀はく色の瞳が輝いている。それは長い睫まつ毛げに縁取られて宝石のように美しく、ツンとした鼻やぷっくりとした唇は愛らしい。

　ただし、この王女は気が強く、少々……いや、かなりお転婆な性分が玉に瑕きずであった。

　白いズボンに茶色のブーツ、若草色のジャケットは乗馬用のものだが、彼女は剣の稽古をする際にもこの衣装を身につけている。いかにも王女というドレスを着ていては、動きが鈍るからだ。

　華きゃ奢しゃな体を回転させた王女は、その反動を利用して、自分より随分と体格のいい青年をなぎ払おうとしている。

　彼女の攻撃を軽々と片手剣で受け止め、いなして弾はじいた青年は、高らかに笑った。

「なにが新技だ。無駄な動きが増えただけじゃないか。隙だらけで、実戦なら、とっくにやられてるぞ」

　長年、この国の平和は保たれており、戦いくさの気配はない。

　たとえ戦闘が勃ぼっ発ぱつしたとしても、強豪な軍を備えているため、王女が剣を振るう事態にはならないのだが、彼はそう言ってからかった。

　藍色の騎士服を身に纏まとう彼は、その身分に相応ふさわしい立派な体格をしている。

　ダークブラウンの短髪は彼の動きに合わせてサラサラと流れ、百八十五センチほどの長身に、筋肉質の逞たくましい体。けれども、切れ長の黒味がかった瞳には涼やかな色気があり、面立ちは美麗であった。

「どうした、ラナ。防戦一方だな。もっと打ち込んでこい！」と挑発した彼の名は、カイザー・ミハエル・ホブロア。王女と同じ十九歳で、彼女より二日早く生まれている。

　彼の母親はラナスタシアの乳う母ばで、ふたりは乳ち兄きょう妹だいという間柄にあり、幼い日の多くの時間を共に育っていた。そのため、一介の騎士であるカイザーは、王女をラナと呼び捨て、軽口を叩くのを許されている。

　ただし、それはふたりきりの時だけであり、王女以外の者に対して彼は、無口でクールな態度を取るのが常であった。

「カイザー、覚悟！」

　一瞬たりとも気を抜けない真剣での稽古は、一時間ほど続いている。闘技場を駆け回っているラナの息は上がり、足にだるさを感じていた。

　それでもカイザーに、「バテたなら、終わりにするか？」と鼻で笑われたら、「ぜんっぜん、疲れてないから」と強がりを言うのだ。

　ラナは、剣の腕前でカイザーに敵かなわないのはわかっている。

　幼い頃の喧嘩の勝敗は五分であっても、今は男女の生物学的な力の差がある。

　それを抜きにしたって、カイザーは王城騎士の中で、一、二を争う猛も者さなのだ。

　到底、太刀打ちできる相手ではなく、稽古という名目で毎度遊ばれているようなものであった。

　それでもラナは、一いっ矢し報いないまま終わるのが悔しくて仕方ない。

　幼馴染で親友のような存在である彼に対しては特に、負けず嫌いな性格を前面に出してぶつかってしまう。

「ヤアーッ！」と声をあげて振り下ろした彼女の剣は、カイザーによって弾かれて飛ばされ、斜め後ろの土の地面に突き刺さる。

「勝負あり。今日も俺の圧勝だな。また挑んでこい」と不敵に笑うカイザーに、ラナは「悔しいー！」と素直な気持ちを叫んで地団駄を踏んだ。

　その時、闘技場の入口に人の気配がして、ふたりは揃って振り向いた。

　鉄で縁取られた分厚い両開きの木戸を開けて入ってきたのは三人の男たちで、そのうちのふたりは、ラナのよく知った人物だ。

　彼女の兄で、ミトロニア王国の王太子であるエイドリアンと、その近きん侍じである。

　瞳や髪の色は同じだが、この兄妹、さっぱり似ていない。

　二十四歳の王太子は中肉中背で少々間抜けな顔立ちをして、性格は自己中心的。文武両道を真逆にいく愚おろか者であった。

　対して妹のラナは、王女には不要なほどに運動神経抜群で、学問もよくできる。明るく物怖じしない性格であり、貴族の集まりの場では、王族に相応しい凛りんとした態度を取ることができた。

　ふたりは、いがみ合っているわけではないが仲のいい兄妹ではなく、お互いに軽んじている雰囲気があるようだ。

　王太子は、ラナとカイザーに気づいていないのか、簡素なベストを着た町人のような姿の見知らぬ中年男性を相手に、大声で話し始める。

「ここを潰して、宮殿を建設しようと思っている。砂漠の都にあるような、玉ねぎ形の屋根と白亜の壁がいい。国中の美女を住まわせるからな。内装は女性向きな設しつらえにしてくれ」

　エイドリアンの希望を、羽根ペンで手帳にメモしている男は、どうやら王都の建築士のようだ。

　近侍はやれやれと言いたげな顔で、主君から一歩下がった位置に控え、黙って立っている。

　エイドリアンに呆あきれの視線を向けているのは、扉から二十メートルほど離れた闘技場の中ほどにいるラナも同じであった。

（馬鹿馬鹿しい夢を実現させる気でいるのね。お兄様はどうしてあんなにもアホなのかしら……）

　彼女は心でそう呟き、嘆たん息そくする。

　まだ独身である兄の馬鹿な夢とは、ハーレム宮を造るというものである。そこに各地から選りすぐった美女を大勢住まわせて、妻を複数、持つつもりなのだとか。

　この国の法律では一夫一妻制が定められているというのに、王族だけは多妻制が許されるよう改正するというのだ。

　今のところ、国王である父、アレクサンドル二世が、エイドリアンの意見を却下しているため、ハーレム宮計画が実現することはないだろう。けれど、来年になればどうなるかわからない。

　アレクサンドル二世は、来年の夏に六十歳になる。王室典てん範ぱんには、六十歳定年制度が記されており、現国王は来夏になれば王位を息子に継承しなければならないのだ。

　政まつりごとは臣下任せで、女の尻ばかり追いかけている兄が王位に就いたら、この国はどうなってしまうのか……。

　最近になって、そのことを真面目に心配し始めたラナであった。

　彼女が眉をひそめて兄を見つめていたら、斜め後ろから肩をポンと叩かれた。

　振り向けばカイザーが、先ほど弾いたラナの剣を逆手に持ち、「姫様、どうぞ」と手渡してくる。

　ふたりきりではなく、他者がいる場では、彼はラナを『姫様』と呼んで、上下関係を一応意識した態度を取る。

　しかしカイザーの口の端はニヤリとつり上がっており、王太子の方へ顎をしゃくる様子を見れば、『やれ』と上から目線で指示していることが、ラナには感じられた。

　カイザーに命じられるのは癪しゃくではあるが、ラナも同意見のため、頷いて剣を受け取ると、扉の前で建築士と話している兄の方へ歩き出す。

　近づいていくラナに最初に気づいたのは、王太子の近侍であった。

　肘を曲げた右腕を腹部に当て、ラナに会釈した彼は、「姫様、ご機嫌よう。剣の稽古でございましたか？」と声をかけてくる。

「そうよ」と答えたラナに、王太子も振り向いた。

　スケベな夢で頭の中に花を咲かせている様子の兄は、ニヤニヤとご機嫌な顔つきである。

「おお、我が妹よ。お前にも話しておかねばならないな。来年の夏より、ここを潰して新しい宮殿の建設を――」

　上品な作り笑顔を湛たたえたラナは、兄の言葉を遮り、「却下いたしますわ」とピシャリと言い放った。

「この闘技場は兵士たちの訓練に必要不可欠な建物です。ここがなくなれば、わたくしも剣の稽古ができません。潰すことを許しませんから」

　しかし、フンと鼻を鳴らした兄に、「訓練など、どこでだってできるだろう」と横柄な口調で言い返されてしまう。

「だいたい、お前が許すも許さぬもない。王位継承者はこのエイドリアン様なのだからな」

　ラナの反対に気を悪くすることさえなく、高笑いをした王太子は、腰に手を当て、ふんぞり返るように胸を張った。

　能無し権力者とは兄のことを言うのだろうと、ラナは呆れ、同時に苛いら立だちを覚えた。

　妹が兄に逆らっても意味はない、と言われた気がして、ものすごく不愉快である。

　可愛らしい顔立ちの鼻の付け根に皺しわを寄せたラナは、右手の剣を掲げるように持ち上げると、高い位置でブンブンと回し始めた。

　剣先が王太子の頭上、二センチほどの空を切り、「や、やめないか！」と慌てて頭を抱えてしゃがみ込んだ兄に、ラナは作り笑顔で言葉を返す。

「訓練など、どこでだってできると、お兄様が仰おっしゃったのですわ。ですから、お兄様の目の前でやったっていいということですわよね」

　ラナは兄に当たらぬギリギリのところで、剣をヒュンヒュンと唸らせている。

　動くことのできない王太子は、五メートルほど離れた位置で腕組みをして見守っているカイザーに気づくと、焦りを顔に浮かべて大声で命じた。

「そこの騎士、なにをしている！　ラナをなんとかするんだ！」

「……御ぎょ意い」

　気が乗らないと言いたげな歩き方で近づいたカイザーは、腰の剣を抜くと、暴れるラナの剣を受け止めた。

　夕暮れの闘技場に、ふたりの剣が交わる甲高い音が響く。

　王城騎士としてカイザーは、王太子の命に従わねばならないが、彼としても闘技場を潰されてハーレム宮を建てられるのには不満がある。

　それで彼はラナに向け、どこかわざとらしい真面目くさった顔をしてこう言った。

「姫様のお相手をいたします。どうぞ思いきり、斬きりかかってきてください」

「な、なんだって!?」という王太子の驚きの叫びを、彼は無視した。

　ラナをなんとかしろと言われたが、止めろとは指示されていないので、命令に背いたことにはならないだろうと判断したようだ。

　ふたりは、ことさらに剣を激しくぶつけ合い、王太子の周囲を回るようにして稽古を再開させてしまった。

　こうなればもう、悠長にハーレム宮建設の相談をしている場合ではない。

　身の危険を感じた様子の王太子は、「撤収ー！」と声をあげ、闘技場から逃げ出した。

　王太子を追って近侍と建築士が出ていっても、ラナとカイザーは剣を鞘さやに収めず、まだ戦いながら、砕けた口調に戻して話し始めた。

「王位継承式は一年後だよ。カイザーどうしよう。マズイと思わない？」

「思う。非常事態だ。この国の行く末が心配になるな」

「だよね。お父様も頭を抱えてる。あのアホは、親を困らせることにかけては優秀なんだよ」

　ラナは、困り顔の父を頭に思い浮かべていた。

　すると彼女の剣を弾いたカイザーが、からかうように指摘する。

「親泣かせなのはお前もだろ。この前、ラナを大人しくさせてくれと陛下に言われたぞ。十九にもなってチャンバラごっことは情けない、とも仰っていた。もう少し王女らしく振る舞ったらどうだ？」

　ラナが毎日のように剣の稽古をしているのは、気晴らしが主な理由である。

　王女という身分を昔から窮屈に感じている彼女なので、子供の頃はよく見張りの目を盗んでは城を抜け出し、街へ遊びに出掛けたものだ。

　淑しとやかにしろという両親の小言にうんざりし、『一カ月留守にします』という書き置きをして、馬に乗って旅に出たこともあった。

　それは九歳の頃の話で、カイザーだけを供に連れ、護衛もなしに王女が王都を出てしまったから、城中、大騒ぎになったのだ。

　二日後、山越えしようとしていたところを捜索の兵に見つかって連れ戻されてしまったのだが、ラナは両親にどんなに叱られても、また城の外へ出て自由を味わいたいと夢見たものであった。

　しかし、いつまでも子供ではいられない。

　今のラナは分別ある大人に成長し、勝手に城を抜け出すことはなく、王女らしく他貴族と交流したり、性しょうに合わないレース編みも我慢して行ったりしている。

　自分では随分と大人しくなったつもりでいた。

（気晴らしに、剣を振るうくらい、いいじゃない……）

『王女らしくしなさい』という注意は、昔から父親にうるさく言われてきたため、今さら腹立たしく思ったりしないが、カイザーに同じことを言われるとムッとしてしまう。

　カイザーは誰よりも自分の味方であり、よき理解者だと思っていたから、そんな小言は言われたくなかった。

「そう思うなら、なんで私の剣の相手をしてるのよ」と、ラナが口を尖らせて矛盾を指摘したら、カイザーは彼女の剣を上手にいなしつつ、口の端をつり上げる。

「俺が相手をしてやらないと、他の兵士とやり合うだろ。皆、お前を怖がってるぞ。兵服を切り刻まれたくないとさ」

「兵士のくせにだらしないわね。切られないようにかわしなさいよ」

　カイザーが相手だと、ラナがどんなに鋭く斬りかかっても、髪の毛一本、傷つけることはできない。だから、ラナは安心して剣を振るうことができる。

　けれども、彼が巡回や警備で不在の時には他の兵士に相手をしてもらわねばならず、ラナはやりにくさを感じる。ラナと互角か、あるいは彼女よりも下手な兵もいるため、相手を傷つけないようにと気を使わねばならないのだ。

　カイザーが剣の相手をしてくれなくなったらどうしよう……と彼女は急に不安になり、剣を止めると、「ねぇ、嫌なの？」と真顔で問いかけた。

　するとカイザーは目を瞬しばたたかせた後にフイと視線を逸そらして、「お前に遠慮はしない。嫌ならとっくにやめてる……」とボソリと呟く。

　その頬は、心なしか赤みを帯びていた。

　それを聞いたラナは、パッと顔を輝かせる。彼も楽しんでいるのだと解釈し、俄が然ぜん張り切って剣を構え直した。

「カイザー、覚悟しなさい。そのサラサラした髪、私の剣で華麗にカットしてあげるから！」

「やれるもんなら、やってみろ。国中の女の中では間違いなくお前が一番の剣士だが、俺の足元にも及ばない」

　激しく剣をぶつけ合うふたりの影が、闘技場の赤土の地面に長く伸びている。

　くっついては離れ、遠のいては重なって、まるでダンスを踊っているかのように息がぴったりと、実に楽しげな影であった。




　それから二時間ほどが経ち、カイザーと別れたラナは今、家族と共に晩ばん餐さん室しつにいる。

　剣の稽古でかいた汗は沐もく浴よくでさっぱりと流し、ミントグリーンのイブニングドレスに着替えて、サイドを編み込んだ髪を美しく結い上げている。

　侍女の手により化粧も施されたため、黙って座っていれば、気品溢あふれた淑しゅく女じょに見えることだろう。胸元に下がるダイヤとエメラルドの豪華なネックレスは、シャンデリアの光を浴びて輝いていた。

　着飾っての晩餐は、特別なことではなく、ラナたち王侯貴族にとっての日常である。

　そういうものだと思って育ってきた彼女であるため、それについての不満を抱いたことはない。

　ただ、このネックレスは重たいから、食事を終えて自室に戻ったら、すぐに外そうとは考えていた。

　白いクロスがかけられた十人掛けの長テーブルには、上座に国王である父、角を挟んだ隣に王妃である母が座っている。母の向かいが兄で、その隣がラナの席だ。

　数年前に祖母が他界して、ミトロニアの国王一家は今、この四人である。

　目の前のテーブルには、本日のメインディッシュ『合あい鴨がものロースト、バルサミコソースがけ』が出されたところで、ラナは早速、鴨肉にナイフを入れた。

　肉質はジューシーで脂がほどよくのり、皮はパリッと香ばしく焼き上げてある。

　カトラリーを優雅に操る彼女は、口元に笑みを浮かべて夢中で食べていた。

　今日はいつもより長めに稽古をし、お腹が空いていたため、食が進む。

　美味しいメインディッシュに舌した鼓つづみを打つ彼女であったが、父が公共事業について兄に話しかけたから気が逸れた。

「エイドリアン、お前に任せた灯台建設はどうなっているんだ。工事が進んでいないという報告を受けたぞ」

　口くち髭ひげを撫なでつつ、訝いぶかしむような視線を向けている国王は、年齢のせいだけではない皺を眉間に深く寄せている。

　問いかけられた王太子は、ギクリとした様子でワイングラスを持つ手を止めたが、「父上、ご心配なく。全てが順調です」と、わざとらしいほどの笑みを浮かべてグラスをあおった。

　それから彼は、「今夜のワインは上等だ。産地はどこかな？　ボトルを見せてくれ」と給仕係の使用人に振り向き、問いかけた。

　急に話題をワインに移したのは不自然で、なにかを隠していることは、誰の目にも明らかであった。

「エイドリアン！」と強い口調で父に呼びかけられた王太子は、「ヒッ」と肩を揺らしてから、渋々といった顔で白状する。

「実は、先月より工事を中断しています。資金が不足してしまいまして――」

　港に新しい灯台を建設することが決まったのは、昨年の秋である。

　国王は政治能力に欠ける息子を心配し、予算を組むところまで手を回してから任せたのだが、このアホな王太子は灯台ひとつ建てられないらしい。

　その理由は、脳みその九割がスケベな妄想で構成されているせいだろう。

　息子から資金不足の事情を聞いた国王は、目の玉が飛び出しそうなほどに驚いている。

「なんだと!?」と叫び、肉付きのよいお腹を揺すって立ち上がると、皿から鴨肉が飛び出しそうな勢いでテーブルを叩いた。

「灯台の予算を、ハーレム宮建設に回してしまっただと!?　この……大馬鹿者が!!」

　ラナと王妃も驚き呆れて、開いた口が塞ふさがらずにいる。

　けれども叱られた王太子は、バレてしまったかと言いたげに肩をすくめているだけで、反省の色は見られない。

「お前をこの任から外す！」と厳しい言葉を父にぶつけられたら、「来夏にすぐに建設に取り掛かろうと思ったけど無理か……」と独り言を呟き、思案するように天井を仰いでいた。

　おそらくは、予定より一年ほど遅れてしまうが、仕方ないから王位継承後にハーレム宮の予算を組むところからやり直そうと考えているのではあるまいか。

　勉強や仕事はすぐに投げ出すのに、スケベなことに関しては、諦めが悪いというのが王太子である。

　家族の中で最初に驚きから回復したラナは、小さなため息をついて、食事の続きに戻る。

（さすがはお兄様ね。お父様に叱られても、とことんアホを貫くつもりなんだわ……）

　ラナが鴨肉の最後のひと切れを味わっていたら、怒鳴り疲れた国王が、椅子にストンと腰を落とし、テーブルに両肘をついて頭を抱え込んだ。

　それを見ている王妃は、心配そうである。

　五十になろうかという年齢の王妃は、肌はだ艶つやがよく、若かりし頃の美貌を維持していると言えよう。

　ラナの容姿の大部分は母譲りであるが、性格は違う。王妃の方が穏やかで大人しく、気が弱いところもある。

　オロオロとした様子の王妃は、レースのハンカチを取り出して目頭に当てると、「あなた、申し訳ございません」と夫に謝罪した。

「わたくしが至らぬばかりに、子供たちがまともに育ちませんでしたわ。ひとりは色事ばかりの愚か者で、もうひとりはいまだに結婚の申し込みもない跳ねっ返りで……」

「え……わたくしもですの？」と、ラナは意表を突かれた思いで、涙する母を見た。

　まさか、アホな兄と同列で非難されるとは考えていなかったのだ。

　反論しようか、どうしようかとラナは考えている。

　結婚適齢期の十九になっても求婚者が現れないのは、その通りであるのだが、それは彼女がお転婆娘であるから敬遠されているわけではない。

　ここ数年のラナは、淑女に見られるよう努力しているつもりである。両親に恥をかかせないようにと、他貴族と交流する際には特に、立ち居振る舞いに気をつけているので、『実に王女らしくお育ちになられましたな』と褒められるほどであった。

　それならばなぜ、求婚されないのかといえば……彼女自身が男性を寄せつけないようにしているせいである。

　舞踏会や晩餐会で青年貴族に言い寄られたら、その都度、あなたに興味はない、ということを態度で示すようにしているのだ。

　王家に生まれた娘の宿命として、いつかは他家に嫁がねばならないとわかっていても、好きでもない相手と結婚したくない。

　できることなら、いつまでもこの城で、カイザーと楽しく剣を交えていたいと思うので、結婚話が出ないように、ラナ自らがコントロールしていた。

　子供たちがまともに成長しなかったと嘆なげく母と、頭を抱えて唸る父を見ているラナは、反論するのはやめにし、眉尻を下げてフォークを置いた。

　メインディッシュの皿は下げられて、デザートに『さくらんぼのクラフティ』が出されたところだが、両親に対して申し訳ない気持ちになってしまったため、急に食欲を失っていた。

（ごめんなさい……でも、私がお嫁に行ったらカイザーに会えなくなるじゃない。私が素顔を見せられるのは、カイザーだけなのに……）

　口に出さずに言い訳をしたラナは、それから横目でジロリと兄を見た。

　王太子は両親の憂ゆう慮りょを意に介さず、美味しそうにデザートを頬張っている。

　それを目にすれば、ラナの心の呵か責しゃくは薄らいで、兄を非難する気持ちの方が優先された。

（とばっちりで叱られたじゃない。お兄様がもう少しまともだったら、私まで王女として努力不足だと言われなかったわよ、きっと……）

　全ては兄のせいだということにして、自分の問題から目を逸らしたラナは、さくらんぼの焼き菓子にデザートフォークを突き立てたのであった。




　東西に尖せん塔とうがそびえる荘厳な大邸宅の二階に、ラナの寝室があった。

　南側の、床にまで長く垂れた水色のカーテンが、ぼんやりと浮かび上がっている。カーテンの向こうの両開きのガラス戸はバルコニーに繋がっており、今こ宵よいは満月のため、外が明るく照らされているのだろう。

　広々とした部屋の中央よりやや奥に、天てん蓋がい付きの豪華なベッドが置かれていた。

　白い絹のネグリジェ姿のラナは、二十三時頃に部屋の明かりを消してベッドに横になったのだが、いつまで経っても眠りは訪れず、カーテンを見ながら考え事をしている。

　彼女の頭を悩ませているのは、この国の未来であった。

（お兄様のアホさに、呆れているばかりではいけない時期に来ているのよね……）

　今は六月で、来年の七月に王位継承式が予定されている。兄が王座に就けば、国政は滞るどころか、悪政によって民が苦しむ事態になるのは明らかだ。

　我がミトロニア王家に忠誠を誓っている諸公たちの中に、王家に国を任せてはおけないと、謀む反ほんを企む者が現れるかもしれない。

　戦闘が起きれば、長年守られてきた平和は乱され、多くの血が流れてしまう。

　ハーレム宮の建設に反対しているだけの、生易しい事態ではなくなるのだ。

　これは最悪なシナリオだが、可能性は否定できず、ラナは自分になにができるだろうと考えていた。

　好奇心旺盛な性格のため、新しい知識を身につけることは面白く、子供の頃から勉強は嫌いではない。

　二年ほど前から、兄が王位に就いた時にサポートできればと、国政についても勉強し始めた彼女であったが……父や大臣たち、教えを乞こおうとした政治学者までもがいい顔をしてくれない。女は政治に関わるな、という雰囲気である。

　国王の執務室にしか置いていない、経済学の本を借りに行った時は、『お前がそんなことを学ぶ必要はない。可愛げがないと思われて、かえって邪魔な知識となる』と父に諭されたこともあった。

　女なのだから、花嫁修業だけに精を出せと、父は思っているのだろう。

　男に生まれたかったと、ラナは嘆息する。なにかいい方法がないかと模索しても、女の身では国政に関わる手段を見つけられないのだ。

「どうしよう……」と答えの出ない悩みを呟いてから、ラナは毛布を撥はねのけて、ベッドに身を起こした。

　薄闇の中、振り子の柱時計に目を凝らせば、深夜一時を回ったところであるようだ。

（今夜は眠れそうにないわ……）

　布製の柔らかで可愛らしいルームシューズを履いた彼女は、気分転換に月を愛めでようかと、ガラス戸を開け、バルコニーに出た。

　初夏の夜風がブロンドの髪を揺らし、半袖のネグリジェから出ている白い肌を撫でる。

　肌寒いと感じたが、ガウンを取りに引き返すほどではなく、ラナはそのままの姿で前に進んだ。

　半円形のバルコニーは石造りで、優美なデザインの彫刻が施された手すりは、白大理石でできている。

　触り心地の滑らかな手すりに両手をかけて、空を仰げば、西に傾き始めた満月が、雲のない紺こん碧ぺきの夜空にポッカリと浮かんでいた。

（こんなに明るければ、脱走しやすそうね。もう大人だから、勝手に城壁の向こうに遊びに行くわけにはいかないけれど……）

　目の前には広大な前庭が広がり、左手には迎賓館と蓮はすの花が咲く池がある。

　この大邸宅の右手側は城壁までの敷地が広く取られ、馬場や兵舎、闘技場に軍の詰所が建ち並んでいた。裏は、使用人宿舎と小さな森がある。

　ラナが満月をぼんやりと眺めていたら、突然、下から「おい」と声をかけられた。

　手すりに上体を預けて下を覗き込んだ彼女は、騎士服姿で帯剣したカイザーと目が合う。

「見回り当番なの？」と問えば、周囲を気にして潜めたような低い声で、「ああ」と返される。

　それから苦い顔をした彼に、注意を受けた。

「お前は一応女だぞ。寝間着一枚でバルコニーに出るな。早く部屋に戻ってベッドに入れ」

　王女がネグリジェ姿でバルコニーに出るとは、確かにはしたないことである。カイザーの注意はもっともであるのだが、余計な心配だとばかりにラナは、口を尖らせて言い返す。

「えー、いいじゃない。誰も見てないし。それに眠れないんだよ。カイザー、話し相手になってくれない？」

「ここまで上ってきて」と彼女が誘えば、彼は凛り々りしい眉をひそめて、「無理」とひと言で断った。その理由は、「姫様の寝室に忍び込んだらマズイだろ」ということらしい。

　しかしラナは、「マズイってなにが？」と首を傾かしげて反論する。

「私とカイザーが一緒にいても、変に思う人はいないよ。ほぼ兄妹じゃない」

「乳兄妹だ。とにかく俺を誘うな。夜中にこうして話しているだけでも、マジでヤバイ」

「だから、なにがマズくて、どこがヤバイのよ。来ないなら、私がそっち行く。飛び降りるから受け止めてね」

　地面までの高さは五メートルほどであろうか。

　ちょっと高いなと感じるラナだが、カイザーの身長を考えれば、落ちるのは三メートルほどだと計算し、手すりに片足をかけた。

　すると、「わっ、馬鹿、やめろ！」と彼が慌てている。

　怪我を心配しているのではなく、「下着が見えるだろ！」という懸念であった。

　それを指摘した彼はハッとした様子で、「いや、ええと、そうじゃなくて、危ない真似は……」と目を泳がせている。

　恥ずかしいことを口にしてしまったと動揺しているようなカイザーに、ラナは思わず吹き出した。

「なに焦ってんのよ。暗くてスカートの中まで見えないでしょ」とからかった彼女は、手すりにかけた足を下ろすのではなく、体重の全てをのせて、もう片方の足も持ち上げようとしていた。

　それを目にしたカイザーは、観念したようだ。

「わかった。俺が行くから、そこで待ってろ」と言うと、石造りの城壁の装飾やわずかな凹凸を利用して、大きな体でひょいひょいと身軽に上ってきた。

　彼がバルコニーにたどり着けば、ラナは手すりの内側に足を下ろし、満足げな笑みを向ける。

「ありがと」

「あ、ああ……」

　カイザーは隣に立つラナをチラリと見た後、手すりに片手を置いて、なぜか背を見せるように横を向いた。

　怒っているような雰囲気ではないのに、こっちを向いてくれない理由はなんだろうと、ラナは首を傾げたが、「で、なんで眠れないんだ？　悩み事か？」と問いかけられたため、気が逸れる。

「うん。来年の夏が来るのが怖いなって思って。平和が続くように、私にできることがないか考えたんだけど、政治に関わらせてもらえないし、女だから無理だよね……」

「王の素質は、王太子殿下よりお前の方があるのにな」と月に向けて言ったカイザーは、しばし黙り込む。

　藍色の騎士用ロングコートを纏った大きな背中に、「カイザー？」と彼女が呼びかけたら、彼はまた口を開いた。

「外国には女王も存在する。ラナが王位に就けば、全ての問題が解決だ」

　兄ではなく妹の自分が王位を継承する……それは、ラナがこれまでに考えたことのない未来の形であった。

　とはいえ、この国の王室典範には、王位継承権を有するのは『直系の男子のみ』とはっきり記されているため不可能である。

　カイザーとしても、実現しないことを承知の上で口にしたはずだ。おそらくは、ただラナと会話を繋げるためだけに言ってみた、というところであろう。

　それは、成り行きを見守る以外にないと言いたげな、重たいため息に表れていた。

　けれどもラナは、カイザーの言葉にハッとしていた。

　まるで、迷子になった夜の森で、月明かりに照らされた帰り道を見つけたかのように、一気に胸に希望が広がっていく。

「そうよ……それだ！」と彼女が叫んだから、カイザーは逞しい肩を揺らし、驚いてラナの方に振り向いた。

「お父様に話してみる。私を女王にしてくださいと、お願いしてみるよ！」

　ラナの眼まな差ざしは真剣で、握りしめた右手には決意と気迫が感じられた。

　冗談で言ったのではないと理解した様子のカイザーは、顎に手を添えて考え込んでいる。それからニッと口の端をつり上げて、「試してみる価値はあるな」とラナの意見に同意してくれた。

　その上で覚悟を聞いてくる。

「わかっていると思うが、王位に就いたとしたら、今よりも窮屈で制約の多い生活が待っているぞ。自由はない。いいのか？」

　ラナが自由を求めて城壁の外へ逃げ出すような子供であったのを、一番近くで見てきたカイザーはよく知っていた。

　そのため、女王になったら待ち受けるであろう不自由さに、ラナが耐えられるのかと、彼は不安に思っているようだ。

　その心配を撥ね飛ばすような笑みを浮かべたラナは、「それでいい」と即答した。

「私の自由より、平和の方が遥はるかに大事。王座に就いたら、この国に生きる民のために、私の全てを捧ささげるわ」

「ラナ、お前って奴は……」

　彼女の本気を受け止めたカイザーは、感動しているような顔で琥珀色の瞳を見つめている。

　そして彼自身もなにかを覚悟したように、真剣な目をして口を開いた。

「ラナが女王になるというなら、俺は、この命をかけてお前を――」

　騎士として、生涯をかけた忠誠を誓おうとしている最中であったが、皆まで言わないうちにラナに飛びつかれて、彼は「わっ！」と驚きの声をあげた。

「カイザーのおかげで、未来に希望が見えたよ。ありがとう！」

　ラナは彼の首に両腕を回しかけ、半ばぶら下がるように爪先立ちをしている。

　明るく可愛らしい彼女の声がカイザーの耳元に聞こえ、いい香りのするサラサラとした長い髪が、彼の頬を撫でた。薄い絹のネグリジェしか身につけていない彼女なので、柔らかな双丘が彼の筋肉質の胸にその感触を伝えてしまう。

　その瞬間ラナは、カイザーに両肩を掴まれて勢いよく引き剥はがされた。

「え……なんで？」と目を瞬かせたラナに、カイザーはクルリと背を向ける。

「俺、仕事に戻るから。夜は冷えるぞ。腹出して寝るなよ」

　早口でそう言うや否や、カイザーはバルコニーの手すりを飛び越えた。

　勢いよく飛び降りたカイザーに、怪我はないかと心配したラナが慌てて下を覗けば、彼はもう走り出していた。

　その背中はすぐに小さくなり、砦とりでのような外観をした軍の詰所の方へ消えてしまった。

　やけに慌てていたけれど、見回りの交代の時間が来たのだろうかと、ラナは遠くに見える詰所の小さな窓明かりを見つめて首を傾げる。

　けれども、カイザーの様子がおかしかった理由として、別の考えも浮かんできた。

（もしかして、私を女として意識したのかな……？　やたらとマズイ、ヤバイと言っていたし……）

　ふと思ったことに、ラナはすぐに首を横に振った。

（いやー、ないない。それはあり得ない）

　カイザーは若い娘に人気がある。警備や巡回などで街を歩けば、キャーキャーと黄色い声を浴びせられるのだと、他の騎士がこっそり教えてくれたことがあった。

　しかしカイザーは、ラナ以外の者に対しては無口で堅物な態度を取る。

　当然のことながら女性を口説くことはなく、街の娘が頬を染めて彼に声をかけても、『任務中だ』と冷たく退けて、まるで興味を示さないらしい。

　そんなカイザーが、誰に対しても、色恋めいた気持ちを抱くとは思えなかった。

　ましてや兄妹のように育ったラナに恋愛感情を持つなど、どう考えてもあり得ないと彼女は考える。

　見回りの交代時間に違いないと結論を出したラナは、気持ちを切り替えて満月を見つめた。

　明日、父に直談判するんだと、大きな決意を胸に秘め、ひとり、頷いていた。




　翌日の午後、ラナは邸宅内の一階、東側にある議事堂前をウロウロしていた。

　女王になりたいと父に話そうとしているのだが、国王は多忙でなかなかつかまえることができずにいる。

　今は、王太子のせいで頓とん挫ざしてしまった灯台建設についての臨時議会中で、二時間が過ぎてもまだ終わらない。

　議会に出席しているのは、国王の他には、大臣の役職が与えられている位の高い貴族と、他数人の有能な貴族たち、それから有識者に、民衆を代表して王都の商工会議所の幹部もいる。全部で二十名ほどだろうか。

　定例議会の時期が来れば、国中の貴族が集まるため、出席者は二百名を超える。

　ただし、議事堂内に入れるのは男性のみ。神聖な国政議会の場に、女性は立ち入りが禁止されていた。

　これまでは、それを当たり前のように思っていたラナであったが、女王になりたいと願う今は、癪に障る決まり事だと不満に思っていた。

　大理石張りの廊下に、彼女の忙せわしない靴音が行ったり来たりと響いている。

　議事堂の両開きのドアは革張りの重厚感あるもので、打ち込まれた金の鋲びょうが豪華に輝いている。

　ドアの向かいの壁には、国王の肖像画が飾られていて、早く出てこいという苛立ちを込めて、ラナが父の絵を睨にらんだら、やっと議事堂の扉が開いた。

　中は舞踏会用のホールほども広く、テーブルと椅子がびっしりと並んでいる。

　最奥に国王のための一際立派な椅子が置かれ、そこからドアまで赤絨じゅう毯たんが一直線に敷かれていた。

　貴族や有識者たちが立ち並んでこうべを垂れる中を、「ご苦労だった」と声をかけ、国王がドアへ向けてゆっくりと進んでくる。

　最高権力者らしい、実に威厳に満ちた顔つきの国王であったが、廊下に出てラナとばったり出くわすと、キョトンとした穏和な表情をする。

「どうした？」と声をかけた国王は、待ちくたびれた娘が頬を膨らませている様子に、なにかを思い出したようなため息をついた。

「そういえば今朝から、話があると言っておったな。それで待っていたのか。悪いが、晩餐の席でしてくれ。これから引見せねばならん。それも大事な仕事だ」

　国王が謁えっ見けん者の陳情を受けたり相談に乗ったりすることは、大事な仕事に違いない。

　それはラナも理解していることであるが、今日ばかりは物分かりよく引き下がることはできなかった。

「お言葉ですが」と強気な視線を正面から父にぶつけ、「謁見の来客より、わたくしの方がよほど、国家にとって重大な案件を抱えております。今すぐお話をさせてください」と詰め寄った。

　白髪交じりの口髭を撫でた国王は、「やっと求婚者が現れたのか？」と勘違いの推測をする。

　その目は少し嬉しそうであったが、ラナが真顔で首を横に振ると、疲れたような顔つきになり、「わかった」と渋々了承してくれた。

「手短にな。わしの執務室へ行こう」

　いつの間にか、父の後ろには近侍が控えている。

「陛下、お茶をお持ちいたしましょうか？」と彼が問いかければ、国王は「無用だ。十五分で済ませる」とそれを断っていた。

　ラナの話が、重要なものだと信じていない様子であった。




　それから数分して、国王の執務室には、「なにを馬鹿なことを言い出すんだ！」という怒声が響いていた。

　古書がぎっしり詰まった書棚に囲まれた室内に、大きな執務机と、休憩用のテーブルセットが置かれている。

　ひとり掛けの布張り椅子に座している国王は、向かいの長椅子に腰掛けているラナの発言に顔をしかめていた。

「お前が王位を継承するなど、馬鹿馬鹿しいにもほどがある。誰かに吹き込まれたのか？　真剣に取り合うな」

　反対されるのは覚悟していたため、叱責されてもラナは屈しない。女王になりたいという願いを、頭ごなしに却下した父を、どうにかして説得しなければと懸命に話しかけた。

「もしもの話です。我が国の法律で女性の即位が認められているとしたら、お父様は、わたくしとお兄様のどちらを後継者に選ばれますか？」

　父の眉間の皺は解けないが、三秒ほど考えて答えをくれる。

「それは、お前だな。女ながらに度胸と知恵がある。国政を司つかさどる能力もありそうだ。エイドリアンは、なにからなにまで足りないものだらけで、どうしたらよいのやら……」

　国王の顔からは怒りが消え、その瞳は暗あん雲うんたる未来を憂慮しているように揺れていた。

　不安げな様子に、ラナの望む方へ意見を曲げてくれるのではないかと期待したが、国王は咳払いをひとつしたら、「だが法律上不可能なんだ。お前は女だ。諦めろ」と結論を戻してしまった。

　心の中で舌打ちしたラナは、これならどうよとばかりに別の方向から攻め始める。

「お兄様が王位に就いたらミトロニア王国がどうなるのか、わたくしなりに考えてみましたの」

　ラナは昨夜、眠れぬベッドの中で考えた、未来予想を口にした。

　悪政によって経済が衰退し、貧困者が激増するのではないか。

　不満を募らせた民衆が暴徒化したり、あちこちで蜂ほう起きするかもしれない。

　そうなれば、今忠誠を誓っている貴族たちの中にも、王家には任せておけぬと謀反を企む者が現れて、戦乱の時代へと突入することだろう。

　王家が滅びると同時に、どれくらいの血が流れることか……。

　最悪のシナリオを、ラナが真顔で話していると、国王の顔がさらに曇り出す。

　その可能性について思案しているように、落ち着きなく両手の指を組み替え、眉間の皺も深いものとなっていった。

　もう一押しだと企むラナは、「わたくしが王位に就きましたら、おじい様やお父様が築かれた平和を、全力で維持することをお約束いたしますわ」と語気を強めて主張した。

　唸り声をあげた国王はどうやら、ラナの言葉に心を動かされたようである。

　けれども、「法律がな……」と国王が呟いた通り、問題が消えたわけではない。

　するとラナは、悩みの中に落とされた父に向け、にっこりと微ほほ笑えんでみせた。

「それでは、王室典範を変えてください。お父様は国王ですもの、おできにならないはずはありませんわ」

　父がその気になるよう、あえて軽く言ったのだが、国王は再び唸り声を漏らしてから、目を閉じて黙り込んでしまった。

　いくら国王といえども、独裁国家ではないので、簡単に法律を変えることはできない。国中の貴族を集めた議会に法改正の議題を上げ、三分の二以上の賛成を得なければならないのだ。

　おそらく国王は、反対する者がどれくらいいるだろうかと考えているのだろう。

　険しく顔をしかめているところを見れば、その数が少なくないことが予想される。

　ラナは父が結論を出すまで、邪魔せずに黙っていた。

　父が話を聞くと言った十五分はとっくに過ぎて、柱時計は入室してから一時間ほど先に時間を進めていた。

　数分の後に国王はやっと目を開け、重みのある渋い声を娘に聞かせた。

「よかろう。女王即位のために、法律改正の議題を議会にかける」

　心の中で『やった！』と喜びかけたラナであったが、そうすんなりと願いは叶かなわぬようである。「その前に、お前を試したい」と父が真顔で言ったのだ。

「はい。どのようなことでしょう？　学力試験でしょうか？」

「いや、実践的な能力を問いたい。それは――」

　父が出した課題は、こうだ。

　この国は広い領土を有するが、百ほどに分割されていて、各貴族がそれぞれの領地を管理している。うまく統治している貴族もいれば、内乱が絶えないところや、麻薬密売など悪い噂うわさが流れてくる町もある。

　今、国王が問題視し、頭を悩ませている貴族領は三カ所あった。視察団を向かわせても、いいところしか見せず、巧妙に問題を隠すため、実態を掴めずにいるそうだ。

　国王はラナに、それらの貴族領にお忍びで出向いて実態を調査し、できれば問題を解決してこいとの課題を与えた。

　そんなことを言い出したのは、理由があってのことらしい。

　女王の前例はなく、王室典範を変えようとすれば、特に保守派貴族の強固な反対にあうのが目に見えている。女王即位の法案を議会で可決させるには、反対派に回ると予想される貴族たちに対して念入りな根回しが必要で、それには長い時間がかかるだろう。とてもじゃないが、一年後の王位継承式までに法律を改正することはできない。

　だからこそ、無茶なミッションを娘に突きつけたのだ。問題解決能力が極めて高いことを貴族たちに知らしめれば、女王即位に反対する者はかなり減るに違いないからだ。

　国王は威厳に満ちた重みのある声で、娘に命じる。

「ラナスタシアよ。保守派の貴族たちが、お前に拍手を送らざるを得ないほどの力を、示してみせよ。それができたなら、王位をお前に譲ろう」

　ラナはゴクリと唾を飲み込んでいた。

（これは、かなりの難題ね……）

　まさかそれほどの要求をされるとは思っていなかったため、ラナの頬は緊張に強張っていた。

　けれども、尻込みしているわけではない。すぐに好奇心と冒険心がムクムクと膨らんで、緊張は喜びへと変わり、彼女の瞳は生き生きと輝き始めた。

（なんて面白そうなミッションなの。早速、連れていく者の人選をして、旅支度をしなくちゃ。それが終わればすぐに出発よ！）

　すっくと立ち上がったラナは、興奮のあまりにドアに向けて駆け出した。

「お父様、ありがとうございます！　貴族領の問題を、楽しんで解決して参りますわ！」

　満面の笑みを浮かべた彼女は、父に退室の挨拶をするのも忘れて、勢いよくドアを開け放った。

「こら、待たんか！　遊び半分で挑まれては危険が――」という国王の注意は、廊下に飛び出した彼女の耳まで届かなかった。










本物に勝るものなし




　ラナが国王に直談判した日から三日後、わずかな供を連れた彼女は早くも旅路を歩いていた。

　王都を出たのが二時間ほど前であり、見送りがひとりもいない中での出発であった。

　なぜかと言えば、庶民のふりをしなければならないからである。

　王女の不在を知っているのは、国王一家と城内の一部の使用人のみ。

　国王から課せられたミッションは、悪い噂のある三つの貴族領をお忍びで調査し、できれば問題を解決してこいというものだ。王女の視察御一行様として、派手に旅をするわけにはいかなかった。

　周囲に広がるのは、腰ほどの高さに成長した青々とした小麦畑と防風林。晴れ渡る空の下、遠くにフジノア山脈をはっきりと望むことができる。

　この辺りはまだ王家の直轄領であり、見知った景色の中を、ラナは笑顔で歩いていた。

　その格好は簡素な旅人風で、茶色のショートブーツに木綿の白いワンピース。ミントグリーンのウエストを絞ったベストは、胸の前が編み上げのリボンで結ばれている。

　長い髪はひとつに結わえて生成りの頭巾を被り、薄地のフード付きマントを羽織っていた。

　ドレスより遥かに動きやすく、足取り軽やかなラナは、隣を歩くカイザーに「ねぇ」と上機嫌で話しかけた。

「もうすぐお昼だよね。お弁当、どこで食べよっか。どうせなら泉のほとりや丘の上、景色がいい所がいいな！」

　満面の笑みのラナは、今のところハイキング気分である。

　もう大人なのだからと諦めて、王女らしく過ごしていた日々の中で、突然、自由を手に入れたのだ。それも父の命によってであり、後ろめたさを一切感じずに済むから、彼女は嬉しくて仕方ない。

　護衛としてラナの旅に同行しているカイザーも、騎士服ではなく平民の装いをしている。

　上部に折り返しのついたロングブーツを履き、木綿の黒いズボンとシンプルな貫頭衣。腰は革のベルトで締め、鶯うぐいす色のマントを羽織っていた。剣はラナのものを含めた二本を、マントの下に隠している。立派な剣を見せびらかせて歩けば、ただの旅人ではないとバレてしまうからであった。

　上等な騎士服に比べれば見劣りする衣装のカイザーだが、たとえボロを纏っていたとしても、彼の麗うるわしさは少しも損なわれない。

　小麦畑の中には、農作業中の村娘が数人いた。彼女たちは手を止め、熱を帯びた視線をカイザーに注いでいるようであった。

　お弁当を食べる場所について話しかけたラナに、カイザーは呆れ顔で「浮かれてんじゃねーよ。もっと気を引きしめろ」と注意する。

　するとラナはムッとして、「浮かれてないよ。重要な任務であることはもちろんわかってる」と口を尖らせて反論した。

　けれどもすぐにご機嫌な声色を取り戻し、「仕事はきっちりやるつもりだけど、目的地に着くまでは楽しんだっていいじゃない」と明るく笑って言ったのだ。

「ほら、カイザーも笑ってよ。一緒に歌でも歌おうか？」

「嫌だ」

「ノリの悪い奴だね。いいよ、ひとりで歌うから。途中でハモりたいと言っても、ハモらせてあげないんだからね」

「アホか、言うわけないだろ」

　口喧嘩を楽しむふたりの後ろには、この旅の同行者が三人いる。

　ひとりはグリゴリーという名の、十八歳の従騎士だ。四角い顔で薄茶の髪を短く刈り揃えた彼は、カイザーの従順な部下である。

　グリゴリーとカイザーはコンビを組んで任務にあたることが多いため、ラナが供として連れていくことを決めた。カイザーが動きやすいだろう、と思っての人選だ。

　まだ騎士見習いといった立場のグリゴリーだが、その腕前はなかなかのものである。身長二百十センチ、体重百十キロの大柄な体格は頼もしく、剛ごう力りきで、荷物持ちを一手に引き受けてくれるところもありがたい。

　大きな布袋を背負ったグリゴリーが、感心したように話し出す。

「それにしても姫様は演技がお上手です。早くも平民の言葉を使いこなしていらっしゃる。自分は驚くばかりであります」

　それは前を歩くラナに向けた会話ではなく、隣にいる丸眼鏡をかけた初老の男性に対するもののようだ。

　ホッホと笑って、「ほんとじゃのう。どこをどう見ても、ただの町娘じゃの。これなら任務もうまくいきそうじゃ」と答えたのは、同じく旅の同行者に選ばれたイワノフ。

　彼は、国王の相談役や王立大審院長を長年務めている賢者である。

　国王よりひとつ下の五十八歳であるが、白髪多めのもっさりとした顎髭を蓄えているため、実年齢より少々老けて見られる。

　ラナがイワノフを供にした理由は、知恵を借りたいということの他に、家族を装おうと考えたためであった。

　イワノフを父、ラナたち四人をその子供として、遠方にある貴族の屋敷に、家族で雇われに行くという設定で旅をすることにしたのだ。

　そして、同行者の最後のひとりは、最後尾をチョコチョコと一生懸命についてくる、ラナの侍女である。

　肩までの赤茶の髪はやけに直線的にカットされ、ラナと同じような町娘の格好をした彼女の名は、オルガ。

　身長百四十五センチという小柄で童顔のため、十二歳くらいに見られてしまうが、ラナよりふたつ上の二十一歳である。

　時と場合により、ラナが実に王女らしく振る舞うことができるのは、しっかり者のオルガが側にいてくれるから、と言っても過言ではない。

　グリゴリーとイワノフの会話を聞いたオルガは、「姫様は幼少の頃より庶民言葉がお得意です。一朝一夕で身につけたものではありません」と真面目な声で指摘を入れた。

　ラナの砕けた言葉遣いは、一緒に育ったカイザーの影響であろう。

　今は騎士爵を持っていても、カイザーは平民の出自である。乳の出がよいという理由だけで、貴族ではないカイザーの母親が、ラナの乳母に選ばれた。

　加えて幼い頃のラナは、城を抜け出しては街の子供たちと遊んでいたので、オルガの言う通り、庶民らしい言動が自然と身についていた。

　オルガに話しかけられ、足を止めて振り向いたグリゴリーは、「これは気づかず、すみません」と人のよさそうな顔をして謝った。

　オルガの息は弾んでいる。小柄な彼女には、歩くペースが速すぎたとグリゴリーは感じ取ったようだ。

「オルガさん、疲れたでしょう」と気遣うグリゴリーに、彼女は「まだ平気です」と強がりを言う。

　その会話を耳にしたラナも足を止め、「あ、オルガごめん」と謝ったら、彼女が「キャッ！」と声をあげた。

　グリゴリーがオルガをひょいと抱えて、彼の右肩に座らせたからだ。

「グリゴリーさん、下ろしてください。私は子供ではありません！」と真っ赤な顔で怒るオルガであったが、グリゴリーは少々天然な性格をしており、的外れな返事をする。

「遠慮は不要です。自分、力持ちですから。この前は、足を怪我した馬を担いで城まで戻りました」

　カイザーは興味なげにあくびをしていて、イワノフはホッホと笑っている。

　ラナは……グリゴリーに駆け寄ると、「ズルイ、私も乗せて！」と目を輝かせた。

　歩くのに疲れたのではなく、大柄な彼の肩に乗せてもらえば目線が倍以上も高くなり、楽しそうだと思ったためである。

　すると、それまで呑のん気きに構えていたカイザーが、慌てたようにラナの肩に手をかけ、止めに入った。

「お前は駄目だ。どうしてもというなら、俺がおぶってやるから」

「えー、カイザーよりグリゴリーがいい。高い方が気持ちよさそうじゃない」

「フン。馬鹿は高い所が好きだとよく聞くが、本当なんだな」

「なんですって……!?」

　仲がいいのか悪いのか。

　すぐに口喧嘩になるラナとカイザーを見て、他の三人は目を瞬かせていたが、同時に吹き出すと、青空に向けて楽しげな笑い声を響かせるのであった。




　山越えする際には途中の村で馬を借り、その他の道のりはおもに徒歩で移動して、旅立ちの日から十日が過ぎた。

　空にこんもりと浮かんだ夏雲は、茜色に染まっている。日没まで、あと三十分ほどであろう。

　そろそろ宿を確保しなければならない時間になって、ラナたちはやっと目的の貴族領に到着した。

　王都より遥か北に位置し、領地の半分が山で林業が盛んというこの領地は、レベンツキー伯爵が治めている。

　町の入口には、やる気のなさそうな顔をした中年の役人がいて、旅人の足を止めると、出入者台帳に記入するよう声をかけていた。

　イワノフが代表してペンを取り、【イワノフ一家】という偽の素性と、ここよりさらに北にある、とある貴族の屋敷に一家で雇われに行く途中の宿泊だという、滞在理由を書き込んだ。

　枯れ草色の皺くちゃな帽子を被った役人は、ラナたちの頭数を数えて、「四人家族だな」と台帳に記入している。

　それを聞き、グリゴリーの陰から急いで顔を覗かせたのはオルガである。

「私もいます。家族は五人です」と訂正したら、役人は「末っ子のおチビちゃんもいたのか」と、面倒くさそうに人数を書き直していた。

　するとオルガのこめかみがピクリと動いた。

　常日頃、実年齢より随分と幼く見られてしまうことを気にしている彼女なので、役人の発言が気に障ったらしい。

　子供役の四人の中で、自分が一番年長だと主張したくなったのか、厳しい顔をして一歩前に出ると、口を開こうとしていた。

　そんなオルガを後ろから抱きしめるようにして、口を塞いだのは、ラナである。

　ここで役人に食ってかかっても、なにもいいことはない。お忍びで調査するのだから、相手の印象に残るような言動は避けるべきだと、ラナは考えていた。

「ほらほら、早く町に入ろう。お姉ちゃん、お腹が空いちゃったよ」とごまかしたラナは、それからオルガの耳に口を寄せ、「我慢して」と囁いた。

　最初の任務は、レベンツキー領に足を踏み入れた時から始まっている。

　ここに着くまでの呑気な娯楽旅行気分から、ラナはすっかり気持ちを切り替えていた。

　ハッと我に返った様子のオルガは、自分は大人だと主張するのを諦めて、こっくりと頷く。

　いつもとは逆に、ラナに注意されたことを恥じているような表情にも見えた。

　役人に怪しまれることなく町に入った五人は、メインストリートと思われる幅広の石畳の道を進みながら、それぞれに町の様子を観察していた。

（活気がないわね。それにあちこち、ボロボロだわ……）

　ラナは道を行き交う人々の少なさや、補修されずに割れたままの石畳を見て、そう思っていた。

　粗末で汚れた貫頭衣とズボンだけといった装いの町男に、つぎはぎだらけのエプロンを着た老女が、ラナたちとすれ違う。

　林業が主産業であるから、この町では木材を安く手に入れられると思うのに、板壁が朽くちかけている道沿いの店もあった。

　なにより町の人々が、皆、疲れきった顔をしていることが、ラナは気になった。

（一日の仕事を終わらせようとしている日没前だから、疲労しているのかしら。それにしたって、随分と元気がないように見えるけど……）

　メインストリートを歩くこと五分ほどで、宿屋を見つけ、五人は入っていく。

　二階建てで横長の宿屋は、部屋数が三十ほどありそうな大きさである。

　ドアから入ってすぐの小さなロビーは、殺風景なほどに飾り気のない空間であった。木製の長椅子が二脚、向かい合わせに置かれているだけで、花も絵画も飾られていない。

　それでも営業中だとわかるのは、壁の燭しょく台だいに小さな火が灯されて、カウンターの奥から宿屋の主人が「いらっしゃいませ」と現れたからである。

「ご宿泊ですか？　部屋はいくつ用意しましょう」

　宿屋の主人は枯れ草色のベストを着て、痩せ気味の中年男性である。

　言葉遣いは丁寧でも、その顔は無愛想……というより、やる気が感じられない。

　通りを歩いていた町人たちと同じように、疲れているようにも見える。

　イワノフが代表して部屋をふたつ取り、夕と朝の食事も頼んで、先払いで支払いをしようとした。

　すると宿屋の主人に、「五名様、二部屋で、八万ゼニーになります」と言われた。

　思わず、「八万ゼニー!?」と驚きの声をあげたのは、カウンターから離れたドアの近くに立っていたラナである。

　貴族や豪商を客にしている格式高い宿屋ならいざ知らず、明らかに庶民向けの、この程度の宿屋で、その値段は高すぎる。

　王都ならば、安宿の一泊の相場は、その半額ほどだろう。

　悪徳宿屋なのではないかと思ったラナは、「ちょっと、いくらなんでも高すぎるわよ！」と語気荒く、カウンターに詰め寄った。

　キッと主人を睨みつけ、カウンターに叩きつけようとした彼女の右拳は、横からサッと出されたカイザーの手のひらに受け止められてしまう。

　文句を言われることに慣れているのか、宿屋の主人は怖がることも焦ることもない。

「嫌なら、別の宿屋に泊まってください。どこも似たような値段だと思いますけどね」と、重たいため息をついただけであった。

　眉を寄せたラナが「似たような値段？」と、主人に対してではなくカイザーを見て復唱したら、彼は後ろに振り向いて「グリゴリー」と部下に呼びかけた。

　グリゴリーは重たい布袋を床に下ろして、ドアの横に背を預けて立っていたのだが、軽く頷くと、素早く宿屋を出る。

　そして、三分ほどで息を弾ませ、戻ってきた。

「宿屋のご主人の言う通りです。この通り沿いの他の二軒の宿屋も同じ値段設定でした」

　宿屋の主人はなんの感情も表さず、「お客さん、どうしますか？」と淡々と問いかけてくる。

　ずり落ちそうな丸眼鏡をかけ直し、なにかを考えているようなイワノフと、長椅子に座って足の疲れを癒いやしているオルガ、それから『仕方ないんじゃないか？』と言いたげな顔をしているカイザーを順に見たラナは、渋々頷いた。

　ぼったくられた気分で面白くないけど、今夜はここに泊まるしかない。適正な価格の宿屋を探していたら、すっかり日が暮れてしまいそうだ。

（それに、宿代が高い分、食事は豪華なものが出されるかもしれないわ……）

　イワノフが言われた通りの代金を支払っても、宿屋の主人はありがたがることはなく、相変わらずの無愛想でやる気のない顔をしていた。




　それから数時間が経ち、イワノフの懐中時計は二十一時半を示していた。

　カイザーたち男性三人が泊まる二階の角部屋に、ラナとオルガも集まって、五人で話をしていた。

「なんなのよ、この宿屋は！」と憤慨しているのは、ベッドに腰掛けているラナである。

　部屋はマットレスの硬い粗末なベッドと、オイルが少ししか入っていないランプがのせられた小さなテーブル、椅子が一脚と洗面ボウル以外なにもない。

　シーツと毛布は洗濯石せっ鹸けんの香りはするけれど、穴が開きそうなほどに擦り切れていた。

　しかしラナの怒りの原因は、それよりも食事にあった。

　夕食は一階にある食堂で出されたのだが、具がジャガイモのみのシチューと、靴ほどの大きさの塩パンだけであった。量は足りたが、高い宿代を考えれば、肉や魚、果物が出されなかったことに文句を言いたくなるというものだ。

　給仕中であった宿屋の主人に掴みかかりそうになったラナをカイザーが宥なだめて、冷静に『他になにか出せないのか？』と抗議してくれたのだが、首を横に振られてしまった。

『嫌なら別の宿屋に泊まってください』という改善する気のない二度めの返事をされては、ラナの怒りのボルテージは簡単に上がる。

　けれども宿屋の主人が、『俺らのせいじゃないんだ……』とボソリと呟いたことで、ラナは文句を言うのをやめて目を瞬かせた。

　どういうことかと尋ねても、詳しい説明はしてくれずに『忙しいんで』と食堂から出ていってしまったが、主人の言葉がただの責任転嫁ではないとすれば、この町にはなんらかの異変が起きているようだ。

　イワノフはギシギシと軋きしむ椅子に座り、木箱のような粗末なテーブルにのせられたオイルランプの明かりで資料を読み直している。

　なんの資料かといえば、国王がトップに君臨する中央政府が把握している限りの、この領地に関する情報をまとめたものである。

　それはラナも、城を出発する前と、このレベンツキー領に入る前に二度読んで、記憶済みであった。

　イワノフがボソボソとした声で、独り言のように資料を読み上げる。

「レベンツキー伯爵家の当主は四十五歳。中央美術学会の一等会員で、趣味は絵画収集。自らも絵筆を取り、名画を模写することを好む。代々レベンツキー家は穏健派の貴族とみなされ――」

　レベンツキー伯爵は、王家が右と言えば右を向き、左と指示すれば左に倣ならうタイプで、王家にとって危険人物ではない。それまで領土の統治に問題があるという噂もなかった。

　しかし三年ほど前に、レベンツキー領の近隣に住む貴族から、『なにかがおかしい』という情報が政府にもたらされた。

　森林伐採が進んで、領地の一部はハゲ山となり、土砂崩れが発生して、麓ふもとに住む村人数人が亡くなったそうだ。

　加えて物価が二、三割上昇し、町を出て近隣貴族の領地に移住しようとする民が増えたため、対処に困っているという情報であった。

　それを聞いた国王は、早速、視察団を向かわせたのだが……。

　山は確かに植林と伐採の均衡が保てず、寂しい有様となり、レベンツキー伯爵に指導を入れる事態となったけれど、町の異変は掴めなかったという。

　板壁の家々が建ち並ぶ町は整然として、町の民は穏やかな暮らしぶりをしていた。

　物価が高騰しているという事実もなく、町人の数も役所の記録を確認した限りでは、不自然な減少は見られない。

　レベンツキー伯爵を城に呼びつけて尋ねても、『我が領地は平和で、民は幸せに暮らしております』と言うだけで、困り事を抱えているという相談はされなかったそうだ。

　イワノフは顎髭をしごきつつ、眉間に皺を寄せて資料と睨めっこを続けている。国王が絶大な信頼を寄せているその秀抜な頭脳を、フル回転させている様子であった。

「最後に視察団が入ったのは、昨年の秋じゃな。その時は――」

　半年ほど前の視察でも、町にこれといった異常はなく、大通り沿いは白壁の建物が美しく建ち並んでいたと記されている。

　身なりのよい町人たちが視察団の馬車を、旗を振って出迎えてくれて、練習したかのように『ミトロニア王国、万歳！』と声を揃えていたそうだ。

　ラナは三つ並んだベッドの真ん中に腰掛けて、足をばたつかせていた。「お肉が食べたかったのにー」と、まだ食事についての文句を言っている。

　それをたしなめるのは、侍女のオルガである。

「姫様、はしたないですよ。足を揃えてお座りください。それに就寝している宿泊者もいるかもしれないので、お静かにお願いします」

「ジャガイモじゃなくて、ビーフシチューを食べさせてくれたら静かにするよ。ほんと頭にくる。八万ゼニーも払ったのに、なんで肉を出さないのよ！」

　グリゴリーは見張りのように、ドアに背を預けて立っている。

　駄々っ子のようなラナに、隣のベッドに腰掛けているカイザーがやれやれと言いたげな視線を向けた時、「おかしいの」とイワノフが大きめの声で呟いた。

　丸眼鏡の奥の瞳を鋭くした賢者に、ラナがキョトンとした顔で「なにが？」と尋ねれば、イワノフが立ち上がり、腰の後ろで手を組んでゆっくりと歩み寄った。

「三年前の視察では、町は板壁の家が多いと記されていたが、半年前の視察では――」

　イワノフはある矛盾に気づいていた。

　板壁の家が多い町のはずが、昨年の秋の視察では白壁の建物の町並みについての記述がなされていた。

　それから半年ほど経った今はどうだろう。メインストリート沿いは板壁の建物が多く、傷んでいても修理が施されないまま商いを続けている店もあった。

　赤レンガの建物も数軒確認できたが、白壁の建物はないようだとイワノフは説明し、ラナの前で足を止めた。

　賢者の指摘に、ラナはハッとした。

　資料を読んだ時、ラナもその点に引っかかりを覚えたのだが、三年前と半年前の視察団員の名簿を見ると、全員が入れ替わっていた。それで町並みの捉え方も変わり、記述に矛盾のようなおかしさが生じたのだろうと解釈し、自己解決してしまっていた。

　しかし、実際に自分の目で見た町並みと、半年前の報告書を比べたら、同じ町とは思えないほどに全然違う。

　メインストリート沿いに白壁の建物はひとつとしてなく、美しいとはほど遠い。

　言うなれば、三年前の町並みをさびれさせ、活気を取り除いたような雰囲気であった。

「そうだよね。これっておかしいよ」と同意したラナは、顎に指をかけてその理由を考え始める。

　けれども答えにたどり着けず、「どうして？」と首を傾げてイワノフに尋ねた。

　すると王都一の賢者は、挑戦的に目を光らせてニヤリとする。

「町のさびれ具合を視察団から隠そうとしたんじゃろうな。慌てて岩いわ胡ご粉ふんでも塗りつけて板壁を白くし、取り繕ったんじゃろう。風雨の当たらぬ軒下や出窓の下の壁に、白い絵の具がわずかに残っておった」

「イワノフ、すごい！　私、そこまで気づかなかった！」

「姫様、綿密な調査が必要なようですな。わしの推測では、宿賃だけではなく、全ての物価が跳ね上がっておるはずじゃ」

　普段のイワノフは、穏やかな笑みを浮かべ、一見すると好こう々こう爺やである。

　しかし大審院長として、ひとたび木き槌づちを握れば、その厳しい眼光と威圧感に、罪人たちは青ざめて恐れおののくという。

　照度を絞ったランプがたったひとつというこの部屋は、明かりが足りずに薄暗い。

　くつろいだ姿勢でベッドに座っていたカイザーが、急に背筋を伸ばして緊張を走らせたのは、イワノフがニタリと不気味に笑ったせいだろう。

　一方、イワノフと向かい合っているラナは、ゴクリと唾を飲み、肌を粟あわ立だてていた。

　けれども、決してイワノフの迫力に気け圧おされているわけではない。彼女は、ゾクゾクと沸き上がるような興奮を感じているのだ。

（この領地を調べ尽くして、ひとつめのミッションをチョチョイのチョイと片付けてやるわ……）

　食事に関する不満はすっかり忘れ、静かに意気込むラナであった。




　それから三日後。

　同じ宿屋を拠点として、ラナたちは早朝から日暮れまで、レベンツキー領の秘密を暴くべく駆け回っていた。

　イワノフとオルガ、グリゴリーの三人組と、ラナとカイザーのふたり組に分かれての調査である。

　そして教会の正午の鐘が鳴った今、一度集合して、食事を取りながら情報交換しようとしていた。

　ここは町のメインストリート沿いに建つ、赤レンガ造りの食堂である。

　なかなか可愛らしい外観に思えたが、中は宿屋と同じように飾り気がなく、質素で寂しい印象だ。大きな四つの長テーブルに、丸椅子がぎゅうぎゅう詰めに並んでいて、席数は四十ほどありそうに見える。

　けれども昼時の今、ラナたちの他に客はいなかった。

　ドアベルが鳴ったのに気づいて、奥から三十代前半と思おぼしき店主が「いらっしゃいませ」と現れる。白いエプロンをしめて青白い顔をした、ひ弱そうな店主だ。

　ラナが「他に客がいないけど準備中？」と問いかけたら、「い、いえ、商い中です」と戸惑いがちな返事をされる。

「最近は滅多に客が入らなくて……仕方ないと諦めてます」とボソボソと話す店主は、顔を曇らせた。

　町の異変について関わりのありそうな返答であったので、ラナはすかさず「どうして客が減ったの？」と尋ねてみた。

　しかし店主は目を泳がせ、「それは……すみません」と答えてくれない。

「旅の方はお気になさらず。お好きな席へどうぞ。ご注文が決まりましたらお呼びください」と言い残し、逃げるように厨房に引っ込んでしまった。

　ラナは隣に立つカイザーと視線を合わせ、頬を膨らませた。

　腕組みをしているカイザーも、『まただ』と言いたげな不満顔をしている。

　この町の民は、旅人と話すのが嫌そうだ。

　宿屋の主人もそうであったし、調査に駆け回っていても、ほとんどの人が話しかけられては困ると言いたげに逃げてしまうのだ。

　調べにくいったら、ありゃしない。

　フンと鼻を鳴らしたラナは、他の四人と共に明るい日の差し込む窓際の席に着いて、メニュー表を開いた。

『ご注文が決まりましたら』と先ほど店主に言われたが、手書きのメニューには選べるほどの品目はなかった。

　すぐに店主を呼びつけて、「ここに書かれているもの全部ちょうだい。五人分ね」と注文したら、驚き戸惑った顔をされた。

　おそらく店主は、総額二万五千ゼニーもするが、支払えるのかと懸念しているのだろう。

『私を誰だと思ってるのよ』とは言えないが、「お金ならあるわ」とラナが強気な視線をぶつける。

「この町はなんでもかんでも高すぎてムカつくけど、ちゃんと払うから、まともなものを食べさせなさい」と尊大に言い放てば、店主はペコリと会釈してから、駆け足で厨房へ戻っていった。

　怖そうな客だと思われたのかもしれない。

「おい、ラナ。町人に対して威圧するような言い方はやめろ」と、隣に座っているカイザーが注意をする。

　するとラナは、「わかってるわよ、悪かったわ」と素直に非を認めたが、相手が気の置けないカイザーなので、口を尖らせて言い訳もした。

「だって、文句を言いたくもなるじゃない。この町に来てから、食事らしい食事をしていないんだもの。お腹が空けばイライラするわよ」

「食い意地の張った姫など、物語には出てこないぞ」とカイザーが鼻で笑ってからかえば、「姫に楯突く騎士もね」とすかさずラナが言い返す。

　それが発端となって口喧嘩を始めたふたりを、テーブルの向かい側に座っているイワノフたちは呑気な表情で見ている。

　喧嘩するほど仲がいいとは、このふたりのためにあるような言葉である。

　いつものことだとばかりにすっかり慣れた様子で、止める者はひとりもいなかった。

　しかし、「お待たせしました」と料理が運ばれてくれば、喧嘩はピタリと収まる。

　料理の皿を器用に五、六枚もいっぺんに運んできたのは、先ほどの店主と、その妻と思しき若い女性だ。背中にはスヤスヤと眠りについている赤ん坊を背負っている。

　ラナとカイザーが喧嘩をやめたのは、素性がバレそうな会話を聞かれては困るから……というよりは、ラナが「やった、骨付きソーセージだ！」と肉料理に喜んだせいであった。

　二種類のパンとソーセージの盛り合わせに、野菜のスープ。ラム肉とひよこ豆のトマト煮と、マッシュポテトがテーブル上に並べられた。

　店主とその妻は、「ごゆっくり」と言った後は奥の厨房へさっさと引き揚げていく。

　五人はモリモリと食べながら、ヒソヒソと声をひそめて、今日の成果を報告し合った。

　ラナとカイザーは、早朝から馬を借りて、町の西側に広がる山間の村まで行ってきた。三年前の視察団の報告書で、過度に森林を伐採していたという一帯を確かめてきたのだ。

　あの時、レベンツキー伯爵に指導が入り、闇雲な伐採は収まったはずであったのだが、実際は今でも過剰に木々が切り出されていることが判明した。

　外部の者から指摘されないようにと、外側の木々には手をつけず、見えづらい奥側をごっそり切ってしまうという行為に腹黒さを感じる。

　過度な伐採のせいで過去に山崩れが発生し、村人数人が亡くなったというのに、なにも学んでいないようだ。

　それでラナが、仕事中のきこりのひとりを捕まえて、ハゲ山にする気かと注意をしたら、『こんな山の中まで、よそ者がなにしに来た！　切りまくらねぇと俺たちは生きていけねぇんだ。黙っとけ！』と怒鳴られたのである。

　きこりが木を切るのは当然であるが、〝切りまくる〟必要はない。

　レベンツキー領は、昔から林業で発展してきた領地である。そんなことをしていれば、子孫の代まで緑豊かな山を残せないとわからないはずがないのに、なぜ適度な伐採量を守ることができないのか……。

　その後、ラナとカイザーは山を下りて村を回り、その理由を探ろうとしたのだが、村人たちに嫌な顔をされて戸口をピシャリと閉められ、誰も応えてくれなかったのである。

　それが今日の午前中の調査結果であると、イワノフたちに話した。

「ご苦労でしたの」と労ねぎらうイワノフは、なにかに納得しているように頷いて、それから自分たちの調査結果について、ラナに報告した。

　イワノフたち三人は、昨日までと同様に、町の調査を担当した。

　食料品店や雑貨屋、床屋に薬屋に衣料品店など、民家の片隅で商いをしている小さな店も含めれば、この町には五十五の店があった。

　それらの全てに出向いて品物やサービスの値段を調べ上げるのは、時間がかかる作業である。けれどもオルガがいてくれるおかげで、二日半でそれは終わった。

　オルガはただの童顔な侍女ではなく、超人的な記憶力の持ち主である。

　一度目にしたことは忘れず、商店内をひと回りして出てくれば、紙にスラスラと商品と値段を書き出すことが可能なのだ。

　ラナがオルガを同行者に選んだのは、身の回りの世話をしてもらうためだけではなく、その能力を買ってのことであった。

　そうしてイワノフたちが調査した結果、物価が王都の二倍から三倍という事実が判明した。薬価に至っては、さらに一割増であった。

　これでは病気になっても、一般庶民は薬を買うことができないだろう。由々しき事態である。

　この異常事態の原因を探るべく、イワノフたちは町人に聞いて回ったが、大人たちは誰ひとりとして応えてくれなかったそうだ。

　けれども、靴磨きをしていた十歳くらいの少年に、イワノフが銀貨を一枚渡して尋ねれば、辺りを警戒しつつ、こっそりと重要な情報を与えてくれたという。

『三年くらい前から急に値段が高くなったんだ。伯爵様がお金をたくさん持っていっちゃうから、みんな困ってる。でも文句を言ったら駄目なんだよ。お役人に聞かれたら、捕まって牢ろうに入れられちゃう。だから僕が喋しゃべったって内緒だよ？』

　少年の言葉を再現したイワノフは、人のよさそうな笑みを浮かべているが、その目は静かな怒りに満ちていた。

　シミの目立つ節くれだったイワノフの右手は、スープ用の木製スプーンを握っているけれど、ラナたち四人は、彼が裁判で使用する木槌であるかのような錯覚に陥る。

　口いっぱいにラム肉を詰め込んだラナが、飲み込むのを忘れてイワノフを見つめていると、賢者はしわがれた声を低くして言った。

「わしが睨んだ通りじゃな。レベンツキー伯爵は政府を欺あざむき、領民たちから高額な税金を徴収しておる。間違いない」

　それは、近隣諸公が異変に気づいて政府に情報をもたらした三年ほど前から始まったと、イワノフは断言した。

　そのせいで村のきこりたちは、過剰に山の木々を伐採して売らなければ生活が立ち行かなくなり、町の店々も収入を増やすために値を上げざるを得なくなった。

　値上がりすれば当然、消費が抑えられ、経済は衰退していく。

　外壁が傷んでも貧しさから修理することができず、宿屋の主人は腹ペコの旅人に、ジャガイモのシチューしか提供できなかったというわけだ。

　働いても生活が豊かになることはなく、金を伯爵に吸い取られるばかりだと思えば、やる気も出ない。

　町人たちがやけに元気がなく、活気が失われていると感じたのは、そのためであろう。

　イワノフの眉間の皺は、話しながらどんどん深いものとなっていく。

「誰に聞いてもなかなか事情を話さなかったのは、箝かん口こう令れいが敷かれておったからじゃろう」

　中央政府に相談せずに勝手に税率を上げたと知られたら、厳しい指導が入ると恐れたレベンツキー伯爵は、視察団が来た時だけ物価を下げるように領民に通達し、問題がない風に装っていたと思われる。

　半年前の視察では、ボロ屋の外壁を絵の具で白く塗ってまで隠そうとしたのだから、伯爵自身も、この三年間で急激に町が劣化したことをわかっているはずだ。

　それでも悪政を続け、文句を言えば牢にぶち込むとは……。

　イワノフの目がつり上がるのも無理はない。

　ラナも、骨付きソーセージを握りしめる手が震えるほどに怒りを覚えていた。

「許せないわ！」と思わず鼻息を荒くしたら、テーブルを挟んだ向かいの席のオルガが真顔で立ち上がり、ハンカチを持った手をラナに伸ばした。

「お怒りになられるのは無理もありませんけど、口の横にトマトソースがついています。それと、剣のようにソーセージを振りかぶられては困りますので、皿に置いてください」

　侍女と王女のやりとりにカイザーはプッと吹き出して、その後に「どうする？」とニヤリとしてラナに問いかけた。

「決まってるでしょ。レベンツキー伯爵を成敗してやるのよ！」

　怒りを抑えられずに大声で宣言したラナは、皿に置いたばかりの骨付きソーセージを掴むと天井に掲げた。

　深く頷き、「なぜ私腹を肥やそうとしたのかも追及せねばなりませんな」と、やるべきことを付け足したのはイワノフである。

　穏健派と言われ、王家にとって無害とみなされてきた貴族が、もしや謀反を企み、戦の資金を蓄えているやも知れぬと、その目は疑っているようだ。

　その時、グリゴリーが「お静かに、誰か来たようです」と緊張した声で皆を制し、戸口を睨んだ。

　食堂なのだから、客が来たのだろうと思ってラナは斜め後ろに振り向いたが、どうやら違うようである。

　ドカドカと店内に入ってきたのは三人の男で、腰に剣を携え、枯れ草色の揃いの服を着た役人風の出で立ちである。

　その中で年長に見える口髭を生やした中年男が前に立ち、逞しい体つきをした若い役人ふたりは彼の後ろに付き従っていた。

　年長の役人が店内を見回したので、ラナたちと視線が合ってしまう。

　もしや先ほどの、伯爵を非難していた会話を聞かれてしまったのかと危き惧ぐしたラナであったが、そうではないらしい。

　役人は、「店主、いないのか？」と厨房に向けて声を張り上げた。

「隠れても無駄だぞ。飯を食っている客がいるということは、料理を作ったお前もいるはずだ。出てこないなら、奥まで踏み込むぞ」と、なにやらただならぬ様子である。

　一拍して慌てたように厨房から、店主とその妻が飛び出してきた。そしてふたりして役人たちに、ペコペコと頭を下げている。

「お役人様、お待たせして申し訳ございません。あの、税の徴収に来られたのでしょうか……？」と店主がおずおずと尋ねたら、年長の役人が嘲あざけるように笑った。

「他にどんな用事があるというんだ。まさか飯を食いに来たと思ったのか？　おめでたい奴め。滞納している二カ月分と、今月分を合わせて三十万ゼニーだ。今すぐ支払え」

　左手を腰に当てた年長の役人は、右手を店主に向けて差し出し、金子きんすを要求している。

　店主が震える手で紙幣を渡せば、役人はその枚数を数えてから店主をジロリと睨みつけた。

「五万ゼニーしかないではないか。ひと月分にも満たないぞ」

「も、申し訳ございません。今はそれだけしかお支払いできないんです。お許しください」

　コック帽を脱いで握りしめ、何度も頭を下げる店主に、役人は柔らかい声色を作って「わかった、許そう」と口にする。しかしその直後に急に声に鋭さを取り戻し、「などと言うはずがないだろう。愚か者め！」と怒鳴りつけた。

「レベンツキー伯爵から、悪質な滞納者はひっ捕らえよという命令が下された。お前を拘束し、処罰する」

「やれ！」と命じられた若い役人ふたりが、素早く動いてたちまち店主の両腕を捕らえた。

　そのまま店外へ連れ出そうとしており、慌てた妻が店主の腰にしがみついて止めようとしている。

「お待ちください！　どうかお許しください！」と彼女が悲痛な声をあげたら、それまで眠っていた赤ん坊が目を覚まし、大きな声で泣き出した。

　すると年長の役人が妻の腕を掴んで店主から引き離すと、その頬を平手でピシャリと打つ。

　彼らは店主を連行して店を出ていき、真っ赤に色づいた頬が痛そうな妻も、その後を追って外へ飛び出していった。

　役人の暴挙の一部始終を見ていたラナは、抑えきれない怒りを感じていた。荒々しく骨付きソーセージを置いて、憤怒の表情で立ち上がると、「ちょっと行ってくるから、みんなはここで食べていて」と指示をした。

　しかし他の四人も、スプーンやフォークを手放して、すぐに立ち上がる。

「アホか。お前こそ、ここで大人しく飯食ってろ。俺が止めてくる」と、戸口を睨みつけたのはカイザーだ。

「いえ、ここは自分が。十秒で店主殿を取り戻して参ります」と右手の指をバキバキ鳴らしたのはグリゴリーで、オルガは「なにが起きたのかを、この目でしっかり記憶し、記録します」と小柄な体で張り切った。

　イワノフは、「では全員で行くとしましょうかの。わしも、あやつらに説教したくて我慢ならん」と、賢者の瞳を鋭くする。

　一斉に駆け出した五人が外へと飛び出すと、十メートルほど先のメインストリートの真ん中を、役人たちが歩いていた。

　店主は足を踏ん張るようにして抵抗しているが、両脇を固める頑強そうな役人たちに引きずられては、靴の踵かかとをすり減らすだけで少しの効果もない。

　その後ろを悠々と歩いているのが年長の役人で、赤ん坊をおぶった妻は、泣いて懇願しながら追いかけていた。

　いち早く彼らに追いつき、行く手を塞ぐように立ったのは、カイザーとグリゴリーである。

　斜に構えて役人たちの足を止め、「この先には進ませない」とかっこよく言い放ったカイザーに、二秒遅れて追いついたラナが頬を膨らませた。

「その役、私がやりたかったのに！」

　それから役人たちに向き直ったラナは、両手を腰に当てて、彼らにも文句をぶつける。

「あなたたち、税の徴収を待ってあげなさい。大体ね、高すぎるのよ。客が滅多に来ない食堂が、三十万ゼニーも払えるわけないでしょう？　減額しなさい！」

「なんだお前らは？」と若い役人ふたりがラナたちを睨みつけ、店主を放すと、それぞれの腰の剣に手をかけた。

　それに反応したカイザーとグリゴリーが、ラナを守るべく素早く前に出て、役人たちと対たい峙じする。

　周囲の建物から町人がちらほらと出てきて、心配そうな目で遠巻きに注目している。

　一触即発の雰囲気に、町の女性たちが息をのんだら……石畳の道に馬の蹄ひづめの音が響いた。それはどんどん近づいてきて、役人の後ろで数頭の馬が足を止めた。

　白馬に跨またがっている身なりのよい男が、「何事だ!?」と厳しい声色で役人に問いかける。

　その男の顔をラナは知っており、「レベンツキー伯爵ね」と、忌いま々いましげに呟いた。

　伯爵とは、王城での舞踏会や晩餐会で、何度も顔を合わせたことがある。身分はラナの方が遥か上であるため、子供の頃から恭うやうやしい挨拶を受けてきた。

　ところが伯爵は、簡素な平民服を着たラナが王女であるとは思いもよらないらしく、年長の役人から事情を聞くと、馬上から厳しい言葉をかけてきた。

「我が名はレベンツキー。旅の者よ、我が領地の政策に口出しするとは無礼である。今すぐ地に額を擦りつけて詫わびれば、縄をかけずに許してやろう。だが、これ以上楯突けば、穏便に済ますわけにはいくまいぞ」

　ラナは、並んで立つカイザーとグリゴリーの間を割って、伯爵の前に進み出た。

　もちろん土下座をするためではなく、文句を言うためにである。

「ん？　どこかで見たような顔の娘だな……」と首を傾げている伯爵は中肉中背の中年男で、鼻の下にやけに形の整ったハの字形の髭を生やし、いけ好かない面構えをしている。その服装から、今まで狩猟遊びに興じていたことが窺うかがえた。

　伯爵の後ろには、同じように馬に乗ったお供や護衛の者が十数人いて、獲物のキジや山鳩を馬の鞍くらにぶら下げたり、弓矢を担いだりしていた。

（領民たちが困窮しているというのに、仕事もせずに遊び呆ほうけているとは、呆れたわ。ギャフンと言わせてやらなくちゃ……）

　まだラナの素性に気づかない伯爵は、「さあ、謝りたまえ」と偉そうに胸を張って土下座を強要してくる。

　ラナは馬上の伯爵をキッと睨みつけると、両手を腰に当て、「バッカじゃないの？」と鼻で笑ってやった。

「あんたみたいな能無し悪徳貴族に、頭を下げるわけないじゃない。私腹を肥やすために領民たちをいじめるのはやめなさい。言うことを聞かなければ、私が成敗してやるわよ？」

　ラナの言葉にカイザーたちは頷いているが、遠巻きにしている町人も、役人や伯爵の護衛たちも、皆、驚きの表情を浮かべていた。

　この領地内で、伯爵に反抗する者など、今まで見たことがなかったためであろう。

　レベンツキー伯爵は目を見開いてから、顔を真っ赤に染めて怒り出す。

「我輩に向けて、そのような物言いをするとはなんたる奴だ。無礼千万である！」

　厳しい非難の言葉を放った後には、「容赦する必要はない。抵抗するなら斬り捨てて構わん。こやつらを、ひっ捕らえよ！」という指示が家来に飛んだ。

　それに応えて護衛の者たちが次々と馬を降り、腰の剣を引き抜く。食堂に踏み込んだ役人たちも剣を手にしており、敵の戦闘員の総数は十三人である。

　レベンツキー伯爵は馬を歩かせて道の端によけ、安全な場所で高みの見物を決め込んでいた。

　十三人の敵に対して、ラナたちは五人……いや、戦える者は四人である。

　オルガは見た目からして戦闘に不向きであるため、邪魔にならないようにと、すでに身を隠していた。

　どこにいるのかといえば、道沿いの酒屋の前に置かれている、空っぽのワイン樽だるの中である。

　頭に麦むぎ藁わらまでのせてカモフラージュしているが、自分の役目を果たそうと目だけはしっかり覗かせ、戦いの様子を正確に手帳に記録していた。

　それは、中央政府に提出する報告書を作成するための、重要な仕事であった。

（さあ、暴れるわよー！）

　人数的に不利な状況であるというのに、ラナの口元には笑みが浮かび、好戦的な目をしている。

　カイザーはマントの下に剣を二本隠し持っていて、そのうちの短い方を鞘ごと引き抜くと、ラナに向けて投げ渡す。

　それを受け取ったラナは、張り切って剣を抜いた。

　斬りかかってきた護衛兵の剣を難なく受け止め、「怪我したくなかったら、早めに降参することね！」とその瞳を強気に輝かせ、実に生き生きと楽しんでいた。

　カイザーは、いつでも助けに入れる距離で、ラナを気にしながら戦っている。

　自身に向けられる数本の剣をいっぺんに相手にしていても、それをほとんど見ていない。目は常にラナを追い、「右から来るぞ。次は後ろだ」といちいち声をかけるから、「カイザー、うるさい。わかってるから！」とラナに叱られていた。

　グリゴリーは背中の布袋から取り出した大刀を振り回し、同時に斬りかかってきた護衛兵ふたりの剣を粉砕している。

　そしてイワノフはというと……どこにしまってあったのか、その手に木槌を握り、年長の役人の頭をコンコンと叩いて説教中であった。

「これ、お主。先ほどおなごの頬を打ったじゃろう。身分を履き違えた、なんと情けない男だ。役人は公僕と言ってな、民のために尽くしてこそ――」というイワノフの言葉を、樽の中に潜むオルガが手帳に記録している。

　十三対、四プラス記録係の戦いだが、力の差は歴然で、ラナたちはバッタバタと敵を地に伏せていく。

　手応えさえなく、あっという間に終了かと思われたが、焦りを顔に浮かべた伯爵が、「なにをしている、加勢はまだか！」と声を荒らげれば、メインストリートの奥の、伯爵邸がある方から、新たな護衛兵が集団で押し寄せてきた。

　その数、ざっと六十名ほどである。

（急に増えたわね。弱っちいのが束になったって負ける気がしないけど、時間がかかっておやつの時間になっちゃうわ……）

　そう思ったラナは、二階建ての酒屋の瓦屋根に向けて「トカゲ！」と呼びかけた。

　すると、黒ずくめの衣装を纏い、仮面で目元を隠したひとりの男が屋根の上に現れた。

　細身でしなやかな体たい躯くをしたその男は、クルクルと宙返りをするように飛び降りると、ひとっ飛びにラナの真横まで来て、「助すけ太だ刀ちいたします」とボソボソとした声で話した。

「うん。トカゲ、よろしくね」

　トカゲは国王が直接雇っている隠おん密みつで、国王の命により、身を潜めてラナの旅に同行していた。

　これまで、その存在は他の誰にも知られておらず、本名や年齢は不詳である。

　ラナとカイザーたちも、旅立つ前に国王から説明されて、初めてその存在を知ったのだ。とはいえ、今呼び出すまで、本当についてきているのか半信半疑であったため、五人はトカゲを珍しげに見てしまう。

（これが隠密なのね。黒い服が強そうでかっこいい！　できれば仮面の下の素顔を見てみたいわね……）

　国王の命令にしか従わないトカゲであるが、密かにラナにも忠誠を誓っている。

　それは、王女であるからという理由ではなく、物心がつくかつかないかの幼いラナに、誤って仮面の下の素顔を見られたことがあったせいだ。

　その出来事は、幼すぎたラナの記憶には残されていないのだが……。

　隠密一族は掟おきてによって、よそ者に素顔を見られた場合、その者のために働くか、殺してしまうかの選択を迫られる。

　トカゲが選んだのは前者であり、これはラナも知らないことであるのだが、子供の頃に城をたびたび抜け出して街で遊んでいた時も、書き置きを残してカイザーとふたりで勝手に旅に出た時も、トカゲに守られてきた。

　金目当てに王女を狙う悪あしき輩やからは、隠密の手により、密かに始末されていたのである。

　トカゲが懐からナイフを二本取り出し、逆手に持って構えたら、屋根の上や建物の陰から、同じ衣装と仮面をつけた仲間の隠密が十名現れた。

　六十名ほどの伯爵側の護衛兵と、メインストリートのあちこちで激しい戦闘が始まる。

　剣やナイフが交わる物騒な金属音や、倒れる兵の呻き声。それを見た町娘たちの悲鳴も轟とどろく戦場と化したが、血が流れていないのは、ラナたちが敵兵を斬らないように気をつけているせいであった。

　斬るというより、相手の武器を砕いたり、弾き飛ばしたり、気絶させたりと、手加減しているのである。それほどに力の差は歴然で、戦意を失い逃げ出す者まで現れた。

　そして隠密一族が加わってから五分ほどが経過した時、張り切って剣を振るっていたラナが、「疲れてきたし、もういいわ」とカイザーに声をかけた。

　その声には、ひと暴れしてスッキリしたような響きもある。

「了解」と返事をしたカイザーは、相手をしていた兵のみぞおちを突いて簡単に沈めると、「静まれ、静まれー！」とよく通る声を辺りに響かせた。

　襲いかかる敵兵を、蹴飛ばし薙なぎ払いつつ、道の中央に集まったラナたちは、素早くそれぞれの仕事に取り掛かる。

　グリゴリーは布袋から赤絨毯を取り出して、石畳の上に転がすようにして敷いた。

　イワノフが今、手にしているのは、木槌ではなく黄銅製のラッパである。

　そのラッパで青空まで届くような華やかなファンファーレを吹き鳴らし、ワイン樽の中から飛び出してきたオルガは、ラナの早着替えを手伝っていた。

　平民服の上にすっぽりと被せるように豪華なドレスを着せ、頭巾を外して髪紐を解くと、長く艶やかなブロンドの髪が、初夏の風にサラサラとなびいた。

　頭頂にはダイヤがちりばめられた豪華なティアラを被せ、ついでに唇に紅をひと塗りすれば、ラナはもう、ただの町娘には見えない。どこからどう見ても、高貴な身分の姫君であった。

　わずか数秒の間に変身したラナに、敵兵たちは襲いかかるのを忘れて、驚き戸惑っている。

　彼らの注目を浴びながら、ラナは赤絨毯の上を、優雅に歩いてみせた。

　そして絨毯の端まで来ると足を止め、左に国内一の大賢者イワノフ、右に高潔な王城騎士カイザーを従えた。

　ファンファーレがやみ、急に静かになった町の中で、カイザーはマントの下からあるものを取り出すと、取り巻く全ての者に、それを見せつける。

「我らに刃向かう者たちよ、その愚かな目を見開いてしかと確かめるがいい。このメダルに刻まれた崇高なる紋章をなんと心得る！」

　カイザーが掲げているメダルは、手のひら大の純銀製で、縦たて縞じまのリボンがついている。

　そこに彫られているのは、王家の紋章。

　十字のついた盾を挟むようにして二頭の獅し子しが立ち、上部には王冠と葵あおいの葉、下部には【華麗なる一族ミトロニア】と書かれた巻物がデザインされている。

　公式な式典で王族はその身分を証明するために、このメダルを必ず首から下げるというしきたりがある。

　命の次に守らねばならないと言っても過言ではない大切なメダルを、ラナがカイザーに預けていた理由は、ひとえに彼を誰より信頼しているからである。

　けれども、純銀製のメダルは重たいから自分で持ち歩くのは嫌だ……という理由もあるのは否めない。

　高貴な姿に変身したラナとメダルを見て、慌てたように馬を下り、駆け寄ったのは、レベンツキー伯爵である。

　伯爵はラナが誰であるのか、やっと気づいた様子であるが、信じられぬと言いたげに目を見開き、四歩ほど離れてラナと向かい合った後は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすばかりだ。

　するとラナが貴族的に微笑みかけ、愛らしい唇を開くと麗しい声を響かせた。

「レベンツキー伯爵は、わたくしをお忘れになったのかしら？　それでしたら改めてご挨拶いたしましょう。わたくしの名は、ラナスタシア・ミツクニー・ミトロニア。父、アレクサンドル二世は、百の貴族の上に立ち、広大な領土を支配する国王陛下ですわ」

「お、王女殿下……」

　伯爵は膝から崩れ落ち、石畳に額を擦りつけた。その顔色は真っ青で、震える声でラナに懇願する。

「お許しくださいませ。まさか、王女殿下がこのような田舎町までお越しになられるとは思わず……。無礼を働きましたこと、どうかどうか、平にご容赦を！」

　伯爵の家来たちも、食堂の夫婦も野次馬たちも、皆が平伏している。

　田舎町ではなおさらに、ミトロニア王家の名は畏い怖ふを感じるものらしい。

　ラナは半歩前に出ると、目の前で土下座している伯爵に向け、感情的にならないように気をつけて語りかけた。

「レベンツキー伯爵領の状況は、この目でしっかりと確かめましたわ。過剰に木々を切らねば生活できないきこりたちに、困窮にあえぐ町の民。それは一体、誰のせいなのでしょう？」

「そ、それは、その、色々と事情がありまして――」

　伯爵がわずかに頭を上げて、上目遣いにラナの顔色を窺っている。

　一見してにっこりと優しげに微笑んでいるラナだが、琥珀色の瞳には、この町に着いてから溜め込んできた怒りが溢れそうになっていた。

　伯爵が責任逃れのような言い方をしたので、ラナの怒りは加速されてしまう。

「お黙りなさい！」とその発言をピシャリと遮り、尊大に言い放った。

「わたくしを欺けると思わないで。全てはレベンツキー伯爵、あなたの浅ましさのせいです。今すぐに国内法に定められている率まで税を下げ、苦しめてきた領民たちに詫びなさい！」

　可愛らしい若い娘の声色ながら、ラナの言葉には王家の紋章に刻まれた獅子の如く、偉大な迫力を感じさせるものがある。

　肩をビクリと震わせた伯爵は、「ははー」と再び石畳に額をつけ、すっかり観念した様子であった。

　カイザーは隣に立つラナを頼もしく見つめていた。

　普段は自由奔放で気さくすぎる幼馴染だが、時として実に見事に、王家に相応しい風格を醸し出す。

　王女らしく成長したな……と彼は、しみじみと感じ入った目をしているが、そもそも普通の姫は、悪者退治の旅に出かけたりしない、ということには気づいていないようだ。

　イワノフはラナの言葉に満足げに頷いてから、町人の様子に嬉しそうに目を細めていた。

　道の左端では、食堂の夫婦が手に手を取り合って涙を流して喜んでいる。泣いていた背中の赤ん坊も、今はキャッキャと笑っているようだ。税金滞納でしょっ引かれる最中を救われたのだ。きっと地獄で女神に出会ったような心持ちなのだろう。

　道の右端では、野次馬たちが歓喜の声をあげているが、その中に、宿屋の主人も交ざっていた。やる気がなく、常に疲労の濃い顔つきをしていた無愛想な彼も、今は満面の笑みで「王女殿下、万歳！」と叫んでいる。

　それを見たイワノフは、好々爺の如き穏やかな顔をして、ホッホと笑うのであった。

　それから数時間が経過して、夕暮れ時となる。

　先ほどまでラナたちは、町の役所にいた。イワノフを中心に税金関係の書類をチェックし、その場でレベンツキー伯爵に改善の指示を出していたのだが、今は伯爵邸にて、ひと息ついているところである。

　田舎屋敷にしては、なかなか豪華で洒しゃ落れた内装に設えてあり、久しぶりにクッションの利いた長椅子でくつろぐラナは、テーブルいっぱいに並んだケーキとお茶を楽しんでいた。

　トカゲ一族は戦闘が終わればサッと姿を隠してしまったので、ここでもてなされているのは、平民服に戻ったラナたち五人だけである。

　レベンツキー伯爵は着席せずにラナの横に立ち、「我が家のケーキはいかがでしょう？　お代わりをお待ちしましょうか？」と手揉みしてご機嫌取りに励んでいる。

「五つも食べたら満腹よ。もういらないわ」とラナがデザートフォークを置いたら、向かいの椅子に座るイワノフが、まだ解決していない問題について、伯爵に問いかけた。

「それで、なにゆえ資金を溜め込んでおったのか、ご説明願いましょうかの？」

　イワノフの頭には、謀反を企み、戦の資金集めをしていたのではないかという疑いがあるようで、丸眼鏡の奥の賢者の瞳を鋭く光らせている。

「まかさとは思いますが――」とイワノフが声を低くしたら、伯爵は首をブンブンと横に振って慌て始めた。

「め、滅相もございません！　私は国王陛下に忠誠を誓っております。蓄えも微々たるものです！」とイワノフの懸念を完全否定してから、「実は……」とラナの顔色を窺うようにしてオドオドと打ち明ける。

「集めた資金は趣味にすっかり使い込んでしまいまして……。あの、ご覧いただきたいものがあるのですが、よろしいでしょうか？」

　レベンツキー伯爵は、ティータイムを終えた五人を連れて応接室を出ると、屋敷の最上階である三階まで上がった。

　そこは廊下の幅がやけに広く取られ、中央には椅子が並べられている。壁には何十点もの絵画がズラリと飾られて、まるで画廊のようであった。

　手前の肖像画の前に立ったラナが、「ユミーノ・カオルディ作、『スケサンカクサンの肖像』だわ。これを持っているなんてすごい」と独り言を呟けば、伯爵がパッと顔を輝かせて急に張り切り出す。

「さすが王女殿下、この絵の価値をよくご存じでいらっしゃいます。三年前から我が家が懇意にしている画廊商がおりまして、名画を入手したらオークションを開催する前に、すぐに私に連絡をくれるのです。実にありがたい。どれもこれも私がかねてより欲しいと思っておりました作品ばかりで……」

　つまり伯爵は、趣味の絵画収集に多額の費用がかかるため、領民たちを苦しめて高額な税を課していたということのようだ。

（この人、本当に愚か者だったのね……）

　ラナたちが白い目で見ているというのに、レベンツキー伯爵は陶酔した表情で名画についてペラペラと解説している。

　その時、廊下の端まで行って何十点もある絵画をひと通り見て戻ってきたオルガが、伯爵の真ん前で足を止めた。

　目の前で顔を見上げられた伯爵は、絵画の解説をやめて、「お嬢ちゃん、どうしたのかな？」と戸惑うように問いかける。

　するとオルガは、「私は子供ではありません。姫様の侍女です」とムッとした顔で訂正し、それから「お気の毒ですが」と、淡々とした声で指摘する。

「ほとんど偽物です。廊下の奥側に飾られていた『シルバー婦人の湯浴み』と『叱られるウッカリ男』だけは本物でした」

「……は？」と意表を突かれたようにポカンとした伯爵であったが、額に手を当てると、急に笑い出す。

「私は中央美術学会の一等会員ですぞ。私自身も名画の模写を趣味としておりまして、確かな鑑識眼があると自負しております。騙だまされることはありません。それとも、可愛いちびっ子侍女殿の冗談ですかな？」

　ちびっ子と馬鹿にした伯爵に、「二十一歳の大人の侍女です」と思いきり顔をしかめてみせたオルガは、足元に向けて「このおっさんムカつくわ……」とボソリと呟いている。

「王都では鑑定家ごっこが流は行やっているのですかな？」と笑う伯爵が、オルガの頭をよしよしと撫でたので、さすがに気の毒に思ったラナは自分の横にオルガを引き寄せると、無言で伯爵に厳しい視線を向けた。

　それでハッとしたように笑うのをやめた伯爵が、「し、失礼しました」と姿勢を正し、王女の気分を害してしまったことを気にして、再びオドオドし始める。

　ラナは小さなため息をついてから、真面目な顔をして、オルガの名誉を挽回しようとした。

「あなたは中央美術学会の一等会員だと言うけれど、オルガはさらに上の、特別名誉会員よ。美術品が特別好きなわけではないのに、絶対的な鑑識眼を持っているから頼まれて会員をしているの」

　オルガは一度見聞したことは決して忘れない、超人的な記憶力の持ち主である。その能力は、美術品の真しん贋がんを確かめる鑑定にもってこいのものであった。

　絵筆の微妙なタッチや色彩の風合い、サインなど、有名作家の特徴を細かに記憶しているため、本物と贋作の見分けがつくのだ。彫刻も然しかりである。

　王家が美術品を購入する際には、オルガに鑑定を任せるほどに信頼が厚い。

　それをラナが説明すると、レベンツキー伯爵がたちまち焦り始め、「それでは、これも、これも、二千万ゼニーもしたこの名画も、全て偽物だというのですか!?」と廊下にかけられている贋作を指差している。

　まだ子供扱いされたことに腹を立てているオルガが、「間違いなく贋作です。悪徳画廊商に騙されて馬鹿みた……いえ、お気の毒です」と冷たく言い放ち、ラナは目を瞬かせていた。

（偽物に大金を注ぎ込むために、領民を苦しめていたなんて……）

　レベンツキー伯爵は大馬鹿者に違いないが、ラナが呆れている理由は、他にもうひとつあった。伯爵のハの字の髭の右側が、先ほどまでと角度を変えているのだ。

（髭だけは形がビシッと整って立派に見えたのに、もしかして付け髭？　それも偽物なのね……）

　カイザーもずり落ちそうな片方の髭に気づき、ラナの斜め後ろで吹き出しそうになっており、それをごまかそうとするような咳払いが聞こえてきた。

　伯爵だけは髭に構っていられる状況ではなく、「ということは、まさか、アレも……？」と青ざめている。

　二千万ゼニーよりもさらに高額な商品を同じ画廊商から買ってしまったのだと推測されたが、信じたくないのか、ぎこちない笑みを浮かべ、「いやいや、それだけはあり得ませんな。ここにあるほとんどが贋作でも、あの絵だけは間違いなく本物だ」と胸を張って独り言を述べていた。

　それからレベンツキー伯爵は、気を取り直したような顔をして強気に言う。

「奥の部屋に私の宝を保管してあります。遠路遥々お越しいただいたのですから、ご覧に入れましょう」

　五人を伴って歩き出した伯爵は、廊下をまっすぐに進んで突き当たりの扉の鍵を開けると、ラナたちを先に中へ通した。

　テーブルなどの調度類がなにもない天井の高い部屋は、全ての窓に分厚いカーテンが閉められて薄暗い。おそらく大事な絵画を日焼けさせないためであろう。

　しかしこれでは見えないので、伯爵が中庭に面しているカーテンだけを開けた。

　明るくなった室内には、壁の一面を埋めるほどに巨大な宗教画が、金の額縁に入れて飾られていた。

　ラナの背丈の二倍ほどの高さで、横幅は馬二頭分もあろうかという大きさである。

　その絵の前に立ち、両手を後ろ手に組んでフフンと笑った伯爵は、自慢げに説明する。

「これはかの有名な、サトミナルド・コウタロヴィンチ作『ゴローコーの最後の晩餐』ですぞ。長年探し求めていたこの作品を初めて目にした時は、魂たましいが揺さぶられるほどに感動しました。すでに他貴族が購入予約していると画廊商に言われましたが、無理を言って私に売ってもらったのです」

　ああ、そんな風に嘘をつかれて値をつり上げられたのか……とラナたちが考えていることには少しも気づかず、伯爵は熱弁を振るい続ける。

「ご覧ください、この圧倒的なまでに優れた構図と筆使いを。天にも昇る夢心地にさせられるではありませんか。我が領地の三年分の予算が吹っ飛びましたが……後悔はありません。世界的に最も価値ある名画を手に入れたのですから！」

　後ろに倒れそうなほどにのけぞって高笑いする伯爵に、声をかける者はいなかった。

　カイザーはあくびをしていて、グリゴリーは小指で耳をほじり、イワノフは鼻をかんでいる。

　オルガは真偽を伝えてもいいものかという目で、隣にいるラナをチラリと見ていた。

　それに気づいたラナは、ため息をひとつつくと、自分が行くという意思を目線でオルガに伝え、まずはカーテンの閉められた窓際にいるカイザーの前に立った。

　その腰から無言で自分の剣を鞘ごと引き抜いたラナを、彼はニヤリとして見るだけでなにも聞かない。ラナがなにをしようとしているのか、勘づいているからだろう。

　剣を腰に携えて引き返したラナは、巨大な絵画に歩み寄り、中央に立った。

　笑いを収めた伯爵が「王女殿下……？」と後ろから呼びかけた次の瞬間、剣を鞘から引き抜くと、下から上へと斜めに絵を斬りつけたのである。

　大きな傷のついた、時価数億ゼニーの絵画を前にして、「ギャーッ!!」とけたたましい叫び声をあげた伯爵は、膝から崩れて落ちて絨毯敷きの床にペタンとお尻をつけてしまった。

　その顔色は青を通り越して真っ白で、なにをするのかと非難の言葉も出ず、魚のように口をパクパクさせている。

　剣を肩に担ぐようにのせたラナは、呆れ顔で振り向くと、自分の倍以上も年上の伯爵家当主に向けて、「愚か者が」と直接的に馬鹿にしてしまった。

「これも贋作よ。オルガに聞かなくてもわかる。本物はお父様が所有しているもの。はっきり言わせてもらうと、あなたの鑑識眼は素人並みね。収集家を気取るのはやめなさい。また騙されるわよ」

　それからラナは閉められていた西側のカーテンを開けに行く。

　小高い丘の上に建つ邸宅の三階にいるため、町とその向こうの山々がよく見渡せた。山間に見える空が夕日に燃え、橙だいだいに染められる町は、ボロくても美しい。

　両開きの窓まで全開にして、吹き込む風に気持ちよさそうに目を細めたラナは、剣先で町を指し、いまだ呆けている伯爵の方に振り向いて言った。

「見なさい、この景色を。夕焼けに美しく輝いているわ。どんな名画でも、本物の景色には敵わないのではないかしら？　この価値ある領地とそこに生きる民を守ることが、あなたの使命であるはずよ。今後は肝に銘じなさい」

　醸し出る凛としたラナの雰囲気は、紛うことなき王家の血筋であると感じさせた。

　強気な瞳で見据えられ、厳しく諭された伯爵は、やっと自分の過ちに気づいたような顔をする。

　後悔しているように力なくうなだれると、絨毯に両手をついて平伏した。

「王女殿下のお言葉、このレベンツキー、生涯忘れず、今後は領民の幸せのために邁進することをお誓いいたします……」




　その翌日。

　伯爵邸に宿泊した王女一行は、伯爵と町の民に盛大に見送られて早朝に出発し、次の貴族領へと新たな旅路を歩いていた。

　今日も澄み渡る青空の下、雑草だらけの田舎道を進みながら、ラナとカイザーは元気に喧嘩をしている。

「ベーコンの恨み、一生忘れないからね」とラナが文句を言ったのは、今朝の食事に関してだ。

　最後に食べようと楽しみに取っておいた厚切りベーコンを、隣の席に座っていたカイザーが『腹いっぱいなのか？　残したらもったいないだろ』と言ってサッと掠かすめ取り、止める間もなく口に入れてしまった……という事情があった。

　ラナの隣をのんびりと歩くカイザーは、「ベーコンごときでムキになるな。意地汚い王女だな」と鼻で笑ってからかう。

　すると「王城だったらお代わり自由だけど、他人の家ではそうはいかないよ。旅の間のタンパク源は貴重なの！」とラナはただちに言い返し、ぴょんと飛び上がると、カイザーの頭を平手で切るように叩いた。

「いてっ、こいつは……俺は怒ったぞ。デコピンしてやる」

「やったら倍返しにするよ」

　ギャーギャーと争ううるさいふたりの三歩ほど離れた後ろを、イワノフたち三人が横並びに歩いている。

　真ん中をちょこちょこと歩くオルガが、「カイザーさんの頭を叩ける女性は、世界広しといえども、姫様しかいないのではないでしょうか」と感心して呟けば、その左側を歩くイワノフがホッホと笑った。

「そうじゃのう。色男の伊だ達て男。姫様は例外として、おなごなら誰しも夢中になりそうじゃ。わしも美男子に生まれておったら、学問の他にも楽しみが多い人生になっておったかもしれんの」

　するとオルガの右側を歩くグリゴリーが、「そうでもありませんよ」と人のよさそうな笑顔で口を挟んだ。

「カイザーさんは、顔がいいがゆえに結構苦労しています。先月、こんなことがありまして――」

　グリゴリーは城下街での王太子の公務に、王城騎士数人で護衛として付き添った時の話を始めた。

　町娘がカイザーを見てキャアキャアと黄色い声をあげるのが面白くない王太子は、次第に不機嫌になり、文句を言ってきたそうだ。

『俺様が霞かすむだろ。そこの騎士、かっこつけた顔をするな。もっと崩せ』

　そんなおかしな命令をされたカイザーは、面倒くさそうな目をしながらも、『こうですか？』と顔を歪ゆがめてみせたらしい。

　しかし、王太子は『駄目だ。まだイケメンだ』と許さず、『可愛い子ちゃんがお前ばかりに声援を送るのは不愉快だから、今後、俺様の護衛にお前をつけない』と言い放ったそうだ。

　アホでスケベな王太子に付き合わなくて済むのは願ったり叶ったりであるが、王城騎士としては困った問題である。

　グリゴリーが言うには、カイザーは自分の戦闘力が秀でていると知っているため、悪しき輩に命を狙われやすい要人の護衛は、自分がすべきだと考えているらしい。

　それでカイザーが無言でじっと見つめたら……王太子がたじろいだ。

『な、なんだよ』

『いえ、承知しました。今後は王太子殿下の護衛は他の者に――』

『ま、待て。やっぱりお前じゃないと駄目だ。次期国王の俺様の護衛は、腕の立つ騎士でないといけない。だが、女の子の前では、顔を隠すようにしてくれよ』

『……御意』

　グリゴリーが語った麗しき王城騎士、カイザーの苦労話に、イワノフとオルガは笑い声をあげたが、前を歩くふたりの耳には届いていないようである。

　言い争いをしていたラナとカイザーは今、なぜか睨めっこ対決をしていた。

　後ろを歩く三人には、ふたりの顔は見えないが、ラナが吹き出して負けてしまったということはわかった。

「ちょ、待って！　ずるいって。カイザーの変顔、最強だから、笑わずにいられないよ」

　笑いながらも悔しそうにしているラナの文句に、イワノフたちは三人揃って目を丸くした。

「カイザーさんが、変顔……？」とグリゴリーが戸惑えば、「見たいです！」と食い気味にオルガが歩調を速める。

　イワノフはホッホと笑って、「無理じゃな。きっと姫様にしか見せない顔じゃろう」と顎髭をしごいていた。

　負けて悔しがるラナの頬を、カイザーは手のひらで挟んで潰すと、「ひでーブス」と声をあげて笑っている。

「なんですって!?」

「勝ちたかったんだろ？　面白顔になるように手伝ってやったのに、なに怒ってんだよ」

　遠くで草を食はんでいる山や羊ぎが、メェメェと平和に鳴いている。

　仲良く喧嘩するふたりを、イワノフたちはニヤニヤしながら見守っていた。










人の恋路を邪魔する奴は、私に成敗されておしまい




　レベンツキー伯爵領を出てからひと月ほどが経ち、季節は夏真っ盛りである。

　東への長い旅をしたラナの一行は、台地に小麦畑の広がるルーモン伯爵領に到着した。

　この辺りは寒冷な気候で、七月下旬の今、小麦畑は黄金色の実り豊かに、収穫は間もなくという頃合いである。

　広大な小麦畑を視察しているラナたちは、粉挽き小屋の水車が少々傷み、修理が必要かと思われること以外は特に問題ないと判断し、農村部から町へと入った。

　中規模の町の中心部は、赤レンガを円形に敷き並べた大きな広場があり、石造りの時計塔がそびえるように立っている。

「この町のシンボルかの。立派じゃ」と、時計塔を見上げたイワノフが足を止めたら、ラナはもどかしそうに賢者の腕を引っ張った。

「十五時四十分だよ。おやつも食べてないし、お腹空いた。早く宿屋を見つけてなにか食べようよ」

　それで五人は、広場の周囲で宿屋探しを始める。

　しかし三軒の宿屋を見つけても、どこも満室と言われてしまい、これは困ったとラナたちは道端で話し込んだ。

　すると、小洒落た雑貨屋から、買い物袋を両腕に抱えた若い町娘が出てきて、「旅の方、なにかお困りでしょうか？」と親切にも声をかけてくれた。

　年頃は十七歳くらいだろうか。薄茶の長い髪をひとつに束ねてシルクのリボンで飾り、裾にフリルのついた可愛らしいピンク色のワンピースを身に纏っている。

　その身なりから、町人の中でも裕福な家の娘ではないかと推測された。

　宿屋が満室で宿泊先が見つからないという事情をラナが話せば、彼女はにっこりと笑ってありがたい言葉をかけてくれる。

「それでしたら、我が家にお泊まりください」

「え、いいの？　嬉しいけど、親に聞いてからの方がいいんじゃない？」と心配したラナに、彼女は「大丈夫です」ときっぱりと言い切る。

「父は自分から旅人に声をかけて、家に招く人なんです。見知らぬ町の話を聞くのが楽しいのだと思います。ご遠慮なく、どうぞお泊まりください」

　それを聞いてラナは喜び、他の四人もホッとしたように微笑んで、町娘の申し出に頷いていた。

　彼女はジュリエッタと名乗った。

　彼女に連れられて着いた場所は時計塔からほど近く、周囲の民家より五倍ほども大きな、二階建てのレンガ造りの屋敷である。

　それだけではなく、頑丈そうな倉庫が二棟も、敷地内に建っていた。

　ジュリエッタの後について玄関を潜れば、「父を呼んで参ります」と言われて、そこで待たされる。

　豪華な玄関ロビーを見回しながら、「まさか領主の屋敷じゃないよね……？」とラナが目を瞬かせれば、隣に立つカイザーが「違う」とすぐに否定した。

「ルーモン伯爵は三十二歳で、ふたりの子供はまだ幼いはずだ」と、資料に書かれていたことが、その理由のようだ。

　イワノフもホッホと笑って言った。

「豪華であっても、貴族にしたら少々物足りないの。使用人たちが倉庫に積まれた小麦袋を運び出しておったから、ここは小麦問屋じゃろうと、わしは見ております」

「ふーん」とラナが納得したら、廊下の奥からジュリエッタが戻ってきて、隣には父親と思しき恰かっ幅ぷくのいい中年男性がいた。

　上等な衣服を身に纏った父親は、彼女が言った通りに、突然の客人を歓迎してくれた。

「旅の方々、ようこそ！　私はコナヒキーと申しまして、小麦の卸問屋を営んでおります。店の者や小麦農家も頻繁に出入りして騒がしいと思いますが、できる限りのもてなしをさせてもらいます。何日でもゆっくり滞在していってください」

　そのぽっこりとお腹の出た体形に違たがわず、コナヒキーは中身も太っ腹なようである。それくらい屁でもないというほどの財力があるのだろう。

　これは宿屋に泊まるより、ずっと美味しいものが食べられそうだと、ラナは単純に喜んでいた。




　それから三時間ほどが経ち、空にうっすらとオレンジ色の明るさが残された頃、ラナはベッドに寝転がって幸せな満腹感に浸っていた。

　ここは屋敷の二階にあるふたり用の客室で、隣のベッドにはオルガが腰掛けている。

　カイザーたち男性三人はそれぞれひとり部屋をあてがわれ、そこでくつろいでいると思われた。

「美味しかったー！　王都では見たことのない料理がいっぱいで、旅の醍だい醐ご味みを味わった気がするよ」

　ラナたちは、コナヒキー夫妻と娘のジュリエッタ、十歳の息子とテーブルを囲んで、つい先ほどまで晩餐を楽しんでいた。

　コナヒキー一家は皆、親切で朗らかな人柄である。

　とある貴族の屋敷に家族で雇われに行く道中である、という嘘をつかねばならないことが心苦しくなるほど、ラナたちの旅の話を楽しそうに聞いてくれた。

　食べきれないほどたっぷりと振る舞われた、美味しい郷土料理を、旅の醍醐味と表現したラナに、オルガが真面目な顔で指摘を入れる。

「姫様、この旅の醍醐味は国王陛下から与えられた課題をクリアすることであって、食べることではありません。頭を切り替えてください」

「そうだったわね……」

　やっとふたつ目の貴族領に到着した今日くらいは、ゆっくりさせてほしいという思いもあるが、オルガの注意はもっともなので、ラナはベッドに身を起こした。

　荷物の中から、この領地に関して記載された資料を取り出し、問題点を改めて整理する。

　この地を治めるルーモン伯爵は、昨年の春に父親から爵位を譲り受けたと書かれている。

　引退した父親の顔はラナの頭にすぐに浮かんだが、息子である現領主はぼんやりとしか思い出せない。これまでに二、三度しか会ったことがないためか、それとも特徴に乏とぼしく影の薄い人物であるのかもしれない。

　そして領主が代替わりしてから領民たちの間に争いが生じている、という噂が王城に届いたと資料には書かれていた。

　近年、中央政府はこの領地に視察団を送っておらず、領地内での争いについて、ルーモン伯爵に質問状を送ったら、それを認める返答があったそうだ。

　けれども、単なる喧嘩程度の小さないざこざだから心配無用という内容で、今年の春にその回答書を読んだ国王は、問題はないと判断した。

　それが最近になり、この地の民が遥々王城まで陳情に訪れて、領地を二分するような対立が民の間で一年以上も続いているので、なんとかしてほしいと訴えたらしい。

　資料に書かれているのはそれだけで、具体的にどんな対立なのかはわからない。

　それを調査するのが、ラナに与えられた、ふたつ目の課題であった。

　資料を丸めて、オルガにポンと投げ渡したラナは、腕組みをして首を傾げる。

「まだ入って半日ほどだけど、平和だよね。村は豊かに小麦が実ってたし、コナヒキー一家はニコニコして、町も穏やかに時間が流れているように感じるけど」

「過去に問題があったのだとしても、もう解決済みなんじゃないの？」とラナが気楽な見解を述べた時……急に窓の外で怒鳴り声がした。

　上げ下げ式の窓は半分ほど開けてあり、夜が訪れようとしているこの時間は、涼やかな風が吹き込んでいる。

　ラナとオルガは反射的に窓辺に駆け寄った。

　二階から前庭を覗けば、コナヒキー家の主人が、ひとりの青年を怒鳴りつけ、追いかけ回しているのが見えた。

「うちの敷地に足を踏み入れることは許さんぞ！　テッコーマン家のクソガキが。ジュリエッタに今度近づいたら、石臼ですり潰してやるからな！」

　追われている青年は慌てた様子で門から飛び出し、その姿はすぐに見えなくなった。

　それでも怒り冷めやらぬといった様子のコナヒキー家の主人は、拳を振り上げて怒鳴り続けている。

　一緒に食事をした時のにこやかさはどこへ行ったのか、と問いたくなるほどの変貌ぶりであった。

　それを、少し離れた庭木の陰で見ているジュリエッタの姿もあった。目元を拭っているところを見れば、泣いているようである。

「どうしたんだろう……」とラナが驚いて呟けば、オルガが顎に手を添えて、淡々と状況を分析し始める。

「娘に言い寄る青年を、父親が追い払ったようですね。おそらくふたりは恋仲なのでしょう。父親に反対されたことが理由で泣いているように見えます。父親の言葉からは、青年が気に入らないというより、彼の家柄に嫌悪を抱いているのが窺えます」

　それを聞いたラナは、ジュリエッタに同情の視線を向けつつ、可愛らしい顔をしかめた。「問題あったね。なんとかしてあげないと……」と拳を握りしめ、介入する気が満々である。

　そんなラナの様子にオルガは目を瞬かせ、脱線しかけている主君を、正しい道へ引き戻そうとして口を開いた。

「問題といえば問題ですが、資料に書かれていた町を二分する対立とは、無関係だと思われます。この家族のことより、まずは国王陛下のミッションを……」

　けれども、オルガの指摘はラナの心に届いていない。お人好しですぐに熱くなるのがラナの長所であり、同時に短所でもある。

「ジュリエッタに話を聞いてくる！」と叫ぶように言い残したラナは、オルガの制止にも耳を貸さず、あっという間に部屋を飛び出してしまった。

　玄関から庭に出ると、そこにはもうコナヒキー家の主人の姿はなく、ジュリエッタだけが同じ場所に佇たたずんで静かに泣いていた。

　ゆっくりと近づいたラナが後ろから声をかければ、ジュリエッタは驚いたように振り向き、慌てて涙を拭う。

「ラナさん、どうしました？　客室に足りないものがありましたか？」と、彼女はぎこちない作り笑顔を湛えて聞いた。

「ううん、部屋は快適だよ。ありがとう。そうじゃなくて、ジュリエッタが心配になってね。恋人との仲を反対されてるの？　それはどうして？」

　単刀直入に質問したラナに、ジュリエッタは目を丸くしているが、先ほどの一件を窓から見られていたのだとすぐに察したようだ。

　彼女は眉尻を下げ、「変なところをお見せして申し訳ありません」と恥ずかしそうに謝る。それから「私は大丈夫です。気にしないでください」と健けな気げに笑ってみせた彼女だが、ラナはかえって胸が締めつけられるような苦しさを覚え、ますます同情を寄せていた。

「ねぇ、話してごらんよ。一宿一飯の恩義というか、ジュリエッタの力になりたい。私たちって年も近いし、友達に話すような感覚で、ね？」

　ジュリエッタは迷っている様子で口ごもっていたが、ラナが真摯な眼差しを向け続けていると、周囲に誰もいないことを確認してから、声を潜めて話し出す。

「あの、実は――」

　ジュリエッタの恋人はロメオという名の二十歳の青年で、町一番の鍛冶屋、テッコーマン家の息子だという。

　テッコーマン家の主人とジュリエッタの父親は昔から相性が悪く、なにかにつけて意見を衝突させてきたらしい。当然のように、両家の親は子供たちの交際に猛反対で、ロメオとジュリエッタは隠れてこそこそと会うしかない。

　ふたりには将来的に結婚したいという意思があるけれど、駆け落ちでもしない限り、不可能だと嘆いているそうだ。

　それを聞いたラナは、憤った。

（なんてひどいの。子供を愛しているなら、仲の悪い相手だとしても我慢して握手するべきじゃない。ロメオとジュリエッタが可哀想よ！）

　話し終えたジュリエッタは、前途多難な恋に目を潤ませ、俯うつむいてしまった。

　その華奢な両肩を、ラナがガシリと掴む。

　驚いたように顔を上げたジュリエッタを強気な瞳に映したラナは、ニッと笑って励まそうとする。

「私がなんとかするから泣かないで」

「え？　あの、なんとか……とは？」

「コナヒキー家とテッコーマン家の主人ふたりを、握手させてみせる。まずはジュリエッタの父親からね。子供の幸せのために仲良くしなさいと説教してくるわ！」

　ラナが彼女に背を向け、屋敷内に戻ろうと歩き出せば、「待ってください！」と引き止められた。

「あの、とてもありがたいお話ですけど、今夜はやめた方が……」

「なんで？」

　足を止めて顔だけ振り向いたラナに、ジュリエッタは心配そうに指摘する。

「普段の父は温厚で明るい人柄なのですが、ロメオのことになると人が変わったように不機嫌になります。ラナさんがそれについて話せば、今すぐ出ていけと怒り出すかと……」

　その注意に、ラナはハッとした。

　宿が満室で泊まる場所がないからここにいるというのに、家主の気分を害して追い出されては困ってしまう。自分とカイザーだけならそれでもいいかと思うけれど、オルガたちまで巻き込んでは気の毒だ。

「そうだね。説得は、明日、宿を確保してからにしようかな……」

　そうは言ったものの、このまま客室に大人しく戻って寝られるほど、物分かりも諦めもよくないラナである。

　それならばと、爪先を門のある方へ向けた。

「ラナさん、どちらへ？」

「テッコーマン家。そっちの主人から説得してみるよ。ちょっと行ってくるわね」

「えっ!?　待ってください。あちらは父以上に気性が荒いので……あ、ラナさん！」

　テッコーマン家の主人を怒らせたとしても、今夜の宿を失うことはないので、今度はジュリエッタの制止も効果はない。

　門から飛び出したラナは、通りを駆けて、時計塔のそびえる広場へ向かっていた。

　人の賑わう場所まで行って、誰かにテッコーマン家の場所を尋ねるつもりだ。

　町一番の鍜治屋だとジュリエッタが言っていたので、きっとすぐに情報を得られることだろう。

　しかし、走り出して間もないところで、誰かがラナの足を無理やり止めた。

　追ってきたのはカイザーで、「おい！」と彼女の腕を掴んだのである。

「暗くなろうとしているのに、勝手に出歩くなよ。護衛の存在をなんだと思ってるんだ！」

　そう叱った彼は、眉間に皺を寄せている。

　ラナは「こんな平和そうな町なら、ひとりでも平気なのに」と頬を膨らませて反論したが、「アホか」と呆れられる。「一番の危険は己の過信だ。注意を怠れば簡単にやられるぞ」と、真面目に説教されてしまった。

「もう、心配性だな。私の剣の腕前、知ってるでしょ？　カイザーには敵わないけど、そんじょそこらの悪党にやられたりしない。逆にのしてやるわよ」

「お前の剣は俺の腰にある。素手で戦って勝てるのか？」

（あ、剣を預けてたの忘れてた……）

　今回の口論の勝者は、どうやらカイザーのようである。彼に対しては特に負けず嫌いなところがあるラナだが、口を尖らせつつも「ごめん」と渋々謝った。

　ため息をついたカイザーが、「で、どこになにしに行くんだ？」と問うと、ラナは気を取り直して目的を伝える。

「鍜治屋のテッコーマン家だよ。あのね、ジュリエッタの恋人が――」

　先ほど聞いたことをカイザーに話して、両家の主人を説得するつもりだとラナが意気込めば、「お前のやるべきことはそれじゃないだろ」と眉を寄せられた。

　けれども、止められはしない。

「ま、お前のことだから、駄目だと言ったところでやめないだろうし、俺も付き合ってやるよ」と普通の調子で言った彼が、先立って歩き出した。

　広い背中を瞳に映して笑みを浮かべたラナは、彼に追いつき隣に並ぶと、心を弾ませる。

（やっぱりカイザーね。私のことを誰よりわかってくれるわ。隣にいて一番居心地のいい、大切な存在よ……）

　空は茜色を消して、紫の帳とばりが下りている。

　ふたりはランプを持っていないので、足元が見えにくいが、宿屋を探した広場近くの大通りに出れば、視界に不自由さを感じなくなった。軒を連ねる酒場が、出入口や窓辺に明るい光を灯しているからだ。

　さて、誰かに町一番の鍜治屋の場所を尋ねなければ……。

　そう考えたラナとカイザーは、一際賑やかな声の聞こえる酒場で情報を得ようと、簡素な木目のドアを開けた。

　ワイワイと騒がしい酒場は、アルコールと葉巻の匂いに満ちている。

　客席は三十くらいあるだろうか。空席はひとつもなく、立ち飲みの客までいて、かなりの盛況ぶりであった。

「な、なにこの雰囲気……」

　ラナが戸惑ったのは、客の大半がいかめしい顔つきをした男たちで、店内にいる全員が共通の話題で盛り上がっているせいである。

　三人の店員は、忙しそうに酒やつまみを運んでいて、ラナたちには気づいていない。

「別の店で聞いた方がよさそうだな」とカイザーが言い、ラナは頷いた。

　閉めたばかりのドアを開けて出ていこうとしたふたりであったが、「テッコーマンの旦那、いつものアレ、言ってくれよ！」という大きな声がしたので、ハッとして振り向いた。

　名を呼ばれた男は店内の真ん中辺りに座っていて、深緑色のハンチング帽を被り、角ばった顔で無精髭を生やしている。細身であるが、筋肉質で力の強そうな中年男であった。

（あの人が、ロメオの父親なのかしら……？）

　四十代前半と見え、ロメオの父親として適当な年頃であっても、まだ断定はできない。テッコーマンという姓が、この町にどれくらいあるのかわからないからだ。

　ラナとカイザーが探るような目で見つめる中、その男はビールジョッキを手に椅子の上に立った。

　周囲からワッと歓声があがったが、「鍛冶屋の野郎ども、よく聞け！」と男が怒鳴るように話し出せば、一瞬にして静まり返る。

「ここは、昔から鍛冶屋で栄えた町だ。コナヒキーにでかい顔をさせてはならん。領地の予算をもっと小麦栽培に回せだと？　馬鹿言うんじゃねぇ。小麦問屋は、大人しく粉でも挽いてろってんだ！」

　小麦問屋、コナヒキーの名が出されたので、ラナとカイザーは目配せし合って頷いた。

　今、弁べん舌ぜつをふるっている男が、ジュリエッタの父親と犬猿の仲だという、テッコーマン家の主人なのだろう。

　親同士の不仲を理由に、若き恋人たちの仲を引き裂こうとするなんて許せない……と怒りを新たにするラナであったが、どうやら状況は予想より深刻なようだ。

　ロメオの父親がコナヒキー家の主人を悪く言えば、周囲から賛同の拍手が湧き、酔っ払いたちが「そうだ、そうだー！」とやかましく盛り上がる。

　テッコーマン家の主人が、片手でビールをグイッとあおってから、周囲と会話するように話し出した。

「この領地が潤ってるのは誰のおかげだ？」

「テッコーマンの旦那率いる、鍛冶屋組合のおかげです！」

「そうだとも。俺たちが汗水垂らして交易品をこしらえているからだ。小麦生産を最重要産業にしろと要求する、コナヒキーと農民どもは許せねぇ。今度また伯爵に訴えるような真似しやがったら、この俺がぶちのめしてやる！」

「さすが組合長！　頼りにしてるぜ！」

　割れんばかりの歓声に、ラナは思わず耳を塞ぎ、カイザーは不快そうに顔をしかめた。

　ここにいたら鼓膜が破れてしまいそうなので、ふたりは逃げるように外へ飛び出し、時計塔のある広場まで移動した。

　ここまで来れば酒場の声は届かず、美しい星空の下には、静かで平和な夜が広がっているだけである。

　時計塔の石積みの壁に背を預けたラナは、「ああ、うるさかった……」とため息をついてから、難しい顔をする。

　ロメオとジュリエッタのために、父親ふたりを説得すればいいかと思っていたのに、もっと大きな対立があると知ったからだ。

「資料に書かれていた町を二分する争いって、アレのことだよね？」

　ラナの正面に腕組みをして立っているカイザーは、問いかけられて、深刻そうな低い声で答える。

「おそらく、そうだろう。コナヒキー率いる小麦農家たちと、テッコーマンを頭かしらとする鍛冶屋組合の争いだ」

　小麦生産と鉄工業のどちらを、領内での最重要産業にするかで、領民たちは揉めている。

　ルーモン伯爵は昨年、家督を譲り受けたばかりであり、もとから影が薄い人物でもあるため、領民に舐められているのだろう。

　コナヒキーとテッコーマン、力のある両者にそれぞれ詰め寄られて、オロオロしている伯爵の姿がラナの目にぼんやりと浮かんだ。

　しかし、ルーモン伯爵に同情はできない。揉め事の噂について政府が質問状を送っても、正直に回答しなかったからだ。

　困っているのなら政府に助けを求めればいいものを、領民をコントロールできない無能さを知られるのは恥ずかしいのか、隠そうとしたところが気に入らない。

　己のプライドより平和を守れと、ラナは言ってやりたくなっていた。

　不愉快そうに眉を寄せた後、「カイザー、帰るよ。今夜はコナヒキー家に戻って寝る」と言って、ラナはスタスタと歩き出す。

　隣に並んだカイザーは、彼女の顔を覗き込んで不思議そうな顔をする。

「親父たちを説教するのはやめたのか？　諦めるなんてお前らしくないな」と訝しめば、ラナに横目で睨まれた。

「誰が諦めると言ったのよ。酔っ払いになに言ったって無駄だろうから明日にするだけよ。ジュリエッタの恋路から障害物をどけてあげるつもりだし、領民たちの争いにもきっちり決着をつけてやるわ」

　ラナの心についた火は消えるどころか、メラメラと勢いを増している。

　ドスドスと王女らしからぬ勇ましい足取りで、「意地でもジュリエッタを幸せにしてやるんだから！」と過剰なまでに意気込んでいるのは、同情の他に、もとからの性分も関係しているようだ。

「そういや、昨年観に行った芝居で、お前、舞台に乗り込みそうになったよな……」

　そう言ったカイザーが、思い出し笑いをしている。

　王都には大きな劇場がふたつあり、貴族や豪商の娯楽となっている。じっと見物しているだけの娯楽はラナの好むところではないけれど、他貴族との交流の場として観劇することもあった。それも王女の仕事と言って、差し支えないだろう。

　カイザーが口にしたその芝居とは、ロメオとジュリエッタのように、両家の仲の悪さが原因で結ばれぬ、恋人たちの物語だった。

　最後は儚はかなく命を散らした主役のふたりを見て、周囲の貴族女性たちは皆涙していたが、ラナはひとりだけ鼻息荒く憤っていた。

　結末に納得いかないとばかりに立ち上がり、今にも舞台に上がって文句をつけそうな怒り顔をしているから、護衛として同行していたカイザーが慌てて止めたのだ。

『王女殿下はご気分が優れないようです』と周囲にごまかして、ラナが怒り出さないように手で口を塞ぎ、急いで城まで連れ帰った記憶は、そう古くない。

　その話を持ち出して肩を揺らして笑ったカイザーに、ラナは少し恥ずかしそうに頬を染めつつも、フンと鼻を鳴らした。

「あの件ではカイザーの世話になったけど、仕方ないでしょ。私は、悲恋や悲劇が大っ嫌いなの！」

　三日月に向けてそう叫んだ彼女を、カイザーは愛いとしげにその目に映す。

　彼の返事は「知ってる」という簡単なものであったけれど、共に過ごしてきた十九年分の思いが込められたような温かな声であった。




　翌朝、九時。

　ラナたちは旅の荷物をひとまとめにし、いつでも出発できる格好で二階の廊下に集合していた。

「朝食も済ませたし、宿屋に空き部屋があることもチェック済み。これでいつ追い出されても問題ないわよね。さて、説教タイムよ。まずはジュリエッタの父親からね」

　右手をグッと握りしめてやる気満々のラナを、止める者はもういない。

　ロメオとジュリエッタの恋を両家の親が邪魔しているだけではなく、小麦生産関係者対、鍛冶屋組合という、大きな諍いさかいがあるとわかったからだ。

「昨夜の酒場では、テッコーマンが物騒な発言をしていたな」とカイザーが真面目な顔で言えば、イワノフが頷いて丸眼鏡のブリッジを押し上げる。

「両者が正面衝突して多くの血が流れる前に、解決せねばならん問題のようじゃ。厳しく諭してやりましょうぞ」

　大きな布袋を背負ったグリゴリーと、ラナのマントについている糸くずを払っていたオルガも「参りましょう」と頷いたら、五人は一階へ下りる。

　玄関ロビーには、掃除中のメイドがひとりいた。彼女に声をかけ、家主の居場所を尋ねれば、「ご出発のご挨拶ですね」と勘違いされ、快く教えてくれる。

「旦那様でしたら、倉庫前にいらっしゃると思います。仕事の指示を出している頃かと」

　メイドがそう言った直後に、急に玄関の外がガヤガヤと賑やかになった。

「コナヒキーの旦那！」

「わしらはもう我慢ならんのです！」

　複数人の大声が聞こえてくるが、一体、何事だろう……。

　急いで玄関のドアを開けたラナは、目を丸くして「あっ」と声をあげた。

　広い前庭には農家の男性たちが集まって、手にはすきやくわ、先を尖らせた木の棒を持ち、一いっ揆きさながらの様相で気色ばんでいるのだ。その数は六十人ほどである。

　彼らがコナヒキー家の主人を囲んでなにを訴えているのかといえば、どうやら鍛冶屋組合のことのようだ。

　今朝方、農民の親子が小麦袋を荷車に積んで馬に引かせていたら、鍛冶屋の若い男に絡まれたらしい。『泥にまみれた汚ねぇ服着て、町に入ってくんじゃねぇ！』と怒鳴られ、馬に石を投げられた。そのせいで、馬が暴れて荷車がひっくり返り、小麦が台無しになってしまったのだとか。

　そういう嫌がらせは、一度や二度ではないという口振りでもあった。

　もう我慢できないと訴え、武装して集まった農民たちと同じように、コナヒキーも険しい顔をしている。

　しかし意外にも、「待て待て。みんな落ち着くんだ」と、宥めようとしていた。

「わしもはらわたが煮えくり返っているが、力で争って怪我人が出るのは好かん。だから伯爵に訴えている。領主に、わしらの方が鍛冶屋より立場が上だと認めさせれば、奴らは大きな顔をしてはいられまい。正攻法で鍛冶屋を懲こらしめてやろう」

「コナヒキーの旦那、それはどれくらいかかるのかい？」

「はっきりとは言えんが、気弱な伯爵を説得するのは難しくない。もう少しの辛しん抱ぼうだ。鍛冶屋の連中が、荷物まとめてこの町から出ていく日は、きっと近いぞ」

　コナヒキーがそう言うと、農民たちがワッと沸いて拍手喝かっ采さいを浴びせる。

「鍛冶屋は出ていけー！」と大合唱が起こり、朝の屋敷前は異様な光景であった。

　玄関口に立つラナが、「ねぇ、どうしよう。今説教タイムに入るのはマズイような気がするんだけど……」とイワノフに問いかければ、ため息を返された。

「でしょうな。ここにいる全員に取り囲まれ、逆に口撃されてしまう。襲われる危険もあるの。味方が多ければ多いほど、小麦問屋の主人は意見を変えてくれんじゃろう」

「だよね……」

　気が急せいているというのに、なかなか説得するチャンスが訪れず、ラナは昨夜からイライラしっぱなしである。

　農民たちが引き揚げるまで待たねばならないのかと、可愛らしい鼻の付け根に皺を寄せるラナであったが、状況はまた変わる。

「旦那様、大変です。ジュリエッタお嬢様が！」と叫んで、屋敷の使用人男性が門から駆け込んできたのだ。

　農民たちをかき分けるようにして走り寄った使用人が、コナヒキーに耳打ちすると、さっきまでの宥め役はどこへやら。コナヒキーはたちまち鬼の形相になり、「テッコーマンの息子がジュリエッタを誘い出しただと!?　こりん奴だ。今日という今日は取っ捕まえて、骨ごと石臼で砕いてやる！」と恐ろしいことを言い出した。

「みんなも手伝ってくれ！」と農民たちまで巻き込んで、集団で門の外へと走り出したから、ラナたちは慌てる。

「大変！　このままではロメオが袋叩きよ。ジュリエッタの涙はもう見たくないから、なんとしてでも止めなくちゃ！」

　集団を追ってラナたちも駆け出し、着いた場所は広場の時計塔の前であった。

　驚いたことに、反対側からテッコーマン率いる鍛冶屋組合の男たち四十人ほどがやってきて、コナヒキーたちと鉢合わせてしまった。

　おそらくテッコーマンも、ロメオとジュリエッタが逢あい引びきしているという知らせを聞いて、ふたりを引き離すために駆けつけたのだろう。コナヒキー家の娘との交際を認めていないのは、想像に容易たやすい。

　鍛冶屋たちは仕事道具のハンマーや火ばさみを持っていて、すきやくわで武装した農民集団と対峙したから、これはかなり危険な状況である。

　それぞれの集団の前に立つテッコーマンとコナヒキーが、顔をつき合わせて罵ののしり合いを始めた。

「お前のところの鉄臭いガキに、ジュリエッタがさらわれたんだ。親が親なら息子も然り。娘を返しやがれ、悪党め！」

「なんだと？　お前のアバズレ娘が、俺の息子をかどわかしたんだろーが。ロメオに粉かけやがったら許さねーぞ。小麦問屋のクソ豚野郎！」

　両者が相手を侮辱するたびに、それぞれの味方集団が「そうだ、そうだ！」と加勢して、手に持つ武器を空に突き上げる。誰かひとりでも手を出せば、即大乱闘になりそうな、まさに一触即発の危機であった。

「止めなくちゃ！」と慌てるラナとカイザーたちは、農民をかき分けるようにして前へ進み、罵り合うコナヒキーとテッコーマンの間に立った。

　そこはちょうど、時計塔の正面である。

「おお、旅の方々、加勢してくださるのですか！」とコナヒキーが勘違いをして、テッコーマンには「なんだテメェらは」と鋭く睨まれた。

「違うよ。私は止めに――」

　ラナがそう言いかけた時、それを遮るようなジュリエッタの声が時計塔の上から聞こえた。

「お父様、おじ様、もうやめて！」

　見上げると、大きな文字盤の中にある、白く塗装されたドアが開いている。

　それはおそらく、時計の針の調整や修理を行うために設けられた作業用のドアであり、そこにロメオとジュリエッタの姿が見えた。

　地上からの高さは十メートルほどもあって、怖いのか、ジュリエッタはロメオにしがみつきながらも、覚悟を決めたような硬い表情をしている。

「ジュリエッタ、なにをしている。危ないから早く階段で下りてきなさい！」とコナヒキーが呼びかけても、彼女は首を横に振り、この場にいる全員に向けて大きな声で主張した。

「私はロメオを愛しています。結婚を許してもらえないのなら、生きている意味はありません。ここからふたりで飛び降ります」

「な、なんだって!?」とコナヒキーは驚き慌て、テッコーマンは舌打ちしつつも、どうしようかと考えているような渋い顔つきになる。

　けれども、両者とも、死なれるくらいなら許すという気はないようだ。

「馬鹿なことを言うんじゃない」

「ロメオ、そのアバズレ娘を取っ捕まえて下りてこい」

　そう言うだけなので、時計塔の上にいるふたりは顔を見合わせて頷くと、抱き合いながら足を半歩前に進めた。

　ふたりの爪先は空を踏んでおり、重心を傾ければ落ちてしまうことだろう。

　ラナの中には激しい怒りが、烈火の如く湧いていた。いつもはクリッと丸い琥珀色の瞳を三角につり上げ、愛らしい唇を引き結ぶと、ギリギリと歯噛みしている。

（両家の頑固親父は愚か者だけど、死を選ぼうとする、ふたりも間違っているわ！）

　けれどもラナは闇雲に怒るのではなく、努めて冷静にジュリエッタに声をかけた。

「飛び降りるのは駄目。命を粗末にしてはいけないよ」

「ラナさんには、私の気持ちはわからないわ！」

「わかるよ。私にも、誰に反対されたって離れたくない人がいる。だから、そこで待っていなさい。私がなんとかするって、昨日、約束したでしょ？」

　ラナが下から揺るぎない視線を向ければ、ジュリエッタはハッと息をのむ。

　彼女が言い返す言葉を失ったのは、ただ者ではない雰囲気を、ラナに感じ取ったためであろう。

　両家の父親は、子供たちが心中するなどと言い出したのはお前のせいだと、唾のかかる距離で罵り合っていた。

　そんな両者に近づいたラナは、彼らの頬を平手で一発ずつ叩く。

　広場にパチンと痛そうな音が響けば、その場にいる誰もが驚いた顔をして、ラナに注目した。

「いつまで醜い争いを続ける気なの？　私は今、ものすごく怒ってる。人の恋路を邪魔する奴は、私に成敗されておしまい！」

　ラナが綺麗な声を広場に響かせた直後に、トカゲの隠密一族がどこからともなく現れて、ナイフを手に戦闘態勢に入る。

　ラナもカイザーから受け取った剣を抜き、時計塔の中に素早く身を隠したオルガ以外の仲間たちも、それぞれの武器を手に構えをとった。

　コナヒキーは驚きに目を見開きつつも、「恩を仇あだで返すとはなんたる奴らだ」と顔をしかめ、近くにいた農民からくわを奪うようにしてその手に持つ。

　テッコーマンは「よそ者がなんだってんだ？　おい力自慢の鍛冶屋ども、こいつらをやっちまえ！」と叫ぶなり、先手を切ってハンマーを振り上げ、ラナに襲いかかった。

　広場はたちまち百人余りの者たちでの、大乱闘となる。

　農民対鍛冶屋の戦いであれば、おそらく負傷者が多数出たことであろうが、両者の相手はラナたちなので、血は一滴も流れない。領民たちの溜まっていた鬱うっ憤ぷんを発散させてあげているのかと思うほどに、圧倒的な戦力の差がある。

　翻ほん弄ろうされる領民たちは、味方同士でぶつかり合って尻餅をついたり、武器を飛ばされて慌てて拾いに行ったりと、滑こっ稽けいな戦闘になっていた。

「この野郎！」と気合だけは充分なテッコーマンが振り回す柄の長いハンマーを、ラナはひらりひらりと華麗にかわし、コナヒキーのヘナチョコなくわの一撃は難なく剣で受け止め、不敵な笑みを浮かべている。

　そして戦闘開始から十分ほどが経ち、広間に新たな男が駆けつけた。

「な、なにがあったというのですか！　皆さん、やめてください。武器を置いてください！」と馬上から声をかけるのは、ルーモン伯爵である。

　五人の護衛を連れている伯爵は、ただオロオロするばかりで、実に頼りない。当然のことながら、領民たちの中に従う者はひとりもなく、ラナは呆れのため息をついていた。

（間違ったことをしている民を、叱ることもできないのかしら。元凶は伯爵の不ふ甲が斐いなさにあるようね……）

　塔の上のジュリエッタたちは、動揺した様子で広場を見下ろしている。

　ラナは近くで戦っているカイザーに視線を移すと、「役者が揃ったからもういいわ。アレをやって決着をつけよう」と声をかけた。

「ああ」と頷いたカイザーは、「静まれ、静まれー！」と、伯爵より遥かに迫力のある雄々しい声を響かせる。

　イワノフは、広場の端でひとりの鍛冶屋を捕まえて長々と説教していたのだが、カイザーの声に反応してすぐに切り上げると、ファンファーレを吹きながらラナに歩み寄った。

　子供十数人をいっぺんに相手にするように、優しく戦っていたグリゴリーは、時計塔の正面に走って戻り、布袋から赤絨毯を取り出してサッと敷く。

　時計塔の中に隠れて戦いの経過を記録していたオルガも、外に飛び出してラナのもとへ駆け寄り、わずか数秒のうちにラナを神々しい王女の姿へと変身させた。

　百人余りの民とルーモン伯爵が驚きに目を見開き、声も出せずに注目する中で、ラナは赤絨毯の上を優雅に歩いてみせる。

　絨毯の端まで来て足を止めたラナの脇には、カイザーとイワノフが付き従った。

　重々しい動作でカイザーがマントの下から取り出したのは、王家の紋章が刻まれた、あのメダルである。

　それを掲げるように見せつけると、王城騎士の風格に満ち溢れた凛々しい声を、辺りに響かせた。

「お前たちが敵意を向けたお方は、ミトロニア王国、アレクサンドル二世国王陛下の御息女、ラナスタシア王女殿下であらせられるぞ。姫様に歯向かうとは無礼千万。頭ずが高い、控えおろう！」

　目の玉が飛び出しそうなほどに驚いている領民たちは、くわやハンマーを慌てたように手放して、次々とレンガ敷きの地面にひれ伏していく。

　青ざめるコナヒキーとテッコーマンも、並んで地に額をつける。

　馬から下り、慌てふためいて駆け寄ったルーモン伯爵は、両者の前に出ると、片膝をついてラナに頭を下げた。

　戸惑いの空気が流れる静かな広場に、ラナの綺麗な声が響く。

「まずは、コナヒキー家の主人、あなたにお話があります。顔を上げなさい」

　声をかけられたコナヒキーは、冷や汗を流しながら恐る恐る王女と視線を合わせる。

「昨夜は泊めてくださってありがとう。ベッドは柔らかく、食事はとても美味でしたわ。それについて感謝しています」

　その言葉で、叱責されずに済むのではと期待した様子のコナヒキーであったが、「でもわたくし、とても不愉快よ」とラナが不満げな口調に変えたので、ビクリと肩を揺らしてまた怯おびえ始める。

「親同士のいがみ合いに、子供を巻き込むなんて間違ってるわ。娘を愛していないの？」

「い、いえ、そんなことはありません。手塩にかけて育てた娘でございます。愛しておりますとも」

「それなら、あなたがやるべきことはひとつよ。テッコーマン家の主人と握手して、関係改善を約束しなさい」

　王女に命令されては、拒否できない様子のコナヒキーであるが、はっきりと承諾の返事はできず、目を泳がせている。

　困り果てているのは、やすやすとは解けない長年の確執があるためであろう。

　周囲の農民たちも、ひれ伏しながらも隣同士でヒソヒソと、「テッコーマンの鍛冶屋組合なんかと仲良くできるものか」と囁き合っていた。

　小さなため息をついたラナは、コナヒキーと農民たちを諭しにかかる。

「あなたたちは、鉄製品を一切使わずに生活しているのかしら？　小麦畑を耕す、くわとすきは誰が作ったものなの？　料理をする際の鍋や包丁は？　みんな、鍛冶屋が鉄の熱さに耐えて作ってくれたものよ」

　そう言われたら、農民たちは黙るしかなくなったようで、広場には静寂が戻ってくる。

　そこにラナは凛とした声を響かせて、「次はテッコーマン家の主人、あなたにも言いたいことがあるわ」と話の矛先を変えた。

「へ、へい」

　テッコーマンはハンチング帽を脱いで両手で握りしめると、おずおずとラナを見る。

　荒くれ者の鍛冶屋集団を束ねる組合長といえども、王女の存在は怖いようである。

「まずは、アバズレなどと、ジュリエッタを侮辱したことを詫びなさい。彼女はとても清らかよ。話せばわかる。純粋な人柄が滲にじみ出ているわ」

　するとテッコーマンは、「へい、謝ります」と簡単に応じる。

「俺は口が悪いんで、勘弁してくだせぇ。本当はあの娘がいい子だとわかっておりやす。申し訳ありません」

　拍子抜けするほどにヘコヘコと平謝りするテッコーマンに、ラナは満足しているけれど、鍛冶屋の男たちがザワザワし始める。

「小麦野郎の娘に謝るなんて、旦那らしくない」

「いつもの勇ましさは、どこへいっちまったんだ？」

　そんな風に文句を言う声が、ラナの耳にも届いていた。

　ムッとした彼女は「うるさいわよ。お黙りなさい！」とピシャリと言って鍛冶屋集団を閉口させると、彼らに向けて問いかける。

「あなたたち、鉄を食べて生きているのかしら？　パンやパスタは食べないの？」

「い、いや、食べてますけど……」

「新鮮で安心できる食材を安価で口にできるのは、農民たちが汗水垂らして生産してくれるおかげよ。これからも美味しいパンが食べたいのなら、もっと作り手に感謝しなさい」

　鍛冶屋たちがぐうの音も出せずに頷くのを確かめたラナは、今度は「ルーモン伯爵」と、数歩先で片膝をついている元凶に呼びかけた。

「は、はい……」と顔を上げた伯爵は、情けなくも青ざめて震えている。

　そんな様子だから舐められるのだと呆れるラナであったが、この場で伯爵を非難することは得策ではないと考える。

　領民たちを統治する偉大な存在として認識されなければ、コナヒキーとテッコーマンは言うことを聞かず、この争いが繰り返されると思うからだ。

　それでラナは、柔らかな声で問いかける。

「ルーモン伯爵、あなたはご自分の領地をどのように繁栄させようとなさっているのかしら？　小麦生産と鉄工業、どちらかひとつを守り育て、もう一方は衰退しても構わないとお考えなのかしら？」

　すると伯爵は焦りを顔に浮かべ、力のない声でたどたどしく否定する。

「いえ、そのようなことは……。私も、父や祖父のように両産業を中核に……」

　言葉尻まではっきりと主張しないのは、彼がもとから気弱な性分であるためだろう。

　イラついて眉を寄せたラナは、我慢できずに語気を強め、「両方大事にしたいのか、そうじゃないのか、はっきり言いなさい！」と叱ってしまう。

「は、はい！　どちらの産業も大切にしていきたいと考えております」

　ルーモン伯爵が背筋を伸ばして慌てて声を大きくすれば、上品な作り笑顔を湛えた彼女が、「では、お立ちなさい」と命じた。

　王女の意図が読めずに戸惑った顔をしつつも、ルーモン伯爵は立ち上がる。

　ラナは伯爵を赤絨毯の上に呼び寄せ、自分の横に並ばせると、周囲を見回した。

　目の前にはひれ伏したまま、様子を窺うようにラナを見つめる、コナヒキーとテッコーマンがいる。

　斜め後ろには、時計塔から下りてきたロメオとジュリエッタが並んでレンガに膝をつき、期待と不安に揺れる目をラナに向けていた。

　その他、農民と鍛冶屋の男たち百名ほどの視線を浴びる中で、ラナは王女然とした威厳溢れる声を響かせる。

「これからルーモン伯爵の所信表明演説を始めます。皆、心して聞きなさい」

「え？」と戸惑う伯爵に、「ここであなたが、ご自分の考えを述べることが必要よ」とラナは諭すように語りかけた。

　それでも伯爵は、「で、ですが、なにを話してよいのやら……」と不安げに瞳を揺らすのみ。呆れるほどに頼りない領主であるが、ラナは見捨てることなく、彼を教え導こうとした。

「この地をどうしたいのか、言葉にするだけよ。難しく考える必要はないわ。必要なのは、堂々と威厳に満ちた態度。ここはあなたの領地で、この者たちはあなたの領民よ。大丈夫。自信を持って話しなさい」

　その激励で、ルーモン伯爵の顔つきが変わった。

　ここが勝負どころなのだと決意したようにキリリと表情を引きしめ、深呼吸する。そして背筋を伸ばして胸を張ると、広場を見渡し、口を開いた。

「我が領民たちよ。この地は古くから豊かな小麦を実らせ、鉄細工の交易品を他領地に売り、栄えてきた。我々が今、不自由なく暮らしているのは先祖の苦労の賜たま物ものである。つまらない争いで先祖の思いを――」

　ラナが『堂々と』と強調した通り、ルーモン伯爵は努力して威厳を感じさせる話し方をしているようであった。

　それは領民の心に深く響いたようで、全員が真剣に耳目を向けて、これまでの行いを反省し、後悔から涙を浮かべている者もいる。

　小麦生産も鉄工業もどちらも重要産業で、予算の配分については伯爵が判断して決めることや、争い事を起こせば今後は厳しく処罰することを明言した後、伯爵はいがみ合ってきた両者に呼びかけた。

「コナヒキーとテッコーマン、立ちなさい」

　ふたりを向かい合わせに立たせた伯爵は、「握手をしなさい」と命じる。

　両者は目を泳がせて困り顔をし、どうしたらいいものかと迷っている様子である。

　けれども、「従わぬというのか？」と伯爵に厳しい声をかけられたら、慌てたように同時に手を伸ばして、両手でしっかりと握手を交わした。

　ワッと歓声が湧いたところを見れば、農民と鍛冶屋の男たちには、もう争う意思はなく、今後は助け合って生きていこうという思いに変わったようである。

「お父様、おじ様！」とジュリエッタは歓喜の涙を流し、ロメオが嬉しそうに彼女の肩を抱きしめていた。

　喜びに沸く広場の雰囲気にのまれるように、困惑していたコナヒキーとテッコーマンの顔つきも変化していく。

　いがみ合ってきた気持ちに踏ん切りをつけることができたのか、大きく息を吐いたテッコーマンが、「嫌がらせして悪かったな」と謝れば、コナヒキーは「こちらも同じことだ」と頷いた。

「勝手に伯爵に掛け合ったりと、鍛冶屋組合が怒るのも無理はない。すまなかった。これからは仲良くやっていこう」

「そうだな、平和が一番だ」

「子供の頃、お前に大便を漏らしたと言いふらされた恨みも、これを機に忘れよう」

「この野郎、まだ根に持っていやがったのか？　アレは悪かったよ。腹具合が悪い時にはそんなこともあるさ」

　同時に吹き出した頑固親父たちは、それから、「ロメオとジュリエッタの結婚も認めてやらねばならんな」と明るい未来の相談を始めていた。

「一件落着だよね」

　カイザーの隣に立つラナが、スッキリした顔で話しかければ、彼は「ああ」と嬉しそうに頷いた。

　青空にそびえる時計塔を見上げ、「いい町だな」としみじみと呟いたカイザーに、ラナはペロリと唇を舐めて同意する。

「うん。郷土料理も美味しかったしね」

「まったくお前は、食べることばかりだな」

「そんなことないよ。ジュリエッタを見て、恋するっていいなと思ったし……」

　先ほど、塔の上にいたジュリエッタに言ったように、ラナの中には、誰に反対されてもカイザーと離れたくないという確かな想いが昔からある。だからこそ、求婚者が現れないように、青年貴族と交流する際には気をつけてきたのだ。

　けれどもラナは、その想いを恋とは認めていなかった。いや、これまで意識しないようにしてきたと言った方がいいだろう。共に育ち、じゃれたり喧嘩をしたりできる心地よい関係を、壊すのが嫌だったのかもしれない。

　そんなラナが、ジュリエッタと出会ったことで、自身の恋愛ついて初めて真正面から向き合っていた。

（もしカイザーも、私と同じ気持ちなら、将来は……）

　彼との未来を考えた途端に、ラナは恥ずかしくなる。頬が火ほ照てるのを感じ、それを隠そうとして急いで背を向けた。

「私たちもいつかは……」

　そう呟いてみたラナだが、その声は小さすぎて誰にも届かない。「なに？」とカイザーに問い返されて、「なんでもない！」と答える。

　すると横から顔を覗き込まれた。

　いつもなら平気でも、顔の熱い今はやめてほしい。

　思わず心臓を波打たせたラナであったが……カイザーに対し、今さら女らしい態度を取るのは、無理なようである。

　ニヒヒとおどけて笑い、意識し始めた恋心を慌ててごまかすのであった。




　ルーモン伯爵領の問題を解決したラナたちは、感謝を叫ぶ町中の民に見送られ、その日の午前中のうちに次の貴族領に向けて出発した。

　のどかな景色の中、川沿いの道を一時間ほど歩いて、時刻はそろそろ正午になるところである。ラナが空腹を訴えるため、一行は涼しい川岸で休憩を取ることにする。

　グリゴリーが敷いたハイキング用の敷物に円になって座り、中央にはたくさんのサンドイッチの入ったかごが置かれた。ルーモン伯爵の支払いで、町の料理屋がこしらえたものである。

　蒸し鶏とゆで卵のサンドイッチに、嬉しそうにかぶりついていたラナであったが、ふとなにかに気づいた顔をして川を見た。

「どうした？」とカイザーが問えば、彼女は中州を指差す。

「王都では、見たことのない花が咲いているわ」

　川幅は八メートルほどあろうか。今は穏やかに流れていても、大きな岩がゴロゴロと転がっているので、雨で増水した時には危険な川なのかもしれない。

　その中州の岩肌にしがみつくようにして、ポピーに似た白い花が群生していた。

　近くに寄って観賞したくなるような、可か憐れんな花である。

　花の名前を知りたがるラナに、物知りのイワノフが教えてくれる。

「ゴインキョウという花じゃな。東洋原産の水辺に咲く花で、この辺りでは確かに珍しい。種が旅人にくっついて、運ばれたのかもしれませんな」

「そうなの……」

　遥か東のエキゾチックな国から種が運ばれてきたとは、ロマンチックだとラナは考えている。

　彼女のサンドイッチから、蒸し鶏が滑り落ちそうになっていて、それを注意したオルガが花について補足する。

「図鑑に書いてあった花言葉は、〝いつか恋が叶う〟ですよ」

　オルガがそう言った直後に、ラナ以外の者の目が一斉にカイザーに向く。

「な、なんだよ……」と戸惑う彼は、サンドイッチを皿に置くと、なにかをごまかすような咳払いをしてから立ち上がった。

「摘んできてやる」とラナに言ったカイザーは川へ向けて歩き出したが、二歩目で彼女に止められた。

「駄目だよ！」

「なんでだ？　欲しいんだろ？」と顔だけ振り向き、不思議そうに問う彼に、ラナは真顔で言う。

「せっかく綺麗に咲いているのに、摘んだら可哀想。それに、岩の上を渡って取りに行こうとしてるでしょ？」

「そうだけど」

「滑って川に落ちたらどうするのよ。深いところがあるかもしれないし、岩に頭をぶつける可能性もある。カイザーを危険にさらしてまで、花も宝石もサンドイッチも欲しくない」

　真剣な目をして心配するラナに、カイザーは無言になり、固まったように動かなくなる。

　と思ったら、急に走り出し、川かわ縁べりにひざまずいて頭をザブンと水に突っ込んだ。

　水面がブクブクと泡立っているのは、彼が水中でなにかを叫んでいるせいであろう。

「ちょっ……なにやってんの!?」

　焦ったラナは、サンドイッチを放り投げて駆け寄り、彼の肩を掴んで水から頭を上げさせようとしている。

　それを数メートル離れた敷物の上から見守っている三人は、少しも慌てることなく、楽しそうな顔をしていた。

「おそらく、抑えきれない愛を叫んでおるのじゃろう」とイワノフがホッホと笑えば、オルガが目を輝かせて頷く。

「『お前が好きだー！』とでも言ったのでしょうか。ああ、一途に想われている姫様が、羨ましい……」

　グリゴリーは、体格に似合わぬ人のよさそうな笑顔で意見を述べる。

「自分はこの旅に同行できて幸せに思います。普段は無口でクールなカイザーさんの、特別な一面が見られるのですから」

　王女のお供の三人は、ニヤニヤが止まらない。

　まだ川に顔をつけているカイザーと、それをやめさせようと必死なラナには、三人の会話は届いていなかった。










減るものじゃなく、増えるもの




　ルーモン伯爵領を出て、旅をすることひと月半ほど。

　季節は秋になろうとしていた。

　国の南西の国境沿いに位置するアダモビッチ侯爵領が、三つめの目的地である。

　その領内の一番大きな町に入ったラナは、周囲を見回して感嘆の息をついた。

「随分と発展した大きな町ね。王都に引けを取らないわ」

　三階建ての頑丈そうな建物が軒を連ね、小洒落た服装の婦人や、金持ちそうな商人が行き交っている。

　劇場や美術館などの娯楽施設に大きな市場、どこを見ても活気で溢れていた。

　貴族たちは、資産を中央政府に報告する義務がある。荷物袋の中の資料には、アダモビッチ侯爵の豊かな資金力が記されていて、ラナたちはそれを頭に記憶済みであった。

　この領地の農村地帯は養蜂と畜産業で栄え、町は隣国との交易の拠点となっている。そのため、他貴族に比べ、財力があるのだと推測された。

　青空の下、この道の奥には城のような大邸宅が見えている。

　あれがアダモビッチ侯爵の住まいなのだろう。

　大邸宅を中心に、放射状に六本の大通りが延びて町を形作っているようだ。

　ラナたちは今、南側の大通りを視察しているのだが、正午を知らせる教会の鐘の音が響いたので、とりあえずは腹ごしらえをすることにした。

　町の食堂で情報収集もできたら……と考えている。

　白壁の美しい大きな食堂に入ると、大勢の町人で賑わっていた。

　十人掛けの大きなテーブルに案内され、そこに座ると、続いて入ってきた商人風の出で立ちの若い男ふたりが、ラナたちと同じテーブルに着く。

　他に空いているテーブルはないため、混み合う時間は相席となるようだ。

　メニュー表を広げたラナが「ねぇ、この町の名物料理はなにかしら？」と、斜め向かいに座った男に尋ねる。

　すると、「お嬢さん、旅の人かい？」とにこやかに、商人の彼は答えてくれる。

「ここに来たら、なんてったって豚と羊肉の料理を食べないとな。大豆と豚バラ肉の赤ワイン煮や、ラムチョップのカツレツが最高さ」

「じゃあ、それにするわ！」とラナが目を輝かせて張り切れば、もうひとりの商人も情報を与えてくれる。

「もし土産を買うつもりなら、ベーコンがいいよ。去年の夏、町の北側に大きな燻くん製せい工場ができたんだ。安くてうまい。隣国にも大量に輸出していて、この町の重要な交易品になりつつある」

「そうなの。絶対、買いに行かなくちゃ！」

　教えてくれた商人たちに「ありがとう」とラナが微笑みかけたら、彼らは揃って頬を染めた。

　着飾っていなくても彼女は愛らしい顔立ちをしているので、若い男性に好意を持たれるのは自然なことである。

　機嫌のいいラナに対して、隣に座るカイザーは面白くない顔をしている。

　商人のひとりが「よかったら、燻製工場に僕らが案内してあげても――」と言いかけたので、「結構だ」と厳しい口調で遮った。

　それだけではなく、殺気立った目で睨みつけるから、気の毒にも商人たちは震え上がり、空いた隣のテーブルへと移ってしまった。

　カイザーが彼らを警戒したのは、嫉妬以外のなにものでもない。

　しかしラナは、「お姉さん、すみません！」と弾んだ声で店員を呼び寄せ、注文を始めており、カイザーの気持ちにはまったく気づかぬ様子である。

　いつになれば、彼の想いは届くのか……。

　気の毒なカイザーに、イワノフたち三人は同情しつつも、面白がる気持ちは消せず、それはニヤニヤとした口元に表れてしまっていた。




「美味しかった～。肉、最高！」とラナが満足して食堂を出たのは、一時間ほど経った頃である。

「次はどこに行こうか？」と歩きながら問いかけたラナに、右隣のオルガが「燻製工場が気になりますね」と硬い顔をして答える。

　その後ろにいるイワノフが「そうじゃな」と頷けば、ラナはパチンと手を合わせ、嬉しそうに振り向いた。

「イワノフには止められるかと思ったのに、意外だわ。みんなベーコンが好きなのね。今からお土産買いに行く？　今夜中に食べちゃうかもしれないけど」

　はしゃぐラナに「違います」と指摘を入れたのは、オルガである。

「燻製工場は気になりますが、ベーコンを買いに行くわけではありません」と侍女に淡々と否定され、ラナは首を傾げた。

「じゃあなにしに行くのよ？」

　するとイワノフがやれやれと言いたげな顔をして、説明してくれる。

「資料を思い出してくだされ。この領地に謎の皮膚病が発生したことが問題ですぞ。我々はそれを調査せねばなりません」

　イワノフの言う通り、資料には謎の皮膚病について書かれていた。

　領主にそれについて質問状を送れば、すぐに政府に回答書が届いたそうだが、原因は調査中であり、しばらく時間が必要とのことであった。

　しかし、それから一年ほどが経っても、調査中というばかりで、ちっとも原因が判明しない。その間も患者は増え続けるばかりで、政府は、この問題についての重要度を引き上げたというわけだ。

　ラナも資料は読み込んでいるので、このアダモビッチ侯爵領に入った目的が、皮膚病の調査であることは理解している。それでもまだ、イワノフの言わんとしている意味がわからず、今度は首を逆側に傾げて聞き返した。

「うん、そうだけど……燻製工場となんの関係が？」

「皮膚病はこの町の北側で発生しているそうじゃ。去年の夏に初めての患者が出て、現在までにその数は八十人にまで増えておると書かれておりましたな」

　そこまで言われて、ラナはやっとお土産のベーコンから頭を切り離すことができた。

「そっか。工場の位置や建設された時期と、皮膚病の発生状況が一致しているのね……」

　眉を寄せて深刻そうに呟くと、北へ延びる道の先を見つめ、頷いた。

「わかったわ。北側に宿を取りましょう。そこを拠点に、工場と周辺を調査するわよ」

　仲間たちに指示をする彼女は、堂々として、少々偉そうな顔つきに見える。

　すると、すかさずカイザーにツッコミを入れられてしまった。

「さっきまで食い物のことしか頭になかった奴が、なにかっこつけてんだよ」

　鼻で笑う彼にムッとしつつも、頬を赤らめたラナは負けじと言い返す。

「う、うるさいわね。カイザーだって工場と皮膚病の関係性に気づいていなかったくせに」

「お前と一緒にするな。俺は食事中からすでにわかっていた」

「嘘だよ。だって私と、カツレツの最後のひと切れを巡めぐって取り合ったじゃない。かっこつけてるのはどっちなのよ」

　始まったふたりの口喧嘩を、いつものことだと受け流し、三人は平然と北へ向けて歩き出す。

　その後ろをついていくラナとカイザーは、「アホが」「アホって言う方がアホなんだよ！」と子供のような言い争いを続けている。

　なにぶん負けず嫌いのふたりなので、まだしばらくは、口論を楽しむつもりでいるようだ。




　それから二日後の正午過ぎ。

　北側の大通り沿いの宿屋に宿泊しているラナたちは、イワノフの部屋に集まってヒソヒソと密談中である。

　二階の窓から見えるのは、南側に比べて質を落とした簡素な住宅街と、町外れに立つ大きな燻製工場。

　青空にそびえる二本の煙突からは、モクモクと灰色の煙が吐き出されていた。

　ラナとオルガはベッドに腰掛け、イワノフは椅子に座っている。カイザーとグリゴリーは立ったまま、皆でこれまでの調査結果について話し合っていた。

「資料に書かれていた通り、謎の皮膚病はこの北側のみに発生していた」と言ったのはカイザーだ。

　グリゴリーが懐からサッと取り出して広げたのは、この町の地図。そこに赤い点がいくつもちりばめられていて、カイザーが説明を加える。

「患者のいる家に印をつけてみた。工場に近いほど、罹り患かん率が高いのが一目瞭然だ」

　真剣にそれを見ているラナが、カイザーに続いて口を開く。

「私は患者の症状を調べたわ。肌が赤紫にただれ、ひどいものは火傷やけどのように皮がむけていた。範囲は全身。とりわけ手を患っている人が多く、衣服に覆われている部分は症状が控えめなようね」

　ラナの報告を補足するのは、並んで座るオルガである。

「姫様の仰った症状を、図書館の医学書で調べたところ、化学熱傷だと思われます。薬品によるかぶれや火傷です」

　顎髭をしごきつつ、皆の報告を聞いているのはイワノフだ。

　丸眼鏡の奥の瞳を鋭くした賢者は、「わしは工場近くの水質と土壌を調べておった」と話し出した。

　試薬を使ってイワノフが調査した結果、ヤバメゾール、ハダアレルニウム、ナン化ワルイン酸が検出されたという。その三つを合成すれば、幻覚興奮作用のあるハイジンテキシンという劇薬が作れるらしい。

　イワノフの説明に目を見開いたラナは、思わず立ち上がって声を荒らげた。

「中央政府が禁止している麻薬じゃない！」

　外に聞こえると危惧したカイザーが、ラナを抱えるようにして口を手で塞ぐと、声を低くして報告を追加する。

「燻製工場の経営者は、町一番の豪商イブシゲル。傲慢な嫌われ者らしい。しかも、工場には――」

　患者の分布図を作成していた時に町人から聞いた話では、燻製工場には人相の悪い男たちが出入りし、煙突からは夜中まで煙が上がっているそうだ。

　それはカイザーとグリゴリーが、その目で確かめ、裏付けた情報でもある。

　もがくようにしてカイザーの手から逃れたラナは、会話が外に漏れないよう、今度は気をつけて意見した。

「決まりね。イブシゲルが悪の親玉で、密かに工場内で麻薬を作らせているのよ。確かな証拠を掴んで、早くアダモビッチ侯爵に処罰させなければ！」

　ラナは王都の式典や宴で、これまで何度もアダモビッチ侯爵と顔を合わせている。いつも朗らかで人付き合いが上手な、四十五歳の紳士だ。侯爵の周囲はいつも笑い声に満ちており、彼を嫌う貴族はいないだろう。

　アダモビッチ侯爵の、人のよさそうな笑顔を思い浮かべているラナは、悪党が潜んでいることを教えてあげなければと意気込んでいた。

　一方、オルガは浮かない顔をして、独り言のようにポツリと呟く。

「侯爵はなぜ、燻製工場を放置しているのでしょう……」

　その言葉でオルガに振り向いたラナは、目を瞬かせて首を傾げる。

「それは、皮膚病と工場の関係にまだ気づいていないからでしょ？」

　侯爵が関係性に気づいているなら、とっくに悪党どもを捕まえて工場を閉鎖しているはずである。

　そう思うラナには、オルガがなぜそこに疑問を持つのか理解できずにいた。

　するとイワノフが「よっこらせ」と椅子から立ち上がり、丸眼鏡のブリッジを押し上げて言う。

「それもじきにわかることじゃろう。まずは皆で工場見学と参ろうかの」

「うん！」

　力強く頷いたラナは、右手をぐっと握りしめ、やる気を瞳にみなぎらせる。

（工場の秘密を暴いて、皮膚病に苦しむ可哀想な民を、私が救ってみせるわ！）




　それから一行は宿を出ると、まっすぐに燻製工場へ向かった。

　工場は石積みの壁の頑丈そうな平屋の建物で、床面積は民家が二十棟も入りそうなほどに広い。敷地の周囲には鉄柵が張り巡らされ、東側にある門以外の場所からは、立ち入りできない様子であった。

　開放されている門の前には、頬に刀傷のある若い男がひとり、暇そうに木箱に座っている。

　門番と思しき彼に近づいて、イワノフが声をかけた。

「工場見学をさせてもらいたいんじゃが、責任者に取り次いでもらえんかの」

「見学……？　ベーコンを買いに来たんじゃねぇのか？」

　男が問い返したところをみると、これまでそういった来訪者はいなかったのだろう。

　木箱から立ち上がった門番は、イワノフとその後ろの四人を、不審者を見るような目でじろじろと眺めている。

　それでイワノフが懐から銀貨を一枚取り出し、男に握らせると、好々爺の如き笑顔を作って言った。

「わしらは遠い田舎町から来た食肉加工業者じゃ。後ろの者たちはわしの工場の従業員。この町のベーコンの評判を聞いて、燻製技術を学ぼうと遥々やってきたんじゃよ。取り次ぎを頼みます」

　手の中の銀貨を見た男は、迷いを顔に表していたが、「あいにくだが――」と断ろうとしている。

　そうはさせまいとするイワノフが、今度は金貨をチラつかせ、「見学が終わった後には、お礼に渡そうかの」と目を逸らして独り言を呟いた。

　すると金貨につられた門番は、急に愛想のいい顔をする。

「旦那、少し待っておくんなせぇ。ちょうど中にイブシゲルさんがいるんで、伝えてきやす」

　門番は走って建物に入っていき、数分すると、小太りで目が細い男を連れて戻ってきた。

　五十歳くらいと思われるその男はワインレッドの立派な上着を着て、襟をシルクや宝石で飾り、金持ちであることが一目でわかる格好をしている。

　簡素な装いのラナたちを一いち瞥べつした男は、フンと鼻を鳴らすと、「私がイブシゲルだ。食肉加工業者というのはお前たちか？」と横柄な態度で問いかけてきた。

　ラナは作り笑顔を絶やさないよう気をつけているが、内心穏やかではない。

（悪党のくせに堂々としてるわね。こっちは麻薬密造の秘密に気づいているのよ。今すぐギャフンと言わせてやりたいわ……）

　そのように、心の中ではすでに臨戦態勢に入っているのだが、証拠を掴むまでは我慢だという意識も忘れてはいなかった。

　けれどもラナの努力の甲斐もなく、見学の交渉をすれば、イブシゲルはあからさまに迷惑顔をする。

　そして「部外者の立ち入りは禁止だ。さっさと田舎町に帰れ」と冷たく言い放ち、背を向けてしまったのだ。

　その不ぶ躾しつけな態度にラナは鼻の付け根に皺を寄せたが、ここで怒りをぶつけても見学させてもらえるわけではない。

　それで機転を利かせ、隣にいるカイザーに大きな声で話しかけた。

「ほら、だから言ったじゃない。同業者はライバルだもの、見学は断られると思うわよって」

　するとラナの狙いをすぐに理解したカイザーが、話を合わせる。

「よっぽど見せたくない、特別な秘密の製法があるんだろうな。それだけはわかった。この工場について知りたがっていた仲間たちに、そう伝えておくか」

「そうね。秘密にしたいことがあるらしくて見せてくれなかったと、あちこちで話すことにするわ」

　工場内に戻ろうとしていたイブシゲルが、ピタリと足を止めたのは、おそらくマズイと思ってのことだろう。

　燻製方法を秘密にしているという情報だけなら、どこで話されても彼が困ることはない。しかし、それ以外になんらかの隠し事をしているという噂が広まれば、麻薬密造に気づかれる発端となるやもしれず、イブシゲルにとっては危うい事態だ。

　金貨に目が眩くらんだ門番も、ラナたちに加勢してくれる。

「親方、見せといた方が……。なぁに昼間ならなにも問題は……」と、イブシゲルに顔を寄せてヒソヒソと話す声が微かに聞き取れた。

　大きく息を吐いたイブシゲルは、肩越しに振り向くと、仕方ないと言いたげな顔をしてラナたちに声をかけた。

「いいだろう。私が案内するからついてくるがいい。ただし、勝手な行動を取ったら追い出すからな」

　イブシゲルは前を向いて、止めていた足を進める。

　目配せし合ってニヤリとしたラナたちは、彼の後について工場内に入ることに成功した。

　分厚い玄関扉を開ければ、短い通路がまっすぐに延びている。その左右には木目のドアがあり、事務室と従業員休憩所と書かれていた。

「こっちだ」とイブシゲルが正面にある両開きのドアを開けたら、そこは広々として、スモークの香りが立ち込めている。白い煙で視界は少々霞んでいた。

　従業員は男性ばかりで、五十人ほどいるだろうか。大きな作業台に向かい、生肉を塩水で洗っている者や、大きな窯かまにひたすら薪まきをくべる者。燻製用のウッドチップを手押し車にのせて運んでいる者や、完成したベーコンを紙に包んで木箱に詰めている者もいた。

　フロアに区切りはなく、大勢の男たちが同じ空間で様々な工程の作業をしている様子が確認できた。

　作業台や積み上げられた木箱、塩水樽や大窯の間を縫って歩きつつ、イブシゲルが煩わしそうな口調で説明を加える。

「窯は全部で八つ。ウッドチップはクルミ、ブナ、メープルの三種類のブレンドだ。燻製時間は……」

　せっかくの解説だが、ラナたちが本当に知りたいのは燻製方法ではなく、麻薬に関してである。イブシゲルの言葉を聞き流し、どこかに麻薬密造の証拠がないかと、忙しなく目線を動かして探す。

　すると、ラナが柱の陰に怪しげな甕かめを見つけた。

　周囲に白い粉がこぼれているので、これはもしや麻薬の原料かとハッとしたが、よく見ればただの塩である。

　今度はカイザーが、作業台の陰でなにやらこそこそと怪しげな動きをしている男を見つけた。

　隠れて麻薬を調合しているのでは……と一行は息をのんだが、その男はベーコンを作業着のポケットや懐に詰め込んでいて、くすねて帰ろうとしているだけのようであった。

　ラナの可愛らしい眉間に皺が寄る。

（おかしいわ。みんな、黙々とベーコンを作っているだけじゃない）

　そう思い、「普通すぎてつまらないわ」とカイザーに話しかければ、「シッ」と人差し指を立てて注意される。ふたりのすぐ前を、イブシゲルが歩いているからだ。

　ラナの失礼な感想はどうやらイブシゲルの耳に届いてしまったらしく、振り向いた彼にジロリと睨まれた。

「当たり前だ。燻製工場など、どこも似たようなもの。うちに秘密の製法などはない。わかったなら、もう帰れ」

　煩わしそうな顔に、傲慢な口調。それを腹立たしく思うより、今は帰れと言われたことに正直な不満をぶつけてしまう。

「なにも収穫なしで帰れないよ。そうだ、玄関の横に事務室があったわよね。その中も見せてもらえないかしら？」

　胸の前で指を組み合わせたラナは、小首を傾げてお願いする。

　精一杯、愛らしくしたつもりであったが、イブシゲルは若い娘の頼みだからといって聞くような男ではないらしい。ますます顔をしかめられ、「事務室には大事な交易台帳をしまっているんだ。よそ者を入れるわけないだろ！」と怒鳴られた。

　さらに悪いことには、ラナたちの頭から爪先までに視線を流したイブシゲルに、「お前たち、本当にただの食肉加工業者なんだろうな……？」と疑われてしまう。

　麻薬密造を探ろうとしていることに勘づかれては、こちらが困ることになる。

　怪しまれてギクリとしたラナであったが、イブシゲルの視線が急に壁際に移ったと思ったら、「こら、なにをしている！」と誰かを叱り始めた。

　その方向にラナが振り向けば、イワノフが集団から離れ、ひとりだけ窓際にいるのが見えた。

　工場内は日中でもランプを使用し、十カ所ほどある窓は全て閉められた状態である。その窓はガラスがはめ込まれておらず、両開きの板戸で塞がれていて、その留め具を外したイワノフが、外気と日光を工場内に取り入れていた。

「勝手に開けるな！」と駆け寄ったイブシゲルに、イワノフは顎髭を撫でつつ呑気に答える。

「すまんの。年寄りには煙がきつくて、新鮮な空気を吸っておった。そうカッカしなさんな。体に悪いぞ」

　ホッホと笑うイワノフに、イブシゲルのこめかみがピクピクと震えている。

　そうかと思ったら、今度は別の方を向いた彼が、「や、やめんか！」と慌てたように声を荒らげた。

　オルガが作業台の下の収納扉を勝手に開けて、中を調べているのだ。

　拳を振り上げて走ってきたイブシゲルから、オルガを守るように立ちはだかったのはグリゴリー。

　彼は体格に似合わぬ柔和な笑顔で、イブシゲルを落ち着かせようとする。

「申し訳ありません。この子が隠れんぼをしたがりまして。子供のしたことですから、どうか大目に見てやってください」

『私は子供じゃない』と反論したくなるのをぐっとこらえたオルガは、「わー、この工場、隠れるところがたくさんあって面白ーい」と棒読みで話を合わせている。

「そういえば、なぜ子供連れなんだ？」と今さらながらに首を捻るイブシゲルであったが、今度はオルガとラナが鬼ごっこを始めたので、それに慌てていた。

　ふたりは積み上げられた木箱を崩し、麻袋の中のウッドチップをぶちまけ、吊るされたベーコンの下をドタバタと駆け抜ける。

　ついに堪忍袋の緒が切れたイブシゲルが、「野郎ども、こいつらを外につまみ出せ！」と叫んだら、強こわ面もての従業員が三十人ほど集まってきた。

　ラナたちは今は暴れるつもりはなく、されるがままに大人しく、門の外まで追い出される。

　鉄の門を音を立てて閉め、さらに鍵までかけたイブシゲルが、「二度と来るな！」と怒鳴りつけて背を向けた。足を踏み鳴らすようにして、従業員たちと一緒に建物内に戻っていく。

　それを見送ったラナたちは、がっかりしてすごすごと宿屋へ引き揚げる……のではなく、敷地を囲う鉄柵に沿って進みながら、ヒソヒソと次の作戦を企てていた。

　イワノフが「どうやら日の高い間はベーコンを作っているだけのようじゃの」と言えば、オルガが頷く。

「収納庫や麻袋、木箱の中にも麻薬やその原料が隠されてはいませんでした。夜になったら、別の部屋から出してくるのでしょう。証拠を掴むには、夜に忍び込むしかありません」

　ラナは顎に手を添えて眉を寄せつつ、意見する。

「私は事務室が怪しいと思うのよね。交易台帳があると言ってたけど、それってベーコンのものだけじゃないと思うの。麻薬取引に関する台帳を手に入れたいわ」

　その時、先頭を歩いていたカイザーが、「あったぞ」と足を止めた。

　なにがあったのかというと、侵入できそうな場所である。

　敷地を囲う鉄柵は高さが四メートルほどもあり、先端は槍やりのように尖っていて、やすやすと越えることはできない。麻薬密造はおそらく夜中の作業なので、静かな時間帯に飛び越えたり、梯はし子ごをかけたりすれば、物音に気づかれる可能性がある。日中とは違い、工場周囲の警戒も厳重であることだろう。

　それで、こっそりと侵入できそうな場所がないかと探していたのだ。

　カイザーが見つけたのは、鉄柵の一本が、おそらくは動物の糞尿で腐食し、折れてできた隙間である。

　成人男性は無理だが、子供や細身の女性なら、潜り込むことができそうに見えた。

　となると、オルガとラナしか、ここからの侵入は無理である。

　オルガは戦いは不得手なので、万が一を考えると行かせられない。

　一方、ラナなら、剣の腕が立つので見つかったとしても簡単には捕まらないはずだが……大勢の男たちに囲まれて、無傷で逃げ切れる保証はない。

　王女ひとりに侵入役をやらせるわけにはいかないと、誰しもが思うところであった。

　けれどもラナは目を輝かせ、「私が行くわ！」と早くも張り切っている。

　それを無視したカイザーが、「ここは無理か」と諦めて歩き出せば、ムッとしたラナが広い背中に向けて声を大きくした。

「なんでよ！　どう考えても私が適任じゃない。侵入役をやらせてよ！」

　慌てて振り向いたカイザーに、「馬鹿、聞こえるだろ」と口を押さえられたラナだが、それでもまだフゴフゴと文句を言い続けている。

　そんなふたりを見守るイワノフは、なにやら難しい顔で考え始めた。

「姫様を危険にさらすわけにもいかんし、全員で荒々しく踏み込めば、証拠を隠滅されるおそれがあるからの……」

　しばらくその場に佇み、ブツブツと独り言を呟いていたイワノフであったが、とりあえずの結論が出たようで、皆に向けて口を開く。

「他に侵入経路がないか、ひと回りして確かめたら引き揚げるとしようかの。現時点では情報が足りん。見張りの人数と配置、夜の状況を見て、作戦を立てるのが賢明じゃろう」




　それから半日ほどが過ぎ、町の民が寝静まった夜のしじまに、ふくろうの鳴き声が聞こえている。

　宿屋を出たラナたちは、工場の鉄柵越しに中の様子を、かれこれ一時間ほど窺っている。

　予想していた通り、夜間は日中より警備が厳重でなかなか侵入できないでいた。

　錠を下ろした門の前には門番が三人いて、鉄柵内の建物の周囲を、五人の男がランプを手にゆっくりと巡回している。

　工場の窓は変わらず木戸が閉められているが、隙間から漏れる明かりで、辺りの様子はぼんやりと確認できた。

　ラナたちは鉄柵の外側の草木に身を隠しながら、声を潜めて相談している。

「やっぱり、私がひとりで行くしかないでしょ！」と興奮気味に囁いたのはラナだ。

　二メートルほど先には、彼女なら潜り込める小さな鉄柵の隙間がある。

　それは最初にカイザーが見つけた、あの場所だ。

　あれから鉄柵を隈なく確認したが、見張りに気づかれずに侵入できそうな場所は、そこ以外に見当たらなかった。

　警備の隙をついて梯子をかけられるならいいのだが、五人の見張りは一カ所でじっとしているのではなく、建物周囲をグルグルと歩き回っているので無理だと判断した。

　早く侵入したくてウズウズしているラナであったが、誰もそれをいいとは言ってくれない。

　そんな鼻息の荒いラナを宥めつつ、オルガが「今夜は諦めて、アダモビッチ侯爵の力を借りた方がいいのではないでしょうか？」と皆に意見した。

　領主命令を盾に夜の工場に踏み込めば、危険を冒すことなく証拠を得られるというのだ。

　しかし、イワノフに難色を示される。

「皮膚病と工場の関係は、少し調べればわかることじゃ。だが、領主は無関心なほどに放置しておる。それはなぜゆえか……」

　それは、オルガも不思議に思っていたことである。

　神妙な面持ちのイワノフを見てオルガはコクリと喉を鳴らし、「侯爵もグルだということですか？」と恐る恐る問いかけた。

　カイザーとグリゴリーも、後ろでハッとした顔をしている。

　けれどもラナだけは、「まさか」と笑った。

　アダモビッチ侯爵は、どんな貴族にも好かれる人徳者である。他の四人は侯爵と面識がないから疑うのかもしれないが、ラナは宴の席で楽しく会話したことが数回あった。その時の朗らかな侯爵の顔を思い出すと、疑う気になれないのだ。

　イワノフも侯爵が麻薬密造に関わっているとは言わず、オルガの問いに首を横に振る。

「今の時点では、敵か味方か判断できん。だからこそ、我々だけで証拠を掴まねばならん」

　万が一、侯爵がイブシゲルの仲間であった場合、こちらが疑っていることを話してしまえば、踏み込む前に麻薬密造の証拠を消されてしまうだろう。

　賢者の目には、その可能性が見えているようであった。

　結局、どうやって潜り込もうかという、もとの問題に戻される。

　目の前を見張りが九十秒ほどの間隔で通り過ぎ、ラナたちはただ身を潜めるのみ。

「休憩や交代で、巡回が途切れる時間があればよいのじゃが……」

　イワノフは好機を信じて待つしかないと決めている様子だが、ラナは辛抱するのがつらくなり、腰に差している剣をぎゅっと掴んだ。

（じっとしているのは嫌いよ。私ひとりなら難なく入れるのに、どうして反対するのかしら。この私が、ヘマするはずがないじゃない……）

　ついに、ラナのウズウズがピークに達する。

　それに気づいたオルガが、「姫様、厠かわやに行きたいのですか？」と勘違いをして問いかけた。

「違うわよ！」と怒りつつも頬を赤らめたラナであったが、すぐに緊張感を取り戻して息を潜める。ランプを手にした見張りの男が、目の前を通り過ぎたからだ。

　その男が去ってすぐ、ラナはパッと草陰から飛び出すと、鉄柵の欠損箇所に身を滑り込ませ、勝手に工場の敷地内に入ってしまった。

「馬鹿、戻ってこい！」と慌てたカイザーが柵越しに片手を伸ばしたが、ラナは捕まらないように素早く鉄柵から離れる。

「大丈夫。みんなはここで待機していて。私は絶対に捕まらないけど、万が一の場合は大声出すから、その時は門番をぶっ飛ばして助けに来てね」

　小声の早口でそう言うや否や、ラナは体勢を低くして壁際に走り寄り、足音を忍ばせて建物の裏へと進む。

　どこから建物内に入るつもりかというと、窓である。

　窓を塞ぐ両開きの木戸には内側から留め金がかけられているが、日中、イワノフが一カ所だけこっそりと外し、侵入経路を確保していた。外気を吸うふりをして『勝手に開けるな！』とイブシゲルに怒鳴られた、あの窓である。

　前後に見張りが歩いているので、そのランプが照らす範囲に入らないよう気をつけつつ、ラナは目当ての窓までたどり着いた。

（いよいよね。この緊張感がたまらないわ……）

　隙間からわずかに明かりの漏れる木戸をそっと開ければ、積まれた木箱に遮られて工場内は見渡せない。

　日中、鬼ごっこをするふりをして崩したたくさんの木箱を、窓からの侵入に気づかれぬように、ここに積み上げたのは、カイザーとグリゴリーであった。

　周囲を素早く確認したラナは、身軽に窓から中に入り、そっと木戸を閉める。

　そして木箱の陰から顔だけを覗かせて、工場の様子を窺った。

（思った通りね……）

　工場内の様子は日中と大きく変わっていた。

　作業台の上にあるのは肉の塊かたまりではなく、ガラス瓶や天秤、数種類の粉が山盛りとなった銅製の容器である。

　従業員は日中より人数を増やし、七十人ほどが手袋とマスクをして、怪しげな作業に従事していた。

　イブシゲルの姿がないのは、指示を出した後は自宅に帰り、夜は普通に寝ているためだと思われた。

　どこからかツンとした臭いが流れてきて、ラナは思わず口と鼻を手で覆う。

　臭いの源を見れば、昼間はウッドチップを熱していた窯に、今は大鍋がのせられ、植物の根のようなものをグツグツと煮込んでいた。

（毒性のある成分が空気中に漂っているんじゃないかしら。長居はできないわね。早く証拠を手に入れて脱出しないと、苦しくなりそうよ……）

　ラナの狙いのひとつ目は、麻薬そのものである。

　ここが麻薬密造工場であるという、これ以上の証拠はないだろう。

　隠れていた木箱の陰からランプの明かりの下にそっと出たラナは、身を低くして、右前方の大樽の後ろに移動する。

　すぐ近くを男たちが行き来しているので、いつ見つかってもおかしくない状況であった。

　ラナの鼓動は振り切れそうに高鳴るが、それを嫌な緊張感だとは思わず、恐怖心もない。口元は緩やかに弧を描き、瞳を挑戦的に輝かせ、彼女は明らかにこの状況を楽しんでいた。

　積み上げられた麻袋や、鉱石を積んだ手押し車の後ろ、山のような薪の陰など、あちこち移動を繰り返したラナは今、男たちが向かい合わせに立ち並んでいる作業台の近くにいる。

　天井を支える太い石柱のみが彼女を隠していて、背中側はガラ空きだ。

　ほんの一馬身ほど後ろには、火にかけられた大鍋をかき混ぜている男がいるので、振り向かれたら確実に見つかることだろう。

　そんな危うい状況でも、ラナが怯むことはなかった。

　よく言えば度胸があり、悪く言えば無鉄砲。

　柱の陰にしゃがんで顔だけ覗かせた彼女は、作業台の上を注意深く観察する。

（あれが完成品の麻薬、ハイジンテキシンじゃないかしら……）

　男たちは手のひら大の茶色い薬瓶に、計量した白い粉末を入れて、コルクの栓をしている。それを、それぞれの足元に置かれた木箱に詰める作業をしていた。

　なんとか、薬瓶の一本を手に入れたいと企むラナは、柱の陰から体の三分の二を出して、手前の男の足元に向け右手を伸ばす。

　と、その時……男がラナの方に顔を向ける気配がした。

　慌てたラナが素早く柱の陰に身を隠したら、今度は後ろで大鍋を混ぜている男が大きなクシャミをしたので、肩をビクつかせる。

（スリル満点ね。楽しいけど、心臓が壊れてしまいそうだから、次で絶対に、あの瓶を手に入れなくちゃ……）

　音に出さずに深呼吸したラナは、気を引きしめ直して再チャレンジする。

　作業台の男に気をつけつつ、柱の陰から精一杯、右手を伸ばし……ついに木箱の中の薬瓶を掴むことに成功した。

（よし、やったわ……！）

　見つかることなく無事に証拠を入手したラナだが、ホッと息つく暇はない。

　薬瓶を懐にしまうと、今度は出入口のドアに向けて移動を始めた。

　慎重に物陰を渡り歩いて両開きのドアまでたどり着き、少しだけ開けて、玄関へと続く通路の様子を窺う。

（誰もいないようね……）

　わずかな隙間に体を滑り込ませるようにして通路に出れば、そこは壁掛けランプに火が灯されておらず真っ暗であった。

　壁伝いにラナが目指したのは、玄関ではなく、その横にある事務室である。

　事務室の中には交易台帳があるとイブシゲルが言っていたので、それも手に入れたいとラナは欲張る。

　交易台帳には取引先が書かれているはずで、芋づる式に麻薬に関わる者たちを摘発できるのだ。

　事務室のドアの隙間に光が見えないので、中には誰もいないと思われる。

　それで警戒心を緩めたラナは、躊ちゅう躇ちょなくそのドアノブを引いた。けれども、鍵がかかっており、開けることはできない。

（まぁ、大切なものがしまってある部屋は、施錠されていて当然よね……）

　納得して頷くだけで、それに関してラナが困ることはない。

　横髪を留めていたヘアピンを外した彼女は、それを伸ばしてから先を少し曲げて加工すると、鍵穴に差し込んでカチャカチャと動かし始めた。

　ラナの頭には、幼い日の思い出が蘇よみがえる。

　子供の頃の彼女はあまりにもお転婆が過ぎ、城を勝手に抜け出したりもしたので、父親である国王に、時々お仕置き部屋に閉じ込められていた。

　その部屋は、暗くて狭い。

　最初は出してもらえるまでシクシクと泣いていたラナであったが、いつからか自力で脱出できるようになった。ドアの鍵穴にヘアピンを差し込んでいじっているうちに、鍵開けの技術を習得したのだ。

　盗人のような特技なので決して自慢できないけれど、こういう場合は役に立つ。

　わずか数秒で鍵を開けたラナは、事務室に侵入することに成功し、右手を握りしめてニヤリとした。

　中に入れば、もう一段階、闇が濃くなったように感じる。窓のない部屋なので、月明かりさえも差し込まないのだ。

　これでは交易台帳を探すことができない。それで彼女は、腰にぶら下げていた小型ランプをマントの下から取り出すと、火を入れることにする。

　通路は無人で、ドアに鍵もかけた。

　きっと見つからないだろう、と考えての判断だ。

　オイルランプにポッと火が灯れば、暗がりに慣れた目には眩まぶしく感じられる。

（さあ、交易台帳を探すわよ！）

　狭い室内は、それほど動き回れるスペースはなく、家具は執務机とテーブルセット、書棚がふたつだけである。

　ラナは書棚に収められていた本や書類を引っ張り出して床に広げ、机の引き出しも全て開けて中のものを確かめた。

　しかし、出てくるのはベーコンに関するものばかりである。

　部屋の真ん中に佇む彼女は、顎に手を添えて「うーん」と唸る。

　自分ならどこに隠すか、と考えているのだ。

　ランプの明かりを掲げるようにして部屋を照らし、ゆっくりと回転するラナは、半周したところでピタリと足を止めた。

（あそこじゃないかしら……？）

　そう閃ひらめいて近づいたのは、ドアから最も遠い壁にかけられた一枚の絵である。

　事務的で殺風景な部屋の中で、有名画家の高価な風景画だけが異質であった。

　ランプを執務机の上に置き、その額縁を両手で掴んでそっとずらせば、壁に窪くぼみがあることに気づく。

　そこには鼠ねずみ色の表紙に挟まれた分厚い台帳が置かれていて、ラナは喜び勇んで手に取った。

　タイトルは書かれていないが、表紙を開けばすぐに、【ハイジンテキシン】の文字が現れる。

　ふたつ目の証拠品、交易台帳を手に入れてニンマリとした彼女であったが、直後にそれは苦笑いへと変わる。

（私も昔、大事な手紙を額縁の裏に隠したことがあるのよね。悪党と思考回路が一緒だなんて、ちょっと嫌だわ……）

　その手紙とは、カイザーからのものである。

　城を抜け出したラナが、カイザーを連れて旅に出たのは、ふたりが九歳の時。

　王女が行方不明になったことで城は大騒ぎとなり、二日後に捜索部隊によって連れ戻された後は、ひと月ほどカイザーに会うことを禁じられたのだ。

　あのお仕置きは、ラナにとって、どんなことよりつらいものであった。

　たちまち元気をなくした彼女は、食事も喉を通らなくなる。

　それを見て心配した執事が、内緒で手紙の受け渡し役を申し出てくれたのだ。

　あの時にカイザーとやりとりした十数通の手紙は、まだ彼女の部屋の額縁の裏に隠されたままである。

【ラナに会えなくて俺も寂しい。毎晩夢にお前が出てくる】と書かれた手紙は、恥ずかしいので誰にも見せられない、秘密の宝物であった――。

　左手で交易台帳を抱えたラナは、右手の人差し指で頬をかく。

　手紙を読んだ当時の、歓喜した気持ちまで思い出し、なぜかくすぐったくなっていた。

　しかし、懐かしい思い出に呑気に浸ってもいられなくなる。

　ドアの外から物音が聞こえ、ラナはハッと振り向いた。

　慌ててランプの火を消そうとしたが……その前に鍵とドアが荒々しく開けられて、見つかってしまった。

　ランプを手にドア口に立っているのは、イブシゲル。

　なにかやり忘れを思い出して工場に来たのか、それともこの時間帯にいつも現れるのかはわからないが、ラナがピンチに陥ったのは間違いない。

「お前は、昼間の娘!?」と目を見開いたイブシゲルは、ラナの手に交易台帳があるのに気づくと、焦りと怒りを顔に表す。

「おのれ……怪しい奴らだと思ったが、やはりただの食肉加工業者ではなかったんだな」

　ギリリと歯噛みした彼は、作業場の方を向いて大声で呼びかける。

「野郎ども出てこい！　侵入者だ。取っ捕まえろ！」

　ラナの背中に冷や汗が流れる。

（こんな狭い場所では、剣を振り回せないわよ……）

　これはマズイと焦る彼女であったが、考えるより先に体が動いていた。

　目の前にあったテーブルを踏み台にして、出口を塞ぐように立つイブシゲルに、飛び蹴りを食らわせようとする。

　それはかわされてしまったけれど、イブシゲルが横にずれたことで退路が開け、ラナは通路から玄関、さらに外へと逃げ出した。

　胸には麻薬入りの薬瓶、左腕には交易台帳をしっかりと抱えている。

　そのまま門の外まで走ろうとしたが……剣や鉄の棒で武装した門番が三人も待ち構えており、加えて門には錠が下ろされている。

　このまま直進すれば、後ろから追ってくる作業員の男たちと門番に挟まれてしまうため、ラナは左へと進路を変えた。

　ここに潜り込んだ時の鉄柵の破れ目以外に、脱出可能な場所はない。

　そう考え、建物に沿って敷地内を回るように走るラナの後ろには、「待ちやがれ！」と男たちの怒声が聞こえる。

　作業員の男たちも剣やナイフなどを手に武装しており、その数は五十名余り。

　王城騎士であるカイザーと日頃から稽古している彼女なので、そんじょそこらの悪党よりは断然強いと思われるが、さすがにこの人数を相手にするには無理がある。

　ひとたび剣を交えたら最後。たちまち集団に囲まれて捕らえられるのは、わかりきったことであった。

（逃げるのは性に合わないけど、今は、ひたすら走るしかないわね……）

　全力で駆けるラナの前方には、見回りをしていた警備の男がふたり、剣を手に待ち構えているのが見えた。

　ふたりなら大丈夫だと判断した彼女は、「邪魔よ！」と走る速度を緩めずに、腰の剣を抜く。

　左手が台帳で塞がれているので、剣を操るのは右手のみ。走る力も利用して、男ふたりを一撃で薙ぎ払った彼女はやはり、王女とは思えないほどに強い。

　けれども数メートル先に、残りの警備の男三人が待ち構えているので、ラナは舌打ちしたくなる。

　さらに悪いことに建物の裏手から、角を曲がって二十人ほどの男たちが現れたので、ラナは目を見開いた。

　作業員の男たちの三分の一ほどが、逆回りで追いかけてきたのは予想外である。

（あと少しで、抜け穴まで行けたのに……）

　足を止めざるを得なくなったラナは、たちまち八十人ほどの男たちに取り囲まれる。

　剣を振って威い嚇かくしても、背中を鉄柵に当てているこの状況では、万事休すと表現するしかない。

　ラナとしては、難なく証拠を手に入れて無事に仲間たちのもとに戻り、『だから大丈夫だって言ったじゃない』と得意顔をしたかったのだが……その計画は諦めるしかないようだ。

「カイザー！」と叫んだ彼女の声が、ひんやりとした夜風を切り裂くように響く。

　するとその直後に、「呼ぶのが遅い！」と文句を言う彼の声が近くに聞こえた。

　ラナが叫ぶより先に、カイザーとグリゴリーが救出に走り出していたようだが、その姿はまだ鉄柵の外である。これでは助け出すことも、戦うこともできないだろう。

　カイザーが、「グリゴリー！」と部下に呼びかけた。それだけで上官の意図を瞬時に理解したグリゴリーは、膝に両手を当てて前屈みになり、カイザーに背を向ける。

　数歩の助走をつけたカイザーは、大男であるグリゴリーの背を踏み台にすると、夜空に高く飛び上がった。

　四メートルほどの槍のように尖った鉄柵を、ひらりと飛び越え、ラナの目前に降り立ったカイザーは、着地の衝撃にわずかに顔をしかめつつもすぐさま剣を抜く。

　ラナを背中に守り、襲いかかる大勢の男たちにひとりで立ち回る彼は、焦りはないようだが余裕もない顔をしていた。

「カイザー……なんか、ごめんね」

「まったくだ。無鉄砲にもほどがある。俺がどんな気持ちで待っていたと思ってるんだ！」

　鉄柵の外で待機している間のカイザーの様子は、ラナにも簡単に想像がつく。

　まずは、先ほどのように鉄柵を飛び越えてラナを追おうとし、イワノフに止められたと思われる。

『大胆な侵入方法では、間違いなく見つかる。証拠を隠され、先に入ってしまった姫様も危険にさらすことになるぞ』

　おそらくそのように諭されて、ラナを信じて待つしかなくなったのだろう。

　そして、ラナが建物内に入ってから三十分ほどの間ずっと、イライラハラハラし続けていたに違いない。

　ラナのすぐ後ろは、鉄柵である。

「姫様」と小声で呼びかけられて振り向けば、オルガとイワノフが柵の向こうにいた。

　頷いたラナが手に入れた証拠二点をイワノフに渡したら、グリゴリーが大きな声で言う。

「皆さん、柵から離れてください！」

　辺りに地響きのような唸り声が響く。グリゴリーは足が地面にめり込むほどに踏みしめ、鉄柵を掴む両腕に、浮き立つ筋が切れそうなほどの渾こん身しんの力を込めると、なんと鉄柵を歪ませるようにして押し倒してしまった。信じられないほどの怪力である。

「すごい！　グリゴリー、かっこいい！」とラナが目を輝かせたら、カイザーが不愉快そうに眉間に皺を寄せた。

　それくらい自分だって……と言えないことが、悔しそうだ。

　工場の男たちは全員が目を見開いており、後ずさりする者が現れて、カイザーとラナを囲う輪が広がった。

　けれどもすぐに男たちの後ろから、イブシゲルの怒声が飛ぶ。

「お前ら、なにを尻込みしているんだ！　工場の秘密が外部に漏れたら、全員、縛り首だぞ。死にたくなければ、こいつらを始末しろ！」

　脅しのような檄げきを飛ばされた男たちは、武器を握り直して雄叫びをあげ、再びラナたちに襲いかかる。

　動ける範囲が広がったので、彼女もカイザーと背中合わせの姿勢を取り、今は完全に焦りの引いた心で剣を振るった。

　グリゴリーも参戦し、持ち前の怪力で男たちを次々と薙ぎ払う。

　カイザーはやけに気迫をみなぎらせて、容赦なく敵勢を地に伏せていく。

　その様子を不思議に思ったラナが、戦いながら「どうしたの？」と彼に問いかける。

「こいつら下っ端なんだから手加減してやってよ。法の下で裁きたいし」

「うるせぇな……もっと他に言うことあるだろ」

　カイザーが冷静に戦えずにいるのは、おそらく先ほど、ラナがグリゴリーを褒めたためであろう。ラナに自分もかっこいいと言われたい……その気持ちが戦い方に表れてしまっていた。

　トカゲの隠密一族もどこからともなく現れて、戦況はあっという間に逆転し、ラナたちが優位に立つ。

　ひとりだけ戦いには参加せず、後方で口だけ出していたイブシゲルが、旗色が悪くなったのを感じ取ったのか、うろたえ始めた。

「な、なんなんだこいつらは。泣く子も黙る荒くれ者の一味を雇ったというのに、子供のように遊ばれているじゃないか……」

「まさか……」と呟いたイブシゲルは、その後に続く言葉を口に出せずに青ざめた。

　ラナたちがあまりにも強いので、もしや中央政府から派遣された調査官かと、疑ったのだろう。

　その顔に焦りがありありと表れた、その時……。

「なにを騒いでいるのだ！」という怒声が響いて、皆が声の方に注目した。

　倒れた柵を跨またいで戦いの場に現れたのは、数十人の護衛を従えた、中年の紳士である。

　護衛兵のひとりがランプの火を松たい明まつに移したから、辺りは急に明るい光に包まれた。

　少々垂れ目で鼻の大きな細身の紳士は、アダモビッチ侯爵。

　その顔を見たラナは、すぐに誰であるかに気づいたが、侯爵の方はわからないようである。

　王都から遠いこんな場所で、しかも平民服を纏って乱闘騒ぎの渦中にいるのだから、王女だとは思わないのであろう。

　イブシゲルを含めた工場の男たちは、領主が駆けつけたからといって、これ以上取り乱すことはなかった。ただ、どうしたものかと戸惑い、戦いの手を止めている。

（ルーモン伯爵は領民に舐められていたけれど、アダモビッチ侯爵の力は、しっかりとこの町に浸透しているようね……）

　たちまち大人しくなった男たちを見て、ラナはそんな風に解釈し、侯爵に頼もしさを覚える。

　宴の場では物腰が柔らかく、常に朗らかな侯爵であったが、今のように厳しい顔つきもできるようだ。

　もう剣は不要だと判断して鞘に戻したら、イワノフが静かに歩み寄り、ラナに顔を寄せた。

「姫様、まだ侯爵には――」と、なにかを進言しようとしたイワノフであったが、アダモビッチ侯爵の厳しい声が響いたので、ラナの注意が逸れてしまう。

「イブシゲル、状況を説明せよ！」

　その命令に、あたふたと領主に駆け寄ったイブシゲルは、侯爵の顔色を窺うようにして話し出す。

「実は、燻製工場に侵入者が現れまして。その者たちはおそらく……」

　イブシゲルの口からの説明では、事実を歪められ、こちらが悪者扱いされてしまうとラナは危惧した。

（そうはさせないわよ……）

　三馬身ほど離れた位置にいるイブシゲルを、キッと睨みつけたラナは、左右に立つカイザーとイワノフに命じる。

「アレ、やってしまおう。言い逃れはさせない。悪党をきっちり成敗してやるんだから」

　カイザーは頷いてすぐに行動に移そうとしているが、イワノフは「もう少し成り行きを見た方がよろしい」とラナに意見する。

　止める理由はなんなのか……。

　目を瞬かせたラナであったが、イワノフの小声の助言は、カイザーの耳まで届かなかったようである。

「者ども、場所を開けろ！」と勇ましい声を響かせた彼は、剣先を周りの男たちに向けて、数歩下がらせる。

　ラナの周囲が丸く開けたら、グリゴリーが駆け寄って素早く赤絨毯を敷いた。

　邪魔にならないよう、草木に身を隠していたオルガもパッと飛び出してきて、ラナの早着替えを手伝った。

　これまでと違うのは、イワノフのファンファーレがなかなか鳴らないことだろう。

　難しい顔をした賢者は、なにかを懸念している様子であったが、もう流れを変えられないと気持ちを切り替えたようだ。

　皆に遅れること数秒して、懐から黄銅製のラッパを取り出し、夜空にファンファーレを響かせた。

　豪華なティアラとドレスを纏い、変身を終えたラナは、とりわけ成敗する気が満々だ。

　偉大なる王女としての気品を、この時とばかりに溢れさせ、優雅な身のこなしで赤絨毯を進む。

　たっぷり十秒ほどかけて端まで歩くと、足を止め、辺りをゆっくりと見回した。

　男たちは、なにが起きたのかわからずにポカンとしていたり、驚き固まっていたりする。

　この場にいる全員の視線が集まる中で、ラナを隣で守るカイザーが、懐から銀のメダルを取り出し、空に掲げた。

　松明に照らされた王家の紋章は神々しく輝いて、ファンファーレがやむと、彼が静寂の中に厳しい声を響かせる。

「我らに仇なす者たちよ。薄汚れた目を開いて、この獅子の紋章をしかと確かめよ。このお方は、恐れ多くもアレクサンドル二世国王陛下のご息女、ラナスタシア・ミツクニー・ミトロニア王女殿下であらせられるぞ。頭が高い、控えおろう！」

　驚きに呆然としていた男たちが、ハッとした顔をして、次々と慌ててひれ伏していく。工場の作業員も領主の護衛兵も、イブシゲルも、全員がだ。

　ラナたちが中央政府の回し者ではないかと勘づいていたようなイブシゲルも、まさか王女だとは微塵も思わなかったようで、真っ青な顔をして震えている。

　アダモビッチ侯爵は驚きに息をのんでいたが、すぐにラナに駆け寄り、二メートルほどの距離を置いて片膝をつくと、頭を下げた。

「このような場所に、王女殿下がお越しになるとは思わず……大変なご無礼をいたしました……」

　その口調には焦りと、どう切り抜けるかと思案しているような間が感じ取れた。

　謝罪する侯爵に、ラナは「顔を上げてください」と柔らかな声をかける。

「事前の連絡なしに突然押しかけまして、わたくしも失礼いたしました。騒ぎを起こしたことも謝罪いたしますわ。でもそれは、やむ得ない事情があってしたことですの」

　前置きを話したラナは、イワノフに指示をして、侯爵に証拠品を見せた。

　説明を加えるその表情は、少々得意げである。

「これがなにか、おわかりかしら？　中央政府が禁止している麻薬、ハイジンテキシンと交易台帳よ。この工場で麻薬が製造されている様子を、わたくしはこの目で確認いたしました」

　侯爵が顔をしかめたのは、どういった心境からなのか。

　きっと、麻薬密造に対する怒りと、それを指摘されるまで気づけなかった己の未熟さを悔いているのではないか……そう解釈したラナは、気の毒に思って慰めの言葉もかけた。

「日中は燻製工場として確かに稼働しておりましたもの、見抜けないこともあるでしょう。仕方ありませんわ。あなたを責めるつもりはありません」

　王女が微笑みかければ、侯爵はホッとしたように表情を緩めたが、すぐに険しい顔を取り戻して立ち上がると、斜め後ろに振り向いた。「イブシゲル！」と厳しい声で呼びかける。

「は、はい……」

　倒された鉄柵近くで土下座しているイブシゲルは、恐る恐る顔を上げ、縋すがるような目を領主に向けている。

　拳を振り上げ、足を踏み鳴らし、態度にもわかりやすく怒りを表したアダモビッチ侯爵は、青ざめる工場経営者を怒鳴りつけた。

「我を欺き、麻薬を密造していたとは許しがたき悪行だ！　厳しい取り調べの後には、全財産没収の上、死刑あるものと覚悟せよ！」

「そ、そんなっ!?」

　目玉が飛び出しそうなほどに驚いているイブシゲルは、慌てて立ち上がると、喚わめくように反論しようとする。

「あまりにもご無体な仕打ちではありませんか！　私は侯爵様の――」

「ええい、黙れ黙れ、この悪党め！」

　イブシゲルの叫びを、それよりも大きな声で遮った侯爵は、間髪いれずに護衛兵に命じる。

「工場経営者とその一味を、全員ひっ捕らえよ！」

　たちまち辺りは騒がしくなる。逃げようとする工場の男たちを、護衛兵が追いかけ捕らえて、怒声や叫び声で耳を塞ぎたくなるほどだ。

　拘束されて連れていかれるイブシゲルも、必死になにかを叫んでいるが、騒ぎの中ではその声を、聞き分けることができなかった。

「三つめのミッション、クリアだね！」

　夜空に伸び上がったラナが、スッキリした顔で笑う。

　そんな彼女にカイザーは、「お前には冷や冷やさせられたけどな」と不満をぶつけた。けれども彼の口角も上がっていて、一件落着とばかりに気を緩めているようだ。

　グリゴリーは赤絨毯を丸めて後片付けに入り、オルガは交易台帳を開いて興味深げに読み耽ふけっている。

　そのように、すっかり問題は解決したという空気が流れている中、なぜかイワノフだけはまた難しい顔をしていた。

「王家の紋章を見せつけるのが、早かったかの……」

　アダモビッチ侯爵は、建物の玄関の方へと歩きながら、護衛兵に指示を出している。

　それを目で追う賢者は眉間に皺を寄せ、ボソリと呟いたのであった。




　それから三時間ほどが経ち、邸宅内には穏やかな朝日が差し込んでいる。

　ここは町の中心に建つ、アダモビッチ侯爵邸である。

　朝から晩餐室に通されたラナたち五人は、侯爵と共に長方形のテーブルを囲んでいた。

　目の前には晩餐会並みのフルコースが出され、夜通し活躍して空腹だったラナは、豪華な食事に舌鼓を打つ。

　角を挟んだラナの右隣に座るのは侯爵で、同じ料理を口にしながら、しきりにラナに話しかけていた。

「北側に発生した皮膚病につきまして、私も頭を悩ませておりましたが、原因がまさか、あの工場であったとは。ご指摘いただくまで少しも気づかず、お恥ずかしい限りです」

　自じ嘲ちょう気味に笑ってみせた侯爵は、ワイングラスに口をつけ、それから礼も述べる。

「これで皮膚病に苦しむ民を救えます。王女殿下には感謝してもしきれません。ささ、どんどんお召し上がりください。そちらの大柄な騎士殿もご遠慮なく。お代わりもございます」

　身なりを平民服に戻しても、素性を明かした後なので、ラナはがっつくことなく上品に銀のカトラリーを操っている。

（いいことをして感謝されるのは、気持ちがいいわね……）

　饒じょう舌ぜつな侯爵が何度もお礼を言うため、次第にラナはいい気分にさせられていた。

　舌平目のムニエルを笑顔で食す彼女に、今度は褒め言葉が湯水の如く浴びせられる。

「それにしましても、王女殿下自らが各地を調査されているとは驚きました。危険を顧みず正義のために戦われるとは、なんと崇高な志をお持ちなのでしょう！」

「わたくしには心強い仲間がついておりますもの。危険だとは思いません。できないこともありませんわ」

「さすがは王女殿下。美しく聡そう明めいなお方であるのは、かねてより存じておりましたが、勇敢でもあらせられるとは！　感服いたしました。ミトロニア王国の未来は明るい。王女殿下がいらっしゃる限り、王家は無敵でございますな」

「そんなに褒められるほどの活躍はしておりません。恥ずかしいですわ」と謙遜しつつも、ラナはオホホと貴族的に笑い、なかなか楽しそうである。

　魚料理に続いて、口直しのシャーベットが出された。すると、それまで口数の少なかったイワノフが、「ところで……」と侯爵に話しかける。

「わしは王都で裁判を担う者であります。罪人の弁明も聞くのが信条。食事の後、牢の中のイブシゲルと話をさせてもらえますかな？」

　イワノフの向かいはラナで、ふたりに挟まれている席がアダモビッチ侯爵である。

　真顔の賢者に問いかけられた侯爵は、一瞬の戸惑いを見せ、視線を外した。

「そ、それは……」

　マズイと言いたげな顔をしたのは、どんな理由からなのか。

　けれども侯爵は、すぐに視線をイワノフに戻すと、眉尻を下げて残念そうに言葉を返す。

「高名なる王立大審院長のお申し出、恐悦至極に存じます。ですがあいにく、イブシゲルは――」

　侯爵の説明によると、イブシゲルが狂ったように暴れて取り調べることもできず、今は鎮静剤で眠らせているそうだ。持続時間の長い強力な鎮静剤のため、丸二日は目覚めぬという話であった。

「ほう、そうでしたか」

　身振り手振りを交えた侯爵の説明に、イワノフは口角を上げて頷いていたが、目の前の溶けかけたシャーベットに意識を戻そうとはしない。

　作り笑顔をスッと消すと、丸眼鏡の奥の瞳を鋭くして、侯爵を追い込もうとする。

「それでは、交易台帳を拝見するとしましょうかの」と言ったのは、この屋敷に入る際、証拠品を確かめたいと言われて、侯爵に取り上げられてしまったからである。

　イワノフはまだ全てのページに目を通してはいない。「取引先を把握し、そちらも調査せねばなりませんな」と言って、侯爵に交易台帳を渡すよう要求した。

　賢者に静かに攻め込まれた侯爵が、言葉に詰まった様子で唸り声を漏らしている。

　しかし、すぐに焦りを消して笑顔を作ると、こう切り返してきた。

「我が領地内で起きたことにございます。こちらで全て調査してから、中央政府に結果をご報告いたします。大審院長殿のお手を煩わせることではございません」

「王女殿下、それでよろしいですか？」と侯爵が左隣に問いかけたのは、イワノフとの会話を終わらせようとしてのことだろう。

　シャーベットを誰より早く食べ終えたラナの前には、メイン料理の『牛フィレ肉とフォアグラのロッシーニ』がちょうど出されたところである。

　心の九割を好物の肉料理に支配されている彼女なので、「いいんじゃないかしら」と適当な返事をし、温かな料理を口に運んだ。

（フォアグラの濃厚な旨みとしたたる肉汁が絡み合って、絶妙なハーモニーを奏でているわ。ああ、夢心地……！）

　料理に夢中なラナに、イワノフがやれやれと言いたげなため息を漏らしたら、右隣に座るオルガが、晩餐室に入ってから初めて口を開いた。

「すみません」となぜか、壁際に控えているこの屋敷の執事を呼び寄せ、紙とペンを要求したのだ。

　不思議そうな顔をしつつも、初老の執事は晩餐室を出ていって、すぐに頼まれたものを持ってくる。

　お礼を言って受け取ったオルガは、皆の注目の中で、真っ白な紙に細かな字を書き込んでいった。

　数分して「できました」とペンを置いた彼女は、イワノフにそれを渡して淡々と説明する。

「交易台帳にあった麻薬取引先の名簿と、出荷量、売買金額及びその日付です。書き出したのはここ三カ月分ですが、あの台帳に記されていたものは、一文字も漏らさずに再現できますので、必要なら仰ってください」

　そういえば、イブシゲルが連行されていった時、オルガは工場の敷地内で交易台帳を読み込んでいた。

　超人的な記憶力を持つ彼女がいれば、手元に実物がなくても困ることはないのだ。

　イワノフは渡された名簿を見て、微かに口の端をつり上げると、横目で侯爵を見る。

「おや、高額取引先の中にひとりだけ女性がおりますな。ソフィア・シュワルツ……アダモビッチ侯爵は、この者をご存じですかな？」

「さ、さあ……私の知らない名前ですな」

　とぼけ顔をしている侯爵は、赤ワインをひと口飲むと、「なんてうまいワインなんだ。非常に味わい深い」と感嘆している。

　二杯目だというのに、今その感想を言うには違和感がある。

　話を逸らしたい様子の侯爵であったが、その企みは、オルガによって阻止されてしまった。

「私の記憶によりますと、二年前の六月十日、アダモビッチ侯爵家の長女ソフィア様が、隣国に嫁いでおります。今の姓はシュワルツ。台帳に記されていたお名前と同じです」

　皆の疑惑の視線が、アダモビッチ侯爵に向いている。

　侯爵を信じて疑おうとしなかったラナも、そこまで説明されては気づかないはずもなく、食事の手を止めて、右隣に真顔を向けた。

「麻薬の輸出先が、あなたの娘だというの？　どうして？」

　隣国の事情は、詳細まで正確に伝わってこないが、シュワルツ家に関していい噂を聞いたことがない。

　娘をそんな家に嫁がせたのは、麻薬密売のルートを作る目的があってのことでは……。

　そう推測したラナは眉を寄せ、訝しむように侯爵を見る。

「まさか――」

　確信に触れようとしたラナの言葉を遮ったのは、侯爵だ。

「め、滅相もございません！　私はもとより、娘も無関係でございます。台帳の名は、きっとなにかの間違いです」

　両手を胸の前で振り、慌てて否定した侯爵は、それから自分が密造に関与していないことを証明してみせると言う。

「アレをご覧いただければ、必ずや疑いを晴らせます」

「アレってなにかしら？」と興味を示したラナが、「いいわ。見せてもらいましょう」と硬い表情のままで頷いた。

　弁明の余地を与えられた侯爵は、いくらかホッとした顔をする。そして提案を重ねた。

「はい、ぜひとも。ですが……大きく重たいものでございまして、別室に移動せねばなりません。ですからその前に、デザートまで済ませてしまいませんか？」

　侯爵はぎこちない笑みを浮かべつつ、この辺りは養蜂が盛んで、美味しい蜂蜜が採れるのだと話し、ラナの興味を引こうとする。

　その蜂蜜を使った絶品スイーツを、王女殿下一行に召し上がってもらいたいのだと。

「美味しい蜂蜜を使った、絶品スイーツ……」

　ラナは肉だけではなく、甘いものも好物である。

　とろりとした黄金色の蜜が、日の光を浴びて輝く様を想像していた。

　よだれが出そうになって、慌てて飲み込むと、「わかったわ。デザートを食べてしまいましょう」と澄まし顔を作って言った。

　左隣ではカイザーが、『まったくこいつは……』と言いたげに、呆れのため息をついている。

　しかし、意外にもイワノフは黙って頷き、ラナに同意しており、侯爵が〝アレ〟と言った証拠が先だとは言い出さない。

　これ幸いと、わざとらしいほどの笑顔を作った侯爵は、場の雰囲気を明るいものに戻そうと画策する。

　領内で採れる蜂蜜の素晴らしさを、とうとうと語ってから、壁際に控えている執事に指示を出した。

「モロゾフ、我が家自慢のドックヤックプディングを皆様にお出ししなさい」

　すると、モロゾフと呼ばれた初老の執事が、驚いたように目を見開いた。

「だ、旦那様、それは――」となぜか戸惑っており、それを侯爵が笑顔のままで叱りつける。

「早くしなさい。王女殿下をお待たせしては申し訳ないだろう」

「は、はい。かしこまりました……」

　執事が晩餐室から出ていくと、食事を中断していたラナたちは、目の前のメイン料理の続きに戻る。

　そして皆の皿が空になったら、侯爵自慢の蜂蜜を使ったデザートが運ばれてきた。

　執事と若いメイドが、客人の前に美味しそうなプディングを並べていく。

　ガラス鉢に盛られた薄黄色のプディングは、動かすとふるふると震え、滑らかでとろける食感なのが伝わってくる。生地に蜂蜜を練り込んであるそうだが、上にもたっぷりとかけられていて、苺やブルーベリー、ミントの葉で可愛らしく飾られていた。

「さあ、王女殿下、皆様、我が家の伝統料理、ドックヤックプディングをお召し上がりください」

　にこやかにそう言った侯爵自身は、それに手をつけず、紅茶を飲みながら横目でチラチラとラナを観察している。

　彼女は「まぁ、綺麗で美味しそうね！」と目を輝かせ、添えられている木のスプーンを手に取った。そしてプディングをすくい、口に運ぼうとして……隣からカイザーに、スプーンもガラス鉢も奪われた。

「あっ、なにするのよ。返して！」と怒るラナに、彼は大きなため息をつく。

「お人好しにもほどがあるだろ。アホか。気づけ」

「え……なにを？」

　甘い蜂蜜に魅了され、判断力を欠いてしまった彼女が目を瞬かせていると、イワノフが「アダモビッチ侯爵」と呼びかけた。その声は、静かな怒りに満ちている。

「なにゆえデザートにだけ、木き匙さじが添えられているのか、ご説明願いましょうか」

　前菜からメインまで、全ての料理に銀のカトラリーが用意されていた。

　それなのに、プディングだけ木製のスプーンで食べさせようとすることに、どんな意図があるのか……。

　賢者はその答えがわかっていながら、あえて尋ねているようである。

　侯爵はたちまち青ざめて、手に持つ紅茶のカップを震わせる。けれども笑みを崩さずに、まだなにかをごまかそうと言い訳を始めた。

「我が家では、デザートには木匙をつけるのが習わしなのです。この方が蜂蜜の甘みとまろやかさを、より感じられるものでして……」

　明らかに様子のおかしな侯爵に、やっと疑心を取り戻したラナも、今は冷たい視線を向けている。

　苦し紛れの弁解を、信じる者は誰もいない。

「ほう、習わしとな」とクツクツと笑ったイワノフは、その直後に、法廷の壇上の椅子に座った時のような厳しい顔つきになる。

　賢者の目にははっきりと真実が見えているようで、木製のスプーンが出された本当の理由を、侯爵に代わって説明した。

「嘘はいけませんな。プディングに入れた毒が銀と化学反応を起こし、スプーンを変色させてしまうからじゃろう」

「そそそ、そんなことはございません！」

　どんなに否定しようとも、証拠を見せつければ認めざるを得ないだろう。

　イワノフは、腰に下げている小さな布袋の中から銀のスプーンを取り出した。

　それをプディングに差し込み、引き上げて見せる。

　すると……プディングに触れた部分だけが青白くなり、最終的に鉛色に変化した。

　イワノフが厳しい声色で、侯爵にとどめを刺す。

「この変色の仕方だと、混入されているのはタベルナ草の種子に含まれる、ソクシニンが主成分の毒薬じゃな。これでもまだシラを切るおつもりか？」

　目を泳がせ、額に汗を滲ませる侯爵であったが、その顔つきが突如として、焦りから怒りへと変わる。

　ガタンと椅子を鳴らして立ち上がり、数歩下がると、ドアに向けて声を張り上げた。

「出会え、出会えー！　王女だろうと構わん。今ここで亡き者にすれば、国王にまで話は伝わらないはず。こいつらをひとり残らず、斬り捨てるんだ！」

　ドアの外には屋敷の護衛兵が待機していたようで、すぐにドカドカと十人ほどが駆け込んでくる。

　ラナたちは一斉に立ち上がり、戦闘態勢を取る。

　オルガとイワノフをテーブルの後ろに下げ、カイザーとグリゴリーが並んで前へ。

　ラナは皆の中心で、カイザーから渡された剣を抜いていた。

（真の黒幕はアダモビッチ侯爵だったのね。私を騙した上に、命を取ろうなんて、絶対に許さないわ……）

　けれども……剣が交わることはなかった。

　兵士たちは、抜いた剣を絨毯敷きの床に投げ捨てると、片膝をついて王女に頭を下げる。

　戦う気が満々であったラナもカイザーも、これには拍子抜けして目を瞬かせるばかりだ。

　ひとり慌てているのは侯爵で、退避していた窓際から声を荒らげる。

「なにをしている!?　斬り捨てろと命じただろう。おい、モロゾフ、兵士どもに剣を拾わせろ！」

　呼びかけられた執事は、ドア近くの壁際に、姿勢正しく佇んでいる。

　その瞳には落胆の感情が色濃く表れ、主人に向けて無言で首を横に振った。

「モロゾフ!?」

　従順であった執事の思わぬ反抗に、侯爵は目を見開いて動揺している。

　主人の呼びかけを無視した執事は一歩前に出ると、ラナに向けて一礼してから、落ち着いた声で話し始めた。

「アダモビッチ侯爵家に仕えて四十余年。主人と苦楽を共にして参りました。旦那様の罪は私の罪。どんな厳しい処罰も受け入れる覚悟でございます」

　毒を盛ろうとしたことを素直に認めた執事は、哀愁漂う初老の瞳に王女を映し、自身への極刑を予想している様子。その覚悟がある上で、誠実に懇願する。

「清廉なる王女殿下、どうかこの地に生きる民をお救いくださいませ。麻薬で繁栄したいとは、誰も望んでおりません。どうか古き良き時代の暮らしをもう一度……」

　そう言い終えた執事は、深々とこうべを垂れ、その後は顔を上げることはなかった。

　領民を思っての願いに胸打たれたラナは、しっかりと頷くと、侯爵に振り向いて鋭く睨みつける。

　ビクリと肩を揺らした侯爵は、二馬身ほど離れた窓辺に、背中をつけるようにして立っている。その顔色は青白いのを通り越して石せっ膏こうのように白く、王女を恐れ、体を小刻みに震わせていた。

　ゆっくりとした歩みで窓辺に近づいたラナは、二歩の距離で足を止めた。そして侯爵の鼻先に右手の剣を突きつけると、凛とした声を響かせる。

「アダモビッチ侯爵、あなたに味方する者はもうひとりもいないわ。観念しなさい。わたくしが目にした悪行を、つぶさに国王陛下に報告し、法の下で裁きます。麻薬の製造及び密売は、重罪。覚悟して沙汰を待ちなさい」

　ラナの強気な瞳には、容赦なく悪を裁くという決意が表れていた。

　過去には楽しく語らい、信頼していた相手であったとしても、情けをかけるつもりはない。それは国家の秩序と平和を守るためであり、いずれ女王として君臨するのなら、時として非情にならねばならないのだ。

　全てを見破られ、厳しい言葉をかけられた侯爵は、苦しげに唸ると、膝から崩れ落ちる。

「仰せのままに……」

　両手と額を床につけて平伏し、ついに観念した様子であった。




　アダモビッチ侯爵を成敗してから二週間ほどが経ち、周囲の野山は紅葉が始まっている。

　ラナが王城に早馬の知らせを出したので、侯爵を連行するための兵や、領主不在の間、代理統治する政府関係者など、数十名が国王命令でこの地にやってきた。

　麻薬事件の完全解決にはまだしばらく時間が必要だと思われるが、事後処理については派遣されてきた者たちに任せることにして、ラナたちは侯爵領を出発した。

　国王から『すぐに戻れ』という命令も受けている。

　けれども王都に帰り着くまでは、もうしばらく自由な旅人気分を味わいたいとも思い、ラナは馬に乗らず歩いての帰還を選択した。

　アダモビッチ侯爵領を出て、休み休み、五時間ほどを歩いたら、西の空がうっすらと赤みを帯びてきた。そろそろ、今夜の宿を確保せねばならないだろう。

　近くに町がない時は、農家や牛飼い、きこりなどの民家に、金を払って寝かせてもらっていた。それさえも見つけられなければ、テントで野宿だ。この三カ月半ほどの旅で、テントの中で眠ったのは五度ほどあった。

　この辺りは牧草地で、茶色の毛をした牛が草を食んでいるのが見える。

　きっとそれほど遠くない場所に、牛飼いの家もあるだろう。

　それでグリゴリーが、「民家を探してきます」と道を外れ、牧草地に踏み入ろうとしたのだが、ラナに引き止められた。

「ねぇ、野宿しない？　今日は雲がないから星がよく見えそうよ」

　王都に帰れば、ラナに自由はなく、生涯において二度と野宿することはないだろう。今しかできないことをやっておきたいと、彼女は考えていた。

　その気持ちは口に出さずとも伝わったようで、皆が頷いてくれた。

　一行が野営場所に選んだのは、牧草地から北東に三十分ほど歩いた、湖のほとりである。

　半月形をした大きな湖は、周囲を森に囲まれ、真ん中に小島が浮かんでいる。静かで水は澄み渡り、夕暮れの光を映した湖面はなんとも美しい。

「素敵……」

　この景色を瞳に焼きつけようとするように、ラナはじっと見入っている。

　そんな彼女を気にしつつ、他の四人はテントを設営したり、薪を集めたりと、それぞれの役目を黙々とこなしていた。

　王都に入るまでには、まだ半月近くかかるのだが、旅の終わりを意識して、皆の胸には一抹の寂しさが込み上げる。

　すると、しんみりしてしまった空気に気づいたのか、ラナが景色を眺めるのをやめて、笑顔で振り向いた。

「ねぇ、カイザー！」と努めて元気な声で呼びかける。

　彼は細い丸太を骨組みにして、上に布を被せ、寝床となるテントをグリゴリーと共にこしらえていた。

　その手を止めて、夕日を浴びるラナを眩しげに見遣れば、彼女がおどけた声で言う。

「あの小島まで泳がない？　水が綺麗で気持ちよさそう。競争しようよ！」

「アホか。真夏でもないのに、風邪引くだけだ。日も暮れる」

　呆れ顔で正論を返されても、ラナの笑顔は崩れない。そう言われると、わかっていたからだろう。

「冗談だよ。ノリが悪いな」と文句を言った彼女は、「じゃあ……」と茶目っ気のある瞳を輝かせて要求を変えた。

「あとでお湯を沸かしてくれる？　髪と体を洗いたいわ。カイザー、私の沐浴、手伝ってね」

　すると彼の手から、テントの設営に使う麻紐が滑り落ちた。

「ば、馬鹿。湯は沸かしてやるが、沐浴の手伝いを男に頼むな。侍女がいるだろ！」

　たちまち顔を赤くし、動揺のあまりに語気を強めた彼に、イワノフたち三人のこらえきれない笑い声が響く。

　ハッとして、恥ずかしそうに皆に背を向けたカイザー。

　その背中に、「それも冗談なのに」という、ラナの明るい声がかけられる。

　しんみりと寂しげであった空気はどこへやら。最後は皆が笑っていられるよう、場の雰囲気を調整するのは、いつもラナの役目であった。




　夕食は、干し肉とジャガイモのスープだ。それにカチカチの乾パンを入れて、柔らかくしたものを口にする。

　質素なメニューでも、大自然の中で信頼の厚い仲間たちと食べれば、美味しく感じるものである。

　ラナが満足して食事を終えたら、辺りはすっかり夜となり、空にはたくさんの星が瞬いていた。

　カイザーを誘ったラナは、焚き火から離れて波打ち際まで歩き、肩を並べて立ち止まった。

　湖岸は白い玉石が敷き詰められたように広がっていて、そこに打ち寄せる波は控えめで穏やかだ。

　夕食前にオルガに手伝ってもらい沐浴を済ませたラナの髪は、まだ少し濡れている。

　秋の夜風は優しく吹いているが、「寒くないか？」と心配するカイザーに、彼女は「ちょっと寒い」とマントの前合わせを引き寄せた。

「だったら、焚き火の側に――」

　その提案を「やだ」と拒んだ彼女は、空を仰ぐ。

　紺碧の空には宝石よりもまばゆい星たちが、輝きを競い合うように瞬いて、なんとも美しい。

「綺麗ね。王都の夜空には、こんなにたくさんの星が見えないわ。ここの景色は王都よりもずっと素敵よ……」

　天に向け、感嘆の息をついたラナ。

　その横顔を見ているカイザーは、美麗な顔を微かにしかめた。「帰りたくないのか？」と問う声は、心配そうである。

　それを否定も肯定もせずに、彼女は上を向いたままで決意を述べる。

「私は王城に帰って女王になる。そこに少しの迷いもないわ。カイザー、大丈夫だからね」

「……ああ」

　ホッとしているようにも、残念そうにも聞こえる返事に、ラナの視線が彼に向いた。

「もしかして、私が女王になるのが嫌なの？」

「そんなわけないだろ。お前が王位に就かなければ、王太子殿下が次の国王だ。この国が混乱する様を見たくない。だが……」

「だが……なに？」

「いや、なんでもない」

　彼が湖へと視線を逸らしたのは、本心を悟られまいとしてのことなのか。

　けれどもラナには、カイザーの胸の内が見えたようで、彼に代わって口にする。

「私が女王になれば、今のような近い距離感でいられない。公務に追われて、ふたりで馬鹿言い合ったり、こうしてのんびり星を眺めることもできない。人前で軽口を叩くなんて、もってのほか。私が遠くに行っちゃうようで、それが嫌なんでしょ……？」

　ラナの言葉は、おそらく図星だったと思われるが、カイザーは怒りも照れもしない。ただ「答えねーよ」とボソリと呟いて、爪先で玉石をいじるのみであった。

　その態度をつまらないと思ったのか、彼女は頬を膨らませるが、直後に、なにか楽しいことを閃いたような顔をしてニッと笑うと、隣で腕組みをしているカイザーの片腕を掴んだ。

「なんだ？」と彼が問いかけても答えず、その腕を自分の肩に回しかけ、ラナは体をぴったりと彼に寄り添わせる。

「寒いから温めてよ」と微笑んだ彼女に、カイザーがうろたえた。

「ま、待て。マズイだろ。後ろの三人に気づかれたら……」

　星明かりの下では頬の赤みまでわからないけれど、彼の動揺はわかりやすく伝わってくる。焦ってラナの肩から腕を外そうとしている様子であったが、手首を両手で引っ張るように掴まれ、離れることを許してもらえない。

　なにを思って、ラナはこんなことをするのか……。

　それを図りかねて困り顔をするカイザーに、彼女はニヒヒと笑って言った。

「私と離れるのが嫌なんでしょ？　だからくっついてあげてるんだよ。もっと喜んで。それとも照れてるの？　よく一緒に沐浴した仲なのに、変なの」

「赤ん坊の頃の話してんじゃねーよ！　さては、お前……」

　カイザーがジロリとラナを睨んだ。

　どうやら、からかわれていることに気づいた様子で、力尽くで腕を外すと、彼女の両肩を掴んで向かい合わせに立たせた。

「な、なに？」と、次に戸惑うのはラナの番である。

　カイザーの切れ長の瞳に、初めて見る蠱こ惑わく的な光が灯り、急に男の顔をして色香を溢れさせるから、彼女は目を瞬かせている。

　ニッと口の端をつり上げた彼が、今まで聞いたことのない甘い声でラナを脅した。

「俺は乳兄妹である前に、ひとりの男なんだよ。からかいすぎたらどうなるか……覚悟しろ」

「……え？」

　肩にのせられている彼の手に、強い力が込められたと思ったら、ラナは唇を奪われていた。

　初めてのキスは、不器用なほどに強く唇を押し当てられ、すぐに離される。

　両肩を掴んでいた手も放されたが……ラナは目を丸くして、呆然と彼を見つめるのみ。

　しかし、すぐにハッと我に返ると、「急になにすんのよ！」と声を荒らげた。

「お前が悪いんだから、キスされても仕方ない。それに減るもんじゃないだろ。怒るなよ」

　フンと鼻を鳴らしたカイザーに、顔を火照らせたラナは、なおも文句をぶつける。

「減らないけど、逆に増えたわよ！」

「あ？　なにがだ？」

　おかしな苦情を言われて彼が首を傾げたら、彼女が急に声のトーンを下げ、ボソボソと恥ずかしそうに答える。

「カイザーとの、大事な思い出が……」

　そう言い終えた直後に、ふたりは同時に背を向けた。

　照れくさくてたまらない……そんな心の声が聞こえてきそうである。

　焚き火から離れ、夜の暗がりに紛れて近づいていたのはイワノフたちだ。

　会話の全てを盗み聞きしていた三人は、興奮を抑えきれない様子で顔を寄せ合い、ヒソヒソと囁き合う。

「ああ、もう、じれったい！　キスまでしておいて、どうして好きだと言えないんでしょうか！」

　普段の冷静さを失い、鼻息荒くそう言ったのはオルガである。

「男なら、あそこではっきりと告白すべきじゃったかのう」と同意しつつも、イワノフはカイザーの弁護もする。

「恋心を打ち明けたところで、相手は次期女王じゃ。結ばれることは叶わぬとわかっておるからこそ、言えんのじゃろう。気の毒にの」

　王族の婚姻相手にはいくつかの条件がある。そのひとつに、子爵以上の家柄の者でなければならないと、王室典範に明記されているのだ。

　残念ながら騎士爵しか持っていないカイザーは、ラナの夫となる資格はなかった。

「それでも自分は、おふたりの恋の成就を願ってやみません」と真面目に応援するのは、グリゴリーである。

「なにがあろうと自分はカイザーさんの味方ですから――」と熱く語るグリゴリーが、なぜか言葉を切り、急に眉を寄せた。

「どうした？」とイワノフに問いかけられたグリゴリーは、「あの、もしもの話ですが……」と真顔で相談する。

　ラナにキスしたことがきっかけで、カイザーの恋心のストッパーが外れているとしたら、今宵、我慢できずに夜這いを仕掛けるかもしれない。

　そうなったら自分はカイザーを止めるべきか、それとも見て見ぬ振りをするべきか、とグリゴリーは真剣に迷っていた。

　カイザーの忠実な部下である身と、王女を守る従騎士という役職。それと長らく旅を共にして、ふたりの恋路を温かく見守ってきた仲間としての立場から、もしもの場合にどうすればいいのか、わからなくなったようである。

　あらぬ心配をして、真面目に悩むグリゴリー。

　イワノフとオルガが思わず吹き出したら、その声が波打ち際のふたりまで届いてしまった。

「コラー！」

　盗み聞きされていたことに気づいた様子のラナの怒り声が、暗がりの中に聞こえた。

　と思ったら、玉石を踏んでこちらに駆けてくる、ふたり分の足音が響いた。

　慌てたイワノフたちは、焚き火の方へと走って逃げる。

　この調子で、旅はもうしばらく続くだろう。

　五人の賑やかな夜に、誰かの願いをのせた星がひとつ、湖に吸い込まれるように流れて落ちた。










女王に不可能なし




　ラナが長旅を終え、王都に帰還してから三カ月ほどが過ぎていた。

　年が明けて、王都にはチラチラと雪が舞い降りる。

　無事に、国王に課された三つのミッションをやり遂げたラナであるが、すぐに王位継承権を与えられ、女王即位に向けた話が始まるわけではない。

　これまで男性のみが有していた王位継承権を、女性にも与えるという法律に改正するためには、議会で三分の二以上の賛成を得ねばならないのだ。

　ラナの旅はあくまでも、改正案を通すための説得材料に過ぎず、今日も熱い議論が、王城の議事堂内で交わされていた。

「都合によって法改正すればいいという、悪しき前例になってしまいますぞ。軽々しく法律を変えるべきではありません！」

　とある伯爵がそう主張すれば、その後ろに座っていた子爵が別の意見を述べる。

「王女殿下の武勇伝は、もはや国中に広まっております。行動力、判断力、統率力が優れていらっしゃることがよくわかりました。他国には女王も存在しますし、私は法改正に賛成であります」

　するとその発言に対して、また別の貴族が異を唱える。

「他国が女王制をとっているからといって、それに倣う必要はない。我が国の伝統を守るべきだ！」

　扇状に広がるたくさんの席には、子爵以上で家督を持つ貴族男性が、テーブルを前にして座っている。その人数は、百二名。

　秋の終わりから春までの農閑期は、地方に住む貴族たちが家族と共に王都にやってきて、交流に勤いそしむ。その間は議会も、いつもの有力貴族だけではなく、爵位が低く財力のない末端貴族も参加可能であった。

　国中の貴族が集まっての議会は、過去、類を見ないほどに紛糾している。

　女王即位の法改正について、十日連続で話し合っているというのに、賛成と反対が半々といったところで、平行線の議論のぶつけ合いは過熱するばかりだ。

「性別より、適性で王位継承者を選ぶべきです！」

「貴殿は、王太子殿下が無能だと言われるのか？　少なくとも女よりは崇高な理念をお持ちのはず。頭の中がお花畑の女には、とてもじゃないが国政を任せられん！」

「あなたの方こそ、王女殿下を愚ぐ弄ろうしているじゃありませんか。女性蔑視は、ご自分の家の中だけにしてください」

　諸公らと向かい合うようにして、議事堂内の奥に並んで座っているのは、国王一家である。中心が国王で、右隣にラナ、左隣に息子である王太子が座っていた。

　普段は議事堂内に女性は立ち入り禁止であるのだが、この議題においてはラナが主役であるため、特別に参加を許されている。

　議論がやや脇道に逸れ、お互いを罵り始めた諸公らに、国王もラナもため息をつく。

　王太子は腕組みをして目を瞑つぶり、もしかすると眠っているのかもしれない。

「お父様、わたくしに発言の機会を与えてください」と彼女が申し出れば、国王が頷き、片手を挙げた。そうするとたちまち議事堂内は静かになり、ラナは立ち上がって綺麗な声を響かせる。

「わたくしが王位に就いたあかつきには――」

　教育と医療の充実、産業の発展に尽力することや、強大な力を持つ西の帝国との貿易摩擦を解消することなど、彼女は国の未来を真摯に想い、心を込めて演説する。

　その間、諸公らは黙って聞いてくれてはいるが、王太子を次の国王に推す者たちは、面白くない顔をしていた。

　それはおそらく、王女の優秀さがひしひしと伝わってきて、女性であること以外に文句のつけどころを見つけられないためであろう。

　スピーチを終えたラナは、国王を挟んで隣の席に座る兄を見た。

　相変わらず腕組みをして目を閉じている彼は、微かに頭を前後に揺らしている。

　どうやら、本当に居眠りしているようだ。

（国の行く末を決める大事な話し合いの場で、どうして寝ていられるのかしら……）

「お兄様！」と彼女が大きな声で呼びかけると、やっと王太子は目を開けた。

　隠すことなく大あくびをしたのは、議事堂内がやけに静かなため、本日の議会は終了したのだと勘違いしたからであろう。「あれ……？」と周囲を見回して、貴族たちの注目を浴びていることに気づくと、慌てて咳払いをしてごまかしている。

　そんな兄に軽蔑の視線を向けるラナは、ため息をついてから、その不真面目さを非難した。

「まさか、居眠りしていらっしゃったんですか？　お兄様ご自身も、大きく関わる問題ですのに」

　すると王太子は悪びれることなく、堂々とした態度で嘘をついた。

「妹よ、神聖な議事堂内で冗談を言うものではないぞ。議会中に寝ていられるものか。皆の話を聞きながら、思案していただけである」

「では、わたくしの演説を聞いていらっしゃったのですね。次はお兄様の番ですわ。王位に就いたらなにをなさりたいのか、はっきりとお考えを表明してください」

　椅子にふんぞり返るように胸を張った王太子は、「それはもちろんハーレ……」と言いかけて言葉を切った。

『まずはハーレム宮の建設だ』などと言い出せば、王太子派の貴族たちも呆れて、支持率を下げる結果になるのでは……。頭の中が美女とのイチャイチャ妄想でいっぱいになっていても、それくらいはわかるようだ。

　これまでにハーレム宮計画を何度も聞かされてきたラナなので、兄がなにを言おうとしたのか、理解している。その上で、これは兄を蹴落とすチャンスかもしれないと思い、とぼけた顔をして「ハーレ？」と問いかけた。

　すると王太子は、マズイと言いたげな顔をする。

　微かにざわつく貴族たちを前にして、なんとかごまかそうと目を泳がせる彼は、「ハーレ……」と二度繰り返してから、「ハーレックション！」とおかしなくしゃみをしてみせた。

「いやはや、鼻がむず痒い。空気が淀んでいるな。父上、休憩を挟んで換気してはいかがでしょう？」

　息子を情けなく思う国王は、黙って首を横に振り、ラナは心の中で毒づいた。

（能無し愚兄が……。それで切り抜けられたと思わないことね）

　しきりに鼻をこする兄に冷たい視線を向けつつ、彼女はつい、本音を口にしてしまう。

「公務は臣下任せで、色恋事に励むつもりでしょ？　スケベなお兄様が国王では、王家の信頼が地の底まで失墜するわ。下克上の末に首チョンパがオチね。それが嫌なら大人しく王位を譲り、私の庇ひ護ご下で遊んでいなさい」

「なっ……!?」

　これには王太子も驚き、気分を害した様子である。

　険しい顔でテーブルを叩いて立ち上がると、ただちに妹に反論した。

「俺様だって仕事しているぞ！　新年の祝賀行事の壇上で、民衆に向けて挨拶しただろう。近侍が書いた文章を読み上げただけだがな。昨日は書類五枚にサインもした。まだ目を通していないから、なにが書かれていたのか知らないけどな」

　自身の微々たる働きっぷりを恥じることなく主張した王太子は、『わかったか！』と言いたげにフンと鼻を鳴らし、今度はラナを叱る。

「妹の分際で無礼だぞ！　父上に次いで偉い俺様が、家臣に謀反を起こされるはずがないだろう。ちょっと遠出の視察に出向いただけで威張るんじゃない。もっと兄を慕い、敬いたまえ！」

　まばらな拍手が湧いたということは、王太子自らが無能っぷりを披露しても、まだ支持する貴族がいるということだ。

　もっと罵ってやりたい気分ではあるが、ここで兄妹喧嘩をすれば自分の価値を下げるだけだと、ラナは知っている。

　それで、「お兄様、失礼いたしました」と形ばかりに謝罪した。

「わかればいい」と王太子はすぐに着席したが、ラナはこれで終わりにする気はない。

　立ったままで、にっこりと品よく微笑んでみせた彼女は、議事堂内をゆっくりと見回して口を開いた。

「もうひとつだけ、発言させてくださいませ。皆様にどうしてもご覧いただきたいものがありますの」

　そう言って彼女が懐から取り出したのは、何十通もの手紙の束である。

　なんの手紙かと皆が不思議そうな目を向ける中で、ラナは一通を開封し、中の便びん箋せんを読み上げた。

「前略、麗しきマリアンヌ嬢。君の美しさに心を囚とらわれた私は、哀れな小鳥。どうかそのシルクの如き清純な手で、私を鳥かごから救い出しておくれ……」

　女性への恋文は、書き出しも中盤も、男心がポエムのように綴つづられている。

　ラナが読み始めてすぐに、王太子は「ワー！」と叫んで立ち上がったが、厳しい顔をした国王に「黙って座っていなさい」と叱られていた。

　その慌てっぷりでは、誰が書いたものなのかは言わずもがな。

　議事堂内にはザワザワと、動揺が広がる。

　それは、内容の恥ずかしさに対してだけではない。

【私が王位に就いたら、美しい君を城に迎えたい。心の準備をして待っていておくれ】

　手紙の最後は、そのように締めくくられており、宛名のマリアンヌ嬢が、突如としてお妃候補に名を挙げることになったためだ。

　しかし、マリアンヌ嬢は男爵家の娘で、身分は低く、領地も持たない末端貴族である。王族の婚姻相手の条件として子爵以上の家柄でなければならず、彼女を娶めとるのは法律上、不可能であった。

　これはどういうことかと、諸公らがざわつく中、王太子はテーブルに両肘をつき、頭を抱えている。

　前列に着席している有力貴族の公爵が、「王太子殿下は、男爵家の娘を娶られるおつもりですか？」と厳しい口調で質問した。

　それに答えるのは、冷や汗をかいている王太子ではなく、冷めた目をした王女である。

「いいえ、そうではございません。お兄様は他の立場を与えて、マリアンヌ嬢を城に迎え入れるおつもりです。それも彼女だけではなく、手紙の宛名に書かれております娘たち、全員を」

　全てがマリアンヌ嬢宛の手紙かと思いきや、宛先がそれぞれ別の娘だと聞かされ、質問した公爵も、他の貴族たちも驚き呆れている。

　ラナはさらに三通を開封し、読み上げた。

【愛しきアイリーン……】

【魅惑なフローレンス……】

【我がビーナス、ユリアナ……】

　内容は使い回しの似たような文章で、どの手紙の最後にも、城に迎えたいという王太子の希望が書かれていた。

　その女性たちの中には上級貴族の娘はひとりもおらず、貿易商や船会社など、商人の娘が多い様子。それはもちろん、ハーレム宮に愛人として囲うつもりでいるからだ。

「な、なぜ、届けるように命じたその手紙を、妹が持っているのだ……」

　青ざめた王太子が、独り言のように呟いている。

　一週間ほど前に、彼は手紙を届けるよう、近侍に指示をしていた。

　その会話を盗み聞きしたオルガが、ラナに報告し、ラナから国王に伝えられた。

　そして国王命令で、配達人が馬を出す前に手紙を差し押さえていたのだが、そんなことになっていたとは知らない王太子は、いつ返事が届くかとワクワクして待っていたことだろう。正真正銘のアホである。

　これまで愚かさを少しも自覚せず、常時、振る舞いだけは堂々とした王太子であったが、百二名の貴族の前で、浮わついた恋文を披露されては、さすがに恥じ入るようだ。中肉中背の身を縮こませ、顔を隠すように俯かせている。

　ラナも身内として恥ずかしく、兄の醜態を公にすることは本意ではない。

　けれども、これを利用しなければ、兄派の貴族たちを寝返らせることはできないと考え、手紙の束をテーブルに叩きつけると、声を大きくした。

「お兄様、ハーレム宮計画を断念していただけませんか？　お父様も反対しておいでです。城内の闘技場を潰して建設されると、兵士たちが訓練できずに困ります」

　ラナがはっきりと口にした〝ハーレム宮〟という言葉に、議事堂内はさらにざわつく。

「この国でハーレムなどと、前代未聞だ」と、ある公爵がかぶりを振れば、「女にかまけて国政を疎おろそかにされるのは目に見えておりますな」と、他の伯爵が言う。

「この前の宴で、領地内で一番美しい娘の名を尋ねられましたが、そういうことでしたか」と、ある子爵が暴露すれば、あちこちから「情けない」「失望した」との声があがった。

　非難の声は、これまで王太子を支持していた貴族たちの間からも聞こえてきて、どんどん不利な状況に追い込まれた彼は、オロオロと言い訳を始める。

「み、皆の者、落ち着きたまえ。手紙は、その、酔った勢いで書いてしまったものだ。戯ざれ言ごとというか、冗談というか――」

「あら、お兄様、冗談でしたの？　では、ハーレム宮は造らないと、ここで誓っていただけますか？」

「えっ!?　そんなことをしたら、長年の夢が……あ、いやその、なんだか暑いな。父上、やはり休憩を挟みましょう。くだらない話を続けても時間の無駄です。仕切り直して、別の議題を」

　とにかく不利な状況から逃れたい……という心の中の声がだだ漏れな兄に、ラナは心底辟へき易えきしてため息をつく。

（私だって、こんな話に時間を割きたくないわよ。それでもやらなくちゃならないの。この議題での議会は十日目よ。いい加減に女王即位の法改正を通したいわ……）

　それでラナは妥協案を持ちかける。

「多くの女性を愛したいというお兄様のお気持ちは、よくわかりました。それならこうしましょう。わたくしが女王に即位しましたら、城内にお兄様の愛人をふたりまで置くことを認めますわ。もちろん、正妻となられる令嬢が、それを許せば……の話ですけど」

　この国では、一夫一妻制が法に定められている。

　愛人を持てば非難の目で見られてしまうが、法律違反ではない。

　特に王家では過去、公こう娼しょうという国王の愛人を城に置いたことが、何代かあった。王位継承者となる男児を、妻が身籠もれなかった場合の、致し方ない習わしなのだ。

　思惑通り、ラナの提案に「本当か!?」と食いついてきた王太子は、それから顎に手を添えてブツブツと思案する。

「ふたりまでというのは、少ないな。だが、愛人を取っ替え引っ替えすれば、実質ハーレムか……？　ラナが政務にあたれば、俺様は堂々と遊んでいられるし、悪くないな……」

　スケベかつ、根っからの怠け者である彼は、自分の都合のいいように未来を想像し、口の端をニンマリとつり上げて頷いた。

「よし、その話に乗った。王位継承権はラナスタシアに譲る。妹よ、生涯、兄の面倒をしっかりとみるんだぞ」

　王太子派の貴族たちは、手紙の件でかなり数を減らしていたが、今の発言で完全にいなくなったのではあるまいか。全員が呆れの眼差しを向けていて、『やる気さえもないとは、この男は駄目だ……』という心の声が聞こえてきそうである。

　ため息があちこちから漏れるだけの静かな議事堂内で、終始、厳しい顔をした国王が片手を挙げた。

「採決をとる。法改正に賛成の者は、起立しなさい」

　ガタガタと椅子が鳴り、国王を含めた全員が起立した。

　それを見てラナは、胸に手を当て、ホッと息をつく。

（これでやっと女王になれるわ。最後はお兄様の愚かさに助けられたけど、感謝した方がいいのかしら……？）

　そもそものこと、兄がまともであれば妹が王位を狙う必要はなかったのだから、ありがたがるのはおかしい。

　時に危険な目に遭いながらも、三つの貴族領の問題を解決し、その実力を示したことで、多くの貴族がラナを認めたのだ。この結果は、自分の力でもたらしたことだと、自信を持っていいだろう。

　威厳溢れる国王の声が響く。

「賛成、百二名。反対なし。以上をもって、女王即位に関する法改正は可決された。これにて議会を終了する」

　議事堂内はたくさんの拍手に包まれ、諸公らに笑みがこぼれる。

　すでに祝賀ムードの中、国王が娘に向き直り、華奢な肩に手を置いた。

　優しい父親の眼差しで「よくやった」と褒めてくれたが、その直後に顔つきを厳しくする。

「だが、本当の闘いはこれからだぞ。諸公らをまとめ、国を守るのは簡単なことではない。ラナスタシアよ、油断せず、努力を怠るな」

　王位に就いてから二十五年ほど、この国の平和と王家の威信を守ってきた父親を、ラナは尊敬している。自分も父のような……いや、それ以上の王になろうと決意する彼女の表情も、自然と引きしまった。

「はい、お父様……いえ、国王陛下」

　王位継承式は、今年の夏に執り行われる。

　それまで半年ほどもあるが、呑気にしてはいられない。

　父を師として、国政の勉強に励もうと、今から気合を入れるラナであった。




　その夜、王城の地下一階にある、滅多に使われていない応接室では、こっそりと宴が催されていた。

　自室にて遅くまで政治学の本を読んでいたラナを、ここへ連れ出したのはオルガである。

　女王即位に関する法改正がついに認められたということで、『祝杯をあげねばならん！』とイワノフが張り切り、共に旅をした五人で急きゅう遽きょ、集まることになったのだ。

　旅の間、どんなに親しくなったとしても、来夏には女王になろうというラナと、それ以外の者では、身分違いも甚はなはだしい。本来ならば、こうした宴は好ましいものではなく、それゆえに〝こっそり〟とここへ集まったのである。

　丸テーブル上には、ワインを注いだグラスが四つと、チーズやソーセージなどの簡単なつまみが並んでいる。

　それを囲う椅子は五つあるのだが、カイザーの席は空いている。彼はちょうど今、見回りの時間であり、もうすぐ交代して、ここへやってくると思われた。

　待ちきれずに「乾杯！」とワイングラスを合わせた四人は、ワイワイと盛り上がる。

「姫様、このたびは誠におめでとうございます。議会での闘いっぷりに、国王陛下も感心しておられましたな。さすがは姫様じゃ。陛下から話を伺ったわしは、思わず小躍りしてしまいましたぞ」

　イワノフはそう言ってラナを褒めた。目尻にたくさんの皺を寄せ、実に嬉しそうにワインをあおる。

「イワノフの小躍り……見たい！」と笑ったのはラナで、ビスケットにチーズをのせたものと、太いソーセージを両手に持ち、マナーを気にせずバクバクと食べている。

（このメンバーだと、気楽でいいわね。みんなも楽しそうだし、たまにはこうして、内緒の宴会を開こうかしら……？）

　オルガは侍女として、ラナが食べこぼしたビスケットのかけらをサッと掃除しながら、やはり嬉しそうに口を開く。

「私も旅にお伴したひとりとして、今、とても誇らしい気持ちです」と胸を張ったオルガだが、なぜか急に眉を寄せた。

「それにしても議題を通すのに十日もかかるなんて、反対していたおっさんどもに文句を言ってやりたい。どう考えても、アホでスケベで気色悪くて、廊下で鉢合わせてしまったら厄日かと思わせられるエイドリアン様より、姫様の方が適任ですのに！」

　話しているうちに熱くなり、つい口汚くなってしまったオルガに、ラナが苦笑いをして注意する。

「お兄様は確かにアホでスケベだけど、さすがにそこまで言ったら気の毒だよ。女の子に嫌われると寝込むほどにへこむ人だから、思ってるだけにしてあげて」

　グリゴリーは皆の話にニコニコ顔で相槌を打ち、「自分も舞い上がるほどに嬉しく思います。女王陛下とお呼びできる日が待ち遠しいです」と真面目な喜びの声を聞かせてくれた。

　そんな彼の視線が、ふと壁際の柱時計に向いて、「カイザーさん、遅いですね」と呟いた。

　時刻は零時を十五分過ぎている。見張りの交代時間は零時であり、広い王城といえども彼の足なら、軍の詰所からここへ来るのに五分もかからないだろう。

　グリゴリーの言った通り確かに遅く、実はラナも先ほどからチラチラと柱時計を見て、やきもきして待っていた。

（カイザーには自分の口から報告したいのに、今日は一度も顔を合わせていないわ。もう、なにやってんのよ。早く来てよ……）

　それからさらに十五分が経過して、やっとカイザーが現れた。

　静かにドアを開け、「悪い、遅くなった」と入ってきた彼に、ラナはパッと顔を輝かせた。

　すぐに立ち上がって駆け寄ると、彼の右腕に両腕を絡ませ、喜び勇んで報告する。

「聞いてると思うけど、王位継承権が私に与えられたよ！　反対派の貴族たちの説得は大変だったんだから。どう？　私ってすごいでしょ？」

　カイザーなら、『調子乗るなよ』と軽口を叩きつつも、皆と同じように大喜びしてくれるはずである。

　そう期待していたラナであったが、彼の反応は違った。「ああ、すごいな」と真顔で淡白に褒めてから、ラナの腕をやんわりと解いたのである。

「カイザー……？」

　目を瞬かせたラナが、その顔を覗き込むように見上げれば、彼はやっと笑ってくれた。けれども、その笑顔にはどことなく無理しているような雰囲気がある。

「よく頑張ったな」とも言ってくれたが、ラナの頭をポンと叩いた彼はすぐに視線を外してしまい、着席している三人に向けて声をかけた。

「まだ仕事が残っているんだ。悪いが、これで失礼する」

「えっ!?」とラナは驚き、グリゴリーは立ち上がる。

　ドアを開けて出ていこうとしているカイザーを、グリゴリーが呼び止めた。

「カイザーさん、なんの仕事が残っているんですか？　代われる内容でしたら、自分が――」

「いや、俺がやる。グリゴリーはラナに付き合ってやってくれ」

　カイザーは騎士団の紋章のついた濃紺のロングコートを纏っている。

　その裾を翻ひるがえして足早に廊下に出てしまうと、無情にもドアが閉められた。

「なに、あの態度！　あっさりすぎるでしょ！」とドアに文句をぶつけたラナは、思いきり頬を膨らませた。

（私は、誰よりカイザーに喜んでもらいたかったのに、どうしてよ……）

　すると、後ろからイワノフに声をかけられる。

「姫様、許しておあげなされ。決して嬉しくないわけではなく、カイザーはきっと、自分の心との闘いを始めたのじゃろう。複雑な心境だということじゃな」

「心との闘い？　複雑？　なによそれ」

　振り向いたラナは納得のいかない顔で、イワノフを見つめて問いかける。

　しかし、答えを教えてはもらえず、自分で考えなさいと言いたげな賢者に、ラナは口を尖らせるのであった。




　木々は青々と葉を茂らせ、強い日差しに花が咲き乱れる七月中旬。

　いよいよ今日は王位継承式、当日である。

　時刻はもう少しで、十時になろうとしているところ。王城の三階にある支度部屋では、オルガと数人のメイドが忙しく、ラナの着替えを手伝っていた。

　これでもか！というほどの金刺し繍しゅうが施された白いドレスは、王都一の仕立て屋が、この日のために十人がかりで縫い上げた逸品だ。スカートにボリュームがあって歩きにくいが、式典の衣装とはこういうものであろう。

　麗しい首には豪華なダイヤのネックレスを下げ、結い上げた髪にはティアラがのせられている。

「姫様、あちらへ」

　オルガにそう言われて、ラナは椅子から立ち上がると、ドア横の壁に備えつけられている姿見の前に移動した。

　着替えはまだ途中で、肩から斜めに赤帯の大だい綬じゅをかけられ、マントを羽織らされる。

　その真紅のマントも、縁に金装飾が施された豪華絢けん爛らんなものであるが、いかんせん今は夏真っ盛り。

　暑いわね……とラナは不満を覚える。

　けれども、儀式には必要なアイテムだとわかっているので、文句を言うことはなかった。

　最後に王家の紋章が刻まれた銀のメダルを胸元に下げれば、準備万端である。

「どうでしょう？」とオルガに問われても、ラナは鏡をチラリと見ただけで、「いいんじゃない」と答える。

　信頼するオルガが身支度を整えてくれたのだから、おかしな点はないはずだ。

　その気持ちの他に、ラナのお腹がグウと鳴ったことも、適当な返事をした理由であった。

　今朝はいつもより二時間も早起きし、朝食も早めに済ませて準備を始めたため、もう腹ペコだ。

「なにかつまめるものを持ってきて」とラナがメイドに頼めば、オルガに叱られる。

「駄目です！　もうすぐ式が始まりますよ。食べ物を口にしたら、口紅が取れてしまいます」

「でも、儀式中にお腹が鳴るのもマズイでしょ」

「なんと言われましても、時間的に無理なんです。なんでもっと早くに言ってくださらないんですか。儀式中はお腹にグッと力を入れて、鳴らさないようにしてください」

「ええー、そんな高等技術、持っていないんだけど……」

　ふたりが平和な口論を繰り広げていたら、部屋のドアが三度ノックされた。

「どうぞ」とラナが声をかければ、ドアを開けて入ってきたのは、イワノフである。

　イワノフは王位継承式に、王立大審院長として列席するため、礼服をビシッと着用していた。無造作な白い顎髭はそのままだが、丸眼鏡と共にそれが彼のトレードマークであるため、もっさりしていても差し支えないだろう。

「姫様、本日は誠におめでとう存じ上げます。式が終わればこれからは、女王陛下とお呼びせねばなりませんな。旅にお伴した日がすでに懐かしい。この日が来るのを、わしは指折り数えて――」

　好々爺の如き笑顔で祝福するイワノフの言葉を、ラナは「あっ！」と言って遮った。

　そして間髪いれずに、その手にあるものを奪い取る。

「さすがイワノフ。気がきくわね。ありがとう、いただきます！」

　イワノフは差し入れに、かごいっぱいに詰められたサンドイッチを持参していた。

　けれどもそれは、ラナへの贈り物ではなく、朝から着付けに忙しい、オルガやメイドたちへの労いの品であった。

　止める間もなく、パクパクとサンドイッチを口にするラナに、オルガが「ああっ、口紅が！」と慌てている。

「時間がないんですよ。なんで食べ物の差し入れを持ってくるんですか！」と彼女に叱られて、イワノフは「すまんの……」と苦笑していた。




　それから三十分が経ち、支度部屋でのドタバタ劇がなかったかのように、ラナは凛とした佇まいで、厳粛な儀式に臨んでいた。

　王位継承式は、この城の三階、東側にある、聖堂内で執り行われている。

　ドーム形の天井には、聖人たちのフレスコ画が描かれ、ステンドグラスを通した色とりどりの光が、白大理石の床を神聖に彩っている。中央に赤絨毯が長く敷かれ、それは最奥の祭壇まで伸びていた。

　イワノフたち要人や有力貴族、二百名ほどが立ち並んで見守る中で、司祭に呼ばれたラナは赤絨毯の上を規定の三十一歩で進み、祭壇の前まで行く。

　壇上でラナを待っているのは、現国王であり、彼女の父である、アレクサンドル二世だ。

　国王の顔つきは引きしまったものであるが、目は優しげに細められ、この日を迎えるまでの娘の努力を讃たたえているかのようであった。

　この崇高なる父娘に、司祭が祈りを捧げた後は、戴たい冠かんの儀に移る。

　ラナが国王の前に片膝をつくと、固かた唾ずをのむような微かな音が周囲から聞こえる。

　見ている方が息苦しくなりそうな、張り詰めた空気であるが、ラナの口元はわずかにほころんでいた。

　スッキリと澄み渡った琥珀色の瞳は、もうこの国の未来を見据えている。

　国を担うという、揺るぎない覚悟が定まっているため心は少しも揺れず、緊張感さえ楽しむことができるのだ。

　ラナの頭のティアラが外されて、代わりに、父の手によって金の王冠が被せられた。

　王位が継承された瞬間である。

　王冠のずっしりとした重みは、ラナが背負う責任のよう。

　優雅な仕草で立ち上がった新女王は、見届け人の列席者たちに向き直ると、誓いの言葉を口にする。

「わたくしはただ今、ミトロニア王国十二代国王として即位いたしました。家臣の皆さん、前国王同様の信頼をわたくしに寄せ、忠誠を誓ってください。そうすれば、必ずや平和と富を授けましょう。わたくしは命を尽くして民と領土を守り、王国のさらなる発展をここに宣誓いたします」

　列席者から湧いた礼賛の拍手が、聖堂内に反響する。

　すでに威風堂々とした佇まいの新女王に、皆が感心し、眩しげな目を向けている。

　両腕を広げて拍手を受けるラナは、聖堂内をゆっくりと見回して……ドア付近で視線を止めた。

　閉められた重厚なドアの左右には、警護にあたるふたりの騎士が控えている。

　ひとりはグリゴリー。

　真面目な顔をして姿勢正しく立っていた彼だが、ラナと目が合うと、ニコリと微笑んだ。

　グリゴリーは今は従騎士ではなく、騎士である。ラナと旅をした功績により昇格し、四カ月ほど前に叙任式が執り行われた。その式で、彼に騎士爵を授けたのは、他ならぬラナであった。

　ドアの右側に控えているもうひとりの騎士は、カイザー。

　藍色の騎士服を勇壮かつ華麗に着こなす彼もまた、旅の後に昇格し、今は騎士団準副総裁という、軍の中でもかなり上位の役職に就いている。

　彼はグリゴリーとは対照的に、ラナと視線が交わっても微笑んではくれない。微かに眉間に皺を寄せ、すぐに視線を別の方へ逸らしてしまった。

（カイザー……今日も変わらず、そんな態度なのね）

　ラナは心の中でため息をつく。

　彼が顔をしかめている理由は、警備役として厳しい目で監視しなければならないからだけではなく、それ以外の想いも抱えているせいだと、彼女は気づいていた。

　王城の地下一階で小さな祝勝会を開いたあの時、カイザーの態度がやけに素っ気なかったことをラナは疑問に感じた。

　イワノフはその理由をわかっていたようだが、教えてはくれず、自分で答えを見つけなさいという態度であった。

　それでラナは考えた。公務と勉強に追われる多忙な日々の中でも、カイザーを気にかけなかったことはない。

　そして今は、彼の気持ちに気づいているつもりであった。

　カイザーは、ラナの女王即位を祝福していないわけではないが、これでもう完全に手の届かないところに行ってしまったと、身分の隔たりを憂うれいているのだろう。

　旅の途中で、ふたりで湖と星空を眺めた時にもそうであったが、きっとあの時よりも、さらに感傷的になっているのではあるまいか。

（すっかり拗すねちゃって。もう、仕方ないな……）

　ラナがクスリと笑ったのは、いじける彼を可愛く思ったからである。

　それと、もうひとつ。

　あとで、その憂いを払ってあげなければと、楽しい企み事をしているせいであった。




　王位継承式がつつがなく執り行われた後も、新女王の忙しい時間は続く。

　王都の民が歓声をあげる中を、二時間ほどかけて馬車でパレードし、城に戻ってからもひと息つく暇はない。

　列をなす貴族や豪商たちの祝辞を、謁見室にて受け続けているのだ。

　気づけば時刻は、十七時を過ぎていた。

　赤絨毯の敷かれた謁見室の最奥に、国王専用の豪華な椅子が置かれていて、ラナはそこに座っている。

　最後の謁見者が退出し、扉が閉められたら、ラナは作り笑顔を消して、ぐったりと椅子の肘掛けに体重を預けた。

「やっと終わったー。疲れたー。お腹空いたし、眠いし、重たいドレスを脱ぎたいよー」

　そんなぼやきに、応えてくれる者はいない。

　玉座から三歩ほど離れた壁際に、護衛としてカイザーが控えているのだが、不愉快そうにも見える真顔で口を閉ざし、いつものようなツッコミを入れてはくれなかった。

　誰かに見られているなら、馴れ馴れしい言動を慎まねばならないが、今は一時的にふたりきりであるというのに。

『女王になったんだから、ダレるんじゃねぇ』というような返しを期待していたラナは、面白くない。

「ねぇカイザー」と声をかけても視線は合わず、「なにかご用ですか？」という、他人行儀な返事をされてしまう。

　頬を膨らませた彼女は、今度は独り言のぼやきにされてしまわぬように、「疲れたと言ったの。労ってよ」と話しかける。

　すると嫌そうに、顔をしかめられた。

「女王陛下のご活躍には、頭が下がる思いでおります。護衛に関すること以外で助力になれず、誠に申し訳ございません」

　淡々とした声の返事には、やけに畏かしこまった敬礼までついている。

　姿勢を正した彼は、なおもラナと視線を合わせようとせず、ドアを睨むように見据えているだけであった。

　その態度はまるで、二度と親しげに話しかけるなと言わんばかりである。

　しかし、そのように心の距離を置かれても、『もう、じゃれ合うことはできないのね……』と悲嘆するラナではなかった。

（そっちがその気なら、実力行使よ。絶対に、こっちを向かせてみせるんだから……！）

　ムッとした彼女は椅子を離れると、カイザーの正面に立って、無理やり視界に入ろうとする。

　けれども上や横を向く彼に、かわされてしまい、視線を合わせることができない。

　騎士の前でピョンピョンと飛び跳ね、時にフェイントをかけて左右に動く女王は、はたから見れば滑稽であるが、ふたりは至って真剣である。

「カイザー、いい加減にこっち見なさいよ！」

「自分はただの護衛です。どうぞお構いなく！」

　重たいドレスで俊敏に動けば、ラナの息が切れてきた。

「もう怒ったわよ……」と呟いた彼女は、背伸びをすると、両手でカイザーの頬を挟むように掴む。

　その手に力を込め、彼の顔を引き寄せると、額を合わせた。

　これにはカイザーも慌てて、「ば、馬鹿、やめろ！」とつい不敬な口調になってしまう。

　その時、ノックの音がして、ハッとしたふたりは急いで離れる。

　入ってきたのは、中年の執事であった。

　一礼した彼は、二歩の距離を置いて並んで立つふたりを訝しげに見たが、なにをしていたのかと直接尋ねることまではしなかった。用件を事務的に伝えるのみ。

「サンルームにお茶のご用意が整いました。晩餐会のお召し替えは、十八時半頃から始めればよいと思われますので、それまでご休憩を」

「わかったわ」と頷いてドアに向けて歩き出したラナだが、なにかを思いついたようにすぐに足を止め、執事に注文をつける。

「サンルームは暑そうね。わたくしの部屋にお茶を運んでちょうだい。三人分ね」

「三人分、でございますか……？」

「そうよ。侍女のオルガと、今日はずっと護衛を務めてくれている彼の分」

　そう言って振り向いたラナと、視線を交えてしまったカイザーは、凛々しい眉を上げて「は……？」と小声で呟いている。

　驚く彼に、ニヤリとしてみせるラナ。

「あ、あの……」

　執事が戸惑いがちに声をかけたのは、侍女だけならまだしも、男性である騎士までを私室に招こうとしている女王に、注意すべきかと迷っているからだろう。

　けれども、女王に強気な目を向けられ、少しも悪びれることなく「問題でもあるの？」と問われては、なにも進言できなくなる。

「いえ、かしこまりました」と頭を下げて、急ぎ足で廊下へと出ていき、ドアが閉められた。

　戸惑う男性は、もうひとり。

「おいラナ、それはマズイだろ」とカイザーが声をかければ、パッと振り向いた彼女が嬉しそうに笑う。

「私の勝ち！　やっといつものカイザーに戻ったわね。よかった」

「少しもよくない。今まで通りの関係でいられないのが、わからないのか？」

「わかってるわよ。だから、真面目に考えたんじゃない」

「なにを考えたって……？」

　眉をひそめるカイザーに、ニコリと笑うだけで、ラナは答えない。その代わりに彼に歩み寄ると、その手を掴んでドアへと引っ張った。

「ティーフーズはなにかな。お昼は果物しか口にする暇がなかったから、腹ペコだよ。カイザーも、ほとんど食べてないでしょ？　早く行こう。言っとくけど、女王のお茶の誘いを断ったら駄目だからね」

「お前な……」

　文句がありそうなカイザーを強引に連れ出したラナは、謁見室を出ると、二階の南側に位置する自室へ戻る。

　オルガはすでに執事から話を聞いたようで、メイド三人と共に、テキパキとお茶の準備を整えていた。

　ラナの部屋には、ドアを開けた奥にバルコニーに繋がる両開きのガラス扉があり、ベッドやキャビネットは右側。左側には、机やテーブルセットが置かれている。

　かつてカイザーからもらった宝物の手紙は、ドア横の風景画の裏だ。

　白とピンクを基調とした可愛らしい印象の調度類なのは、幼少の頃に王女のために造られたものを、今も愛着を持って使い続けているからである。

　テーブルセットは、長椅子が一脚と、ひとり掛けの布張り椅子が二脚、向かい合わせになっており、長方形のテーブルには花模様のレースのクロスがかけられている。

　オルガとメイドたちの手によって、綺麗な花が飾られ、豪華なティーフーズが並べられていった。

　スコーンにアプリコットパイ、ケーキが数種類と、バタークッキーや飾り切りされたフルーツなど、盛りだくさんだ。

「わっ、美味しそう！」

　ラナは喜んで駆け寄り、長椅子に腰を下ろしたが、カイザーは開けっ放しのドア口に佇んだままで動こうとしない。

　その顔は、女王の私室に入っていいものかと、まだ迷っている様子であった。

　一方、ラナのみならずオルガも、カイザーの同席に否定的な気持ちはないようである。

「カイザーさん、どうぞこちらにお座りください」と促す口調は、いつもの彼女らしい淡々としたものだ。けれども、なぜか普段の彼女なら見せない作為的な笑みを、わずかに口の端に浮かべていた。

「いや、俺は――」

　悩んだ末にやはり断りを口にしかけたカイザーであったが、それを遮るように廊下から女性が声をかけた。

「騎士様、あの、申し訳ございませんが、そこを通していただけますか……？」

　麗しき王城騎士を前にして、恥ずかしげに頬を染めた若いメイドが、ワゴンを押してきたのだ。

　ワゴンの上には、ティーポットと三つのカップ、ミルクやレモン、シュガーがのせられている。

「失礼しました」とカイザーが横へずれたら、会釈してメイドが入室し、ドアを閉めた。

　すかさずラナが、彼に声をかける。

「そんなとこに突っ立ってたら、邪魔に決まってるじゃない。早く座りなよ」

「いや、しかし――」

「もう私の部屋に入ってるんだから、グダグダ言ってないで、男らしく諦めなさい」

　男だからこそ、女王の私室に立ち入るべきでないのだと、カイザーが反論できないのは、オルガやメイドたちにクスクスと笑われたせいである。

　しかめっ面の頬を少々赤らめた彼は、小さなため息をついて、やっと席に着く。

　そこは、ラナの座る長椅子の向かいで、オルガの隣の席である。

　オルガもひとり掛けの椅子に腰を下ろしたら、テーブルの横にワゴンをつけたメイドが、カップに紅茶を注ごうとした。それを止めたのは、オルガである。

「あとは私がやります。メイドの皆さんは下がってください。お手伝い、ありがとうございました」

　セッティングが済んでしまえば、侍女ひとりでも給仕の手は足りる。自身も食べて会話しながらであるため、忙しいとは思われるが。

　オルガの指示に疑問を抱くことはなく、メイドたちは揃ってお辞儀して、部屋から出ていった。

　三人きりになれば、ラナが嬉しそうに声を弾ませる。

「これで完全に気を抜くことができるよ。オルガ、ありがとう！　ねぇ、長椅子に寝転んで食べていい？」

　立ち上がって紅茶を注いでいるオルガは、「はしたないですよ」と真顔で一応たしなめる。けれども、「まぁ、私も見ていないことですし、注意はできません。ご自由にどうぞ」と、よくわからないことを言った。

　スコーンを食べ始めているラナが「ん？」と首を傾げたら、オルガはクスリと笑い、紅茶を注いだティーカップを、ラナとカイザーの前にだけ置いた。

　オルガの分がないのは、どうしてなのか……。

「女王陛下、私は他にやることがありまして、お茶を楽しんではいられません。あとはご自分でお願いします」

　そう言った彼女がふたりに背を向け、ドアへと歩き出したので、慌てたカイザーが立ち上がった。

「おい！」

　しかしオルガは振り向きもせず、足早に廊下に出ていってしまい、ドアは閉められた。

　おそらく、やることがあるというのは嘘で、ラナたちをふたりきりにしてあげようと企んだのであろう。

　その気遣いにカイザーは焦っているが、ラナは呑気なものである。

　ふたつのクッションを枕に、横向きに長椅子に寝そべると、手掴みでアプリコットパイを食べながら、モゴモゴとした声で「座りなよ」と言った。

「オルガはまだ仕事があるって言うんだから、仕方ないじゃない」

「このアホ！　これが由々しき状況だと、わからないのか？」

　カイザーは焦りを通り越して、怒りすら湧いているようである。

　まるで、自分の心をもてあそばれているように感じたためであろう。

　ラナが女王に即位したことで、自分たちの間に高い壁が築かれた気分で傷心し、それでもなお騎士の務めを果たすべく、彼は彼女の側に仕えている。それは、心にナイフを刺したまま、働いているようなものだ。

　つらくても、これからも側で守りたい……その気持ちがあったはずなのに、あまりにも気遣いのないラナの言動に、彼は本気で腹を立てていた。

　眉間に深い皺を刻んだカイザーをじっと見つめたラナは、おもむろに身を起こす。

　食べかけのパイを皿に置いて、優雅に紅茶を飲むと、クスリと笑った。

「私はこれからもカイザーと、ふたりの時間を持ちたいと考えているんだけど、駄目なの？」

　その言葉をからかいと受け取ったのか、カイザーの表情はさらに険しいものとなる。

「駄目に決まってんだろ」と吐き捨てるように言った彼は、「俺は――」と低い声でなにかを言いかけ、口を噤つぐんでしまった。

　つらそうに瞼まぶたを閉じ、数秒して目を開けたら、ラナを残してスタスタとドアへと歩き出す。

「待ってよ！」とラナが駆け寄り、その腕を掴めば、彼は足を止めてくれたが、振り向きはせずに冷たい声で彼女を拒んだ。

「これ以上、俺を苦しめるな。お前がそんなことでは、護衛すら務められなくなる。手を離せ」

「離さないわよ。まだ話が終わってないもの。苦しんでいるというなら、そのわけを話してよ」

　大きな背中を見つめながら、ラナは彼の腕を掴む手に力を込めた。

　カイザーがなにを苦しんでいるのかが、わからないわけではない。知っていて、あえて聞いているのだ。

　それはひとえに純粋な乙女心で、自分に対する恋心を、きちんと言葉にして伝えてほしいからであった。

（一緒に旅をしてわかったわ。カイザーは私のことが好きなんでしょ？　だったら、はっきり言ってよ。私だって、同じ気持ちなんだから……）

　しかし、大きなため息をつかれてしまう。

　ラナの手を解いて振り向いた彼は、怒り顔をしていなかった。

　代わりに、疲れたような、失望したような……そんな覇は気きのない表情をしている。

　独り言のように「無理だな……」と呟いたカイザー。

　ラナが「え？」と問い返せば、彼は真面目な顔をして、たった今、決意したかのような未来を口にした。

「俺、騎士を辞める。王都を離れて、どこか遠くの貴族領で、傭よう兵へいでもやって生きていく」

　これにはラナも驚き、目を丸くして、「なんで!?」と問いかけた。

　まさか城を出ていくと言われるとは、少しも思っていなかったからだ。

　するとカイザーは感情を押し殺したような声で淡々と、苦しい男心を打ち明ける。

「謁見室で早速、婿取りの話をされてたろ。王家に後継が必要なのはわかっている。だが俺は……他の男と結婚し、そいつの子を身籠もるラナを見たくない。耐えようと思っていたが、無理なようだ」

　好きだという言葉は聞けなかったが、それはカイザーの精一杯の告白だと、ラナは受け止めた。

　けれどもそれは、喜ぶことのできない悲しい愛の告白で、真顔で見つめ合ったふたりは、しばし無言になる。

　どんなに想い合っていても、決定的な身分の差があるから、自分たちは離れた方がいい……そんな切ない結末が訪れるかと思いきや、ラナがプッと吹き出し、お腹を抱えて笑い出したから、カイザーは面食らった。

「やきもち？　その顔でセンチメンタルは似合わないよ」と楽しそうに揶や揄ゆされては、一度収めた彼の怒りが復活する。

「俺の苦しみを嘲笑うとは――」

　カイザーのこめかみに青筋が立つ。

　怒りが爆発する寸前の彼であったが、その文句を遮ったのは、笑いをピタリと止めたラナであった。

　強気な瞳に、愛しい人を映した彼女の頬は、心なしか赤い。

　嬉しそうな口元は緩やかに弧を描き、明るく可愛らしい声で尊大に言い放つ。

「どこにも行かせない。私の側を離れるのを許さない。私がカイザー以外の男性と、夫婦をやれるわけないでしょ。私の婿はカイザーだよ」

　その命令がよほど予想外であったのか、カイザーはなにも言えずに呆然としていた。

　数秒後、やっとラナの言葉を理解したように戸惑い始めた彼は、恋の成就に浮かれる前に現実的な問題を口にする。

「俺は……騎士爵しか持っていないんだが」

　王族と婚姻関係を結ぶには、子爵以上の家柄の貴族でなければならないと、王室典範に明記されており、これまでの王族は皆、それに従ってきた。

　カイザーは平民の出自で、騎士としてどんなに活躍しても、最も高貴な身分にあるラナの夫にはなれないのだ。

　しかしラナは、法律の壁さえも笑い飛ばす。

　偉そうに腰に手を当て、ニッと笑うと、強気に宣言した。

「関係ないわ。前例がないなら最初の事例になればいい。法律に合わないなら、それを変えてみせる。私は女王よ。不可能はない」

　女王即位のために、悪者成敗の旅をせねばならなかったことからわかるように、議会で法改正を承認させるのは容易ではない。

　必ずや待ち受ける困難を堂々と楽しげに乗り越えようとしている彼女に、カイザーは尊敬の眼差しを向け、フッと口元をほころばせた。

「最強だな」

「当然でしょ」

　そんな言葉を交わし、肩を揺らして笑い声をあげるふたりであったが、急にカイザーがラナの腰に腕を回して引き寄せた。

「キャッ！」と娘らしく驚いた彼女を抱きしめる彼は、瞳を潤ませ、男の色香を溢れさせている。

「ラナ……愛してる」

　やっと口にしてくれた愛の言葉に、胸を高鳴らせたラナは、カイザーから視線を外して恥じらいながら、「私も……」と小声で答えた。

　その直後に、唇を奪われる。

　初めてのキスは半年以上も前のことで、一瞬触れただけの軽いものであり、かつ、仕返し的な意味合いでされたものであった。

　あの時とは違い、二度目のキスは目を閉じてゆっくりと交わされる。

　お互いの唇の感触を確かめ合い、少しずつ濃く深く、情熱的に求め合って……。

　もう離さないと言いたげに、痛いほど強く抱きしめられたラナ。

　そんな彼女も、彼をどこにも行かすまいとして、騎士服をぎゅっと握りしめている。

（他の人は嫌。私が苦楽を共にしたいと思う伴侶は、カイザーしかいないわ……）

　甘いキスに酔いしれながら、大きく育った恋慕の感情に、胸を焦がすラナであった。
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カイザーの眠れぬ夜




　ラナの一行が、ルーモン伯爵領を旅立ってから、十日ほどが過ぎた頃のこと。

　空は今にも雨が降り出しそうに黒い雲に覆われている。

　野宿は避けたいところだが、次の村はまだ遠く、周囲は林が続いているだけで民家は一軒も見当たらない。

　日没は刻一刻と迫っていて、ラナたちは歩速を上げつつ、どうしようかと困っていた。

「雨降りの夜にテントはキツイよ。カイザー、なんとかして」

　ラナにそう言われた彼が「そんなことを言われてもな……」とため息をついたら、前を歩いていたグリゴリーが「あっ」と声をあげた。

「アレはなんでしょう？　小屋のようにも見えますが……」

　彼の指先は林の奥に向いており、木々の隙間に、確かに小屋らしき建物の板壁がチラリと見える。

「グリゴリー、えらい！」とラナは褒め、早速一行は道を外れて林に分け入ったのだが……近づいてみると廃屋であることがわかった。

　木々が切られて丸く開けた地面は、雑草に覆われている。崩れたレンガの窯があり、炭のかけらが大量に散らばっていた。

　建物はどうやら炭焼き小屋のようで、板壁は朽ちかけてボロボロである。おそらくは、使われなくなって七、八年は経っていると思われた。

「どうする？」とカイザーがラナに意見を求めたのは、何事においても、王女である彼女に決定権があるからだ。

　彼女は顔をしかめており、どうやら、ここで一夜を過ごすことに乗り気ではない様子。

　けれども、雨天での野宿が嫌ならここに泊まるしか方法はなく、「仕方ないわ」とラナは頷いた。




　それから一時間ほどが経ち、辺りはすっかり暗くなった。

　外で煮炊きして夕食を済ませたところでちょうど雨が降り出して、一行は急いで小屋の中へと避難する。

　ランプに火を灯していても、薄気味悪く感じるのは、幽霊でも住み着いていそうな廃屋であるからだろう。

　壊れた椅子やテーブルに割れた水みず瓶がめ。刃のかけた斧に、破れたシャツ、カビだらけのベッドなどが不気味に散らばっている。

　それらを全て狭い小屋の隅に寄せ、五人が並んで横になれるスペースをなんとか確保した。

　破れた壁や天井は、着いて早々にカイザーとグリゴリーが応急的な修理を施したので、雨が入り込むことはないだろう。

　あとは、小屋の中心に大きめの布を天井から吊るす。それは、男女の寝床を分けるための間仕切りである。

　土埃が立つ床にも布を敷けば、これでなんとか寝られそうであった。

　今夜は特にやることもなく、ランプのオイルを節約したいこともあり、五人は早々に横になって寝ることにした。

　間仕切りの布を挟んで隣同士に寝ているのは、カイザーとラナだ。

「おいラナ、もう少し離れてくれ」

　カイザーがそう言った理由は、ラナの右肩や腕が、布越しに彼の左半身に触れているせいである。

　三人横並びになっている男性側は、女性側より窮屈なため、カイザーが避けるのは難しい。

　一方、ラナの左隣は小柄なオルガであるから、いくらか余裕があるはずなのに、なぜかカイザーに体を寄せてきて……。

　離れてくれとの彼の頼みに、ラナは「だって」とボソボソと拒否を口にする。

「なんか怖いじゃない……」

　ランプを消したので、小屋の中は真っ暗だ。確かに薄気味悪さは倍増している。

　風雨はどんどん激しさを増して、小屋が壊れるのではないかと、それも心配であった。

　それらの不安に加え、床に直接横たわれば、毛布一枚では少々寒い。それも人肌恋しくなる理由かもしれない。

　ラナの気持ちがわからなくはないカイザーであったが、それならばくっついて寝てもいい、とは言えない事情が彼にはあった。

（好きな女を隣に感じて、眠れるわけがないだろ……）

　彼の鼓動は徐々に速度を上げていく。

　それで彼は仕方なく、右隣で横になっているイワノフに声をかけた。

「すみませんが、場所を代わってもらえませんか？」

　しかし、右隣からはグーグーと、わざとらしい寝息が聞こえてくるばかり。

　イワノフは場所を代わってくれる気が、さらさらないようである。

　自分とひとつしか歳が変わらないグリゴリーには頼めない。

　ラナがグリゴリーにくっついて眠るのは、この状況以上に我慢ならないと、嫉妬してしまうからである。

　困ったカイザーは、少しでもラナの気配を感じないようにと、間仕切り側に背を向ける。

　すると、「ねぇ」と小声でラナに呼びかけられた。

「なんだよ」

「泣き声みたいなのが聞こえない……？」

　声が少々震えているので、どうやらラナは幽霊に怯えているようである。

　そういえば子供の頃、カイザーとラナが城を抜け出して遊びに出かけたら、街の子供に怪談話を聞かされたことがあった。その時のラナは半べそをかいてカイザーにしがみつき、やたらと怖がっていた覚えがある。

　ラナは生身の悪党には強くても、幽霊は苦手なのだ。

　一方、カイザーは、実体のないものは信じていないため、少しも怖くない。

　泣き声と言われて耳を澄ませば、ヒューヒューと隙間風が吹き込んでいる音がして、彼は呆れて答えた。

「それは風の音だ。このくらいで怖がるなよ」

「だって……」

　カイザーの背中に柔らかな感触が……。

　それはおそらくラナが、布越しに擦り寄っているからだろう。

　途端に彼の鼓動は跳ね上がり、三割増しでうるさく鳴り立てる。

「ねぇカイザ――」

　話しかけようとする彼女に、「早く寝ろ！」と怒ってしまったのは、背中の感触に心が乱され、あらぬ想像をしそうになる自分の気持ちをごまかすためであった。




　高鳴る鼓動と風雨を耳障りに感じること、二十分ほど。

　カイザーは背中の温もりが離れたのを感じた。スースーと小さな寝息も聞こえてきて、どうやらラナは無事に眠りにつき、寝返りを打ったようである。

　他の皆も、それぞれの夢の中に落ちた様子であった。

（よかった。これで俺も眠れる……）

　ホッと息を吐き出したカイザーが、姿勢を仰向けに戻したその時……。

　突然、バサリと間仕切りの布が落ちてきた。

　天井に三カ所、釘を打ちつけて引っ掛けていたのだが、どうやらラナが寝ぼけて引っ張ったために外れてしまったようだ。

　驚いたカイザーが左隣を見れば、また心臓を跳ねらせることになる。

　間仕切りの布をかき抱くようにして、ラナがカイザーの方を向いて寝ていた。

　その顔は、わずか拳ふたつ分の至近距離にある。

　伏せられた長い睫毛に、ふっくらとした頬。ぷるんとした美味しそうな唇は薄く開いており、そこからフフッと笑い声が漏れていた。

「もう、お腹いっぱい……。ううん、デザートは食べるよ……」

　ご馳走の夢でも見ているのか、そんな寝言を呟いた彼女は、とても幸せそうな顔をしている。

（可愛いな……）

　シルクの寝間着ではなく、マントを羽織った旅人の装いのままで寝ていても、恋する相手の無防備な寝顔は魅力的である。

　ラナに見み惚とれて正直な感想を心の中で呟いたカイザーは、吸い寄せられるように彼女の方に体を向けると、抱きしめようとして腕を伸ばした。

　しかし、ラナに触れる直前で、落雷の音が微かに響いた。

　ハッと我に返り、弾かれるように手を引っ込めたカイザーは、慌てて天井を向く。

（俺はなにを考えているんだ。ラナを守らねばならない立場なのに、襲ってどうする！）

　恋心ゆえの欲情を、なんとか制御しようと葛藤する彼。

　固く目を閉じて懸命にこらえていたが……またしても目を見開く状況に落とされてしまう。

　間仕切りの布を邪魔そうに足元に追いやったラナが、眠りながらカイザーに抱きつき、その頬に唇を当てたのだ。

「んふっ。甘くて美味しい……私のものだよ。とったらダーメ……」

　寝言から推測するに、夢の中では巨大なケーキに飛びついて独り占めし、生クリームに顔を埋めているところなのかもしれない。

（俺はケーキじゃねぇ！）

　心の中で文句を叫びつつも、カイザーは微動だに動くことができずにいる。

　そして振り切れそうな自身の鼓動や、今にも流されてしまいそうな甘美な誘惑と、必死に闘っていた。

　ラナの胸の膨らみが、彼の右腕に当たっている。太ももには足を絡められ、柔らかさがダイレクトに伝わっていた。

　温かい唇が彼の頬を滑り、耳を甘噛みされてペロリと舐められる。

（キスしたい……いや駄目だ。それなら、少しだけ抱きしめても……俺の大馬鹿野郎！）

　たまらずラナの手を振りほどいて飛び起きたカイザーは、壁際まで逃げて肩で呼吸していた。

　国王陛下から騎士爵を賜った三年前、彼はラナへの想いを生涯秘めて、護衛に徹すると心に誓った。

　その誓いを欲に負けて破りそうになったことで、彼は心を乱している。

（危ないところだった……。一緒に旅ができるのは嬉しいことだが、こういうのが苦しいんだ……）

　ラナは今、カイザーの温もりを残した毛布を抱きしめて、ウフフと笑いながら寝ている。

　それを眺めている彼の鼓動はやっと落ち着きを取り戻したが、今夜はもう眠れそうにない。

（仕方ない。見張りをしながら起きているか……）

　こんな大雨の日の廃屋には、夜盗だって来るはずはない。

　けれども、ドアの横に移動した彼は、背もたれの壊れた椅子を持ってきてそこへ腰掛け、大きなため息をついたのであった。




　翌朝、雨は上がり、板壁の隙間に明るい光が見える。

　小鳥のさえずりが聞こえて、カイザー以外の皆がモゾモゾと起き出した。

　ふわっとあくびをしたラナの視線がドアの横に向き、「なんでそんなところにいるの？」と問いかけられる。

　お前のせいだと思いつつも、「気にするな」とだけ答えた彼は、ドアを開けて外へ。

「おはよう」と挨拶を交わしている四人もすぐに朝日の下へ出てきて、新鮮な空気を吸った。

「んー！」と気持ちよさそうに伸び上がったラナとは対照的に、カイザーはどんよりと疲れた顔をしている。

　カイザーに振り向いたラナは、目の下にクマを作った彼を見て、プッと吹き出した。

「雨と幽霊が怖くて眠れなかったの？　男のくせにだらしないわね。私なんか、ぐっすりよ。たっぷり寝たら、お腹空いたー！」

　明るく笑うラナに、カイザーのこめかみがヒクついている。

（誰のせいで一睡もできなかったと思ってるんだ……）

　けれども、鈍感なまでに無邪気なラナを、彼は愛おしいと思ってしまう。

　キラキラと宝石のように輝く瞳を眩しげに見つめながら、カイザーは恋に頬を染める。

　そして、寝不足なのがラナではなく、自分でよかったと、健気にも思うのであった。










あとがき




　この本をお手に取ってくださいました皆様に、厚くお礼申し上げます。

　最強王女の世直しと恋の物語はいかがでしたでしょうか？

　この物語のテーマは、ズバリ！水戸黄門です。

　お気づきになられたことと思いますが、作中には水戸黄門を匂わせるワードが随所に出てきます。

　ラナのフルネームをはじめとして、王家のメダルに刻んだ葵の葉、レベンツキー伯爵邸に飾られていた絵画名、『シルバー婦人の湯浴み（お銀の入浴）』『叱られるウッカリ男（うっかり八兵衛）』『ゴローコー（ご老公）の最後の晩餐』などです。

　他にもいくつか仕込んでありますので、探しながらお読みくださるのも面白いかと思います。

　水戸黄門ネタやおかしな薬品名など、編集時に書き換えの指示が出されるかも……と心配していたのですが、そのまま文庫にしてくださった編集部の皆様、ありがとうございます！

　私はこのような冒険ファンタジーを初めて書きました。楽しくて、ラナにもっと旅を続けさせたくなりました。

　想いを通わせたラナとカイザーも、まだ結婚には至っていないので、ぜひ続編を書かせてもらえたらいいな……と願っています。

　もしその機会を得られましたら、今作をお読みくださった皆様に、新たなラナの冒険をお届けできることかと思います。

　それまで、この物語のことを忘れずにいてくださると嬉しいです。

　最後になりましたが、編集担当の鶴嶋様、妹尾様、文庫化にご尽力いただいた関係者様、書店様に深くお礼申し上げます。

　表紙を描いてくださった一花夜様、可愛らしく綺麗なイラストをありがとうございます。

　文庫読者様、ウェブサイト読者様には、平身低頭で感謝を！

　またいつか、ベリーズ文庫で、皆様にお会いできますように……。
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懲らしめて差し上げますっ！


～じゃじゃ馬王女の下克上日記～
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